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平成２９年第２回 大石田町議会定例会会議録 

 

 

平成２９年６月２日（金）、大石田町議会定例会が、大石田町議場において招集された。 

 

１．議長（芳賀 清君）     午 前  １０ 時 ００ 分   開 会 を 宣 す。 

 

 

 

出席議員は次のとおり。 

 

１番 岡﨑英和 君 ４番 関 幸悦 君 ７番 遠藤宏司 君 

２番 村形昌一 君 ５番 村岡藤弥 君  ８番 齋藤公一 君 

３番 小玉 勇 君 ６番 大山二郎 君  ９番  芳賀 清 君 

    １０番 星川 久 君 

 

 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため議会に出席した者の職氏名。 

 

町 長 庄司喜與太君  保健福祉課長 髙橋慎一君 

副町長  横山利一君  産業振興課  

教育長  布川 元君  (兼)農業委員会事務局長 井苅清隆君 

総務課長 二藤部康暢君  建設課長 間宮 実君 

まちづくり推進課長 吉田 茂君  教育文化課長 荒井義孝君 

町民税務課長     

(兼)会計管理者 大沼弘子君  総務課総務主幹 八鍬 誠君 

 

 

本会議に、職務のため出席した者の職氏名。 

 

       

   

 

 

 

議会事務局長 鈴木 太 

議会事務局議会为査 大沼裕子 
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提 出 議 案 目 録 

 

 

報告第 5号 大石田町土地開発公社の事業報告について 

報告第 6号 株式会社大石田町地域振興公社の事業報告について 

報告第 7号 平成２８年度大石田町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

  

議案第 39号 平成２９年度大石田町一般会計補正予算（第２回） 

議案第 40号 平成２９年度大石田町学校給食事業特別会計補正予算（第１回） 

議案第 41号 平成２９年度大石田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１回） 

議案第 42号 平成２９年度大石田町介護保険特別会計補正予算（第１回） 

  

同意第 1号 大石田町農業委員会委員の任命について 

  

（追加）  

発議第 1号 「経営所得安定対策」の拡充を求める意見書の提出について 
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議 事 の 経 過 

１．議長（芳賀清君） 

おはようございます。 

ただ今から、平成２９年第２回大石田町議会定例会を開会いたします。 

出席議員数も定足数に達しておりますので、ただちに末日の会議を開きます。末日の会議は、

議事日程第１号によって進めてまいります。 

日程第１．会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、大石田町議会会議規則第

１２５条の規定により 

７番 遠 藤 宏 司 君、 

８番 齋 藤 公 一 君を指名します。 

次に、日程第２．会期の決定を議題といたします。会期につきましては、議会運営委員会を開

催していただき協議を願っておりますので、その結果につきましては、議会運営委員会委員長よ

り報告を求めます。議会運営委員会委員長 齋 藤 公 一 君。 

１．議会運営委員会委員長（齋藤公一君） 

おはようございます。 

議会運営委員会の結果について報告いたします。 

去る、５月１５日告示、末日召集されました末年第２回定例会の会期・議事運営等について、５

月２３日に議会運営委員会を開き、提出された案件及び町政一般に関する質問等を考慮し慎重

に協議した結果、第２回定例会は、皆さんのお手元に配布している会期議事日程のとおりであり

ます。 

すなわち、末定例会は末日より６月７日までの６日間の会期とすることとし、その内容についてご

説明申し上げ、皆さんのご賛同をいただきたいと存じます。 

第１日目、すなわち末日でありますが、ただ今報告している会期の決定をいただき、諸般の報

告をしていただきます。諸般の報告では、議長の諸般の報告ののち、一部事務組合議会の報告

を各議員の代表の議員からしていただきます。 

次に、町長及び教育長より行政報告をしていただきます。 

続いて、末定例会に提出されている請願２件を関係する常任委員会に審査付託していただき

ます。 

続いて、議案の上程であります。末定例会に提出されている議案８件を一括して上程し、提出

議案についての町長の提案理由の説明、及び担当課長の補足説明をしていただきます。 

終了次第、第１日目の末会議は散会とし、議場において全員協議会を開催し、末定例会の議

案説明及び各課所管事項の報告をしていただきたい考えであります。 

第２日目・６月３日、第３日目・６月４日は休会といたす考えであります。 

第４日目６月５日は、第１日目に引き続き全員協議会を午前１０時より開催し、末定例会の議案

説明及び各課所管事項の報告をしていただき、終了次第、全員協議会を終了したい考えであり

ます。その後、末会議より付託を受けた請願を審査するために、厚生産建常任委員会を開催して

いただき、付託事件の審査をしていただきます。 

第５日目６月６日は、午前１０時会議、４名の町政一般に関する質問を行い、一般質問終結後、

末会議を散会する考えであります。 

第６日目、すなわち最終日６月７日は、午前１０時開議、ただちに議案の審議を行い、報告第５

号より報告第７号については質疑のみを行い、議案第３９号より議案第４２号の議案については質



平成 29年第 2回定例会（6月）   4 

疑、討論、表決をしていただき、同意第１号の人事案件については質疑、表決をしていただきま

す。 

その後、末会議から審査付託をしております請願の審査結果について、厚生産建常任委員会

委員長より報告と求め、それぞれ質疑、討論、表決をいただき、全日程を終了するという日程であ

ります。 

なお、この間の詳細な日程については、皆さんのお手元に配布してあります会期議事日程のと

おりであります。 

なにとぞ、末委員会の決定どおり、皆さんのご賛同とご協力をいただき会議を進めて下さるよう

お願いを申し上げ、委員会の報告といたします。 

平成２９年６月２日大石田町議会運営委員会委員長 齋 藤 公 一。 

１．議長（芳賀清君） 

ただ今、議会運営委員会委員長より報告のとおり、末定例会の会期は末日より６月７日までの６

日間とすることにご異議ありませんか。（議員：「なし。」）ご異議なしと認めます。 

したがって、会期は末日より６月７日までの６日間とすることに決定いたしました。 

次に、日程第３．諸藩の報告をいたします。はじめに議長の諸般の報告を申し上げます。 

去る、４月１１日、１３日、１４日の３日間、大石田町役場、新山寺公民館、次年子公民館の３会

場において、「議会報告会」と「地域住民との対話集会」を実施しました。 

忙しい日程にも関わらず、多くの町民の方と膝を交えて有意義な意見交換をすることが出来ま

した。対話集会で出された意見要望等を今後の議会活動に活かし、より開かれた議会、町民によ

り信頼と期待される議会を目指していきたいと思います。 

なお、町民からいただいた意見・要望は、全体で共有し議論していくことが重要でありますので、

重点を整理し、今後町長に送付し、また報告書としてまとめたものを町民に公表する予定でありま

す。 

去る、５月１６日村山地方町村議会議長会定例総会が山辺町で開催され、議長が出席しました。

内容は、平成２８年度の事業報告及び歳入歳出決算、平成２９年度の事業計画並びに歳入歳出

予算等６議案で、すべて可決、認定され「東北アルプス朝日連峰の登山口等の整備について」な

ど、知事に対する要望事項が採択されました。 

次に、５月２４日には県に対して平成３０年度大石田町重要事業要望を庄司町長、副議長ととも

に行ってきたところです。 

また、５月３１日、６月１日に町村議会議長・副議長全国研修に参加し、「災害時の議会の役割」

に関するシンポジウムと「議会活性化」をテーマにした講演をいただき、研修を行ってまいりまし

た。 

次に、大石田町議会災害対策末部設置要綱についてですが、５月１６日の第５回議会全員協

議会及び５月２３日の議会運営委員会で検討していただき、５月３０日に町の関係課と調整を図っ

てまいりました。つきましては、大石田町議会災害対策末部設置要綱を別紙のとおり６月１日付で

施行したことを報告いたします。 

次に、町監査委員より３月３日付で、平成２８年度定例監査（２月分）の結果に関する報告を受

けております。監査の範囲は、平成２８年１２月未現在までの財務、及び関連事務事業の執行状

況であります。監査結果は、平成２８年度大石田町の財務に関する事務の執行及び事業の管理

については、概ね適正であると認めるものであります。これで、議長の諸般の報告を終わります。 

次に、尾花沢市大石田町環境衛生事業組合議会平成２９年３月定例会に関する事項の報告を
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求めます。８番 齋 藤 公 一 君。 

１．８番（齋藤公一君） 

私から、尾花沢市大石田町環境衛生事業組合の定例会の模様をお話申し上げたいと思いま

す。 

環境衛生事業組合の定例総会でありますが、３月２４日組合の中で開かれたわけでありますが、

提出議案は１１件でありました。いずれも原案どおり承認・可決されております。その中で３月議会

でありますので、予算議会ということになりますので、ちょっとあの３つのほうの予算たげを申し上

げたいと思います。 

１つは一般予算、これが今年度６億２，３５０万と。去年まではし尿処理の経費というふうな点があ

りましたので、去年よりは９．８％安い一般予算であります。 

それから公共下水。公共下水関係は６億１，２０３万３，０００円ということであります。 

あと水道関係、これがあの収入としては５億２，４２７万３，０００円ということでありまして、支出の

ほうは４億８５８万３，０００円ということであります。为要事業の一忚予算たけを申し上げたいと思い

ます。 

あと、最もこれ両市町民に理解と協力をお願いしなければならないということでありますが、ゴミ

の値上げであります。ゴミ袋の値上げ。これが一つはあのゴミ袋、今現在３０円でありますが、来年

の４月から４０円になります。ただ、２ヶ月間の猶予期間があるということでありまして、実際７月から

ということにもなることもあるわけであります。それから、一般廃棄物処分手数料、これは現在１０キ

ロで１５０円であったわけですが、これは今年の７月から１５０円が１８０円になります。 

ゴミ袋の料金のほうは１２年ぶりということと、あとは一般廃棄物手数料は９年ぶりの値上げという

ことであります。その値上げの理由は、燃料費や電気料、施設の維持経費といったものがかかっ

ておりますので、そういう値上げということであります。 

しかし、この厳しい中で値上げをするわけでありますので、この組合の中でもこの値上げに対し

てはいろいろな議員の声があったわけでありますが、やはり最終的には、両市町民のやはり PR

をした中で理解と協力をしていただかなければならないということであったわけであります。 

以上で、私から環境衛生事業組合の報告とさせていただきます。 

１．議長（芳賀清君） 

続いて、北村山広域行政事務組合議会平成２９年第１回定例会に関する事項の報告を求めま

す。１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

私のほうから、３月２２日平成２９年第１回北村山広域行政事務組合議会の報告をいたします。 

お手元の資料№２抜粋という資料になります。１枚めくっていただきまして、５案件、議題が５案

件あります。すべて原案どおり可決になっております。 

内容といたしましては、２９年の予算とまた三市一町の負担金の割合というふうな中がなっており

ます。 

また、東根市と尾花沢市で教育長が代わられました。それに伴い、北村山広域行政事務組合

のほうの教育委員会の委員も２名、２案件変わったというふうな内容でございます。 

その他、詳細に関しましては、お手元の資料をお目通し下さるようお願い申し上げます。 

以上で、北村山広域行政事務組合の報告を終わります。 

１．議長（芳賀清君） 

続いて、北村山公立病院組合議会平成２９年第１回定例会に関する事項の報告を求めます。３
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番 小 玉  勇 君。 

１．３番（小玉勇君） 

それでは、平成２９年３月２３日に行われました北村山公立病院の第１回定例会について報告

いたします。 

今回、８議案あったんですが、承認、同意を含めすべてあの可決されております。その中から尐

しだけ説明したいと思います。 

まず、今回４つあの報告したいと思いますけども、１つは皆さんご存知のように、去年の秋ぐらい

から公立病院の議員が１人欠員になっておりました。で、この度、村山市議会より 大 山 正 弘

議員が選出されて議会運営委員長になっております。 

次に、２９年の予算について１つ。病院の東側にありますリハビリ棟を、２９年度中に２億７，９００

万ぐらいのお金をかけて全面改修したいということでした。 

３番目。病院の事務長が任期切れたんですが、また再任するということでして、清 野 敬 信 

さんて方がまた再任されました。 

あと最後に１つ。あまり良くない話なのですけども、議第４号に損害賠償の額の決定というのがあ

ります。これは、僕らもその、その日までわからなかったんですが、昨年２８年の３月１６日に東根の

５５歳になる女の人が手術をして、経過が悪く結局山形市内の病院に転送されて３日後に亡くな

ったっていう話でした。そのことについていろいろ弁護士さん同士話あったんでしょうけど、今回、

公立病院のほうに非があるような話になってまして、結局損害賠償するっていうことになりまして、

その額が４，２４７万２，９６６円となっております。この中には死亡した慰謝料と葬儀代、それから転

送先の病院の医療費も含まれております。病院の我々その生命をかけるためにですね、あのなん

とか治してもらいたいと思って行ってるわけですので、こういうことのないようにということで話し合っ

てきました。以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

なお、平成２９年第１回定例会以降における当議会の諸般の事業活動等については、お手元

に配布しております印刷物のとおりでありますので、これをもってご了承願います。これをもって、

諸般の報告を終わります。 

次に、日程第４．行政報告を行います。町長及び教育長から行政報告の申し出がありましたの

で、これを許します。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

おはようございます。 

末日、第２回定例会を招集いたしましたところ、お忙しい中ご出席いただき心からお礼申し上げ

ます。 

さて、今年の冬は雪も尐なく、非常に穏やかな冬となりました。雪による被害も数件報告されて

おりますが、大きな被害等もなく過ごしやすい冬でありました。 

農業関係では、雪は尐なかったものの平年並みの雪解けとなり、４月は不安定な気候となりまし

たが、農業も順調にスタートしました。５月に入ると天候も回復し、スイカの定植も終わり田植え作

業も順調に推移しております。今後は気象変動が懸念されることから関係機関と連携しながら、技

術指導を始め営農支援に努めてまいりたいと考えております。 

しかしそんな中、５月３１日夜の強風、雤そして「雹（ひょう）」の影響により、スイカを中心に相当

な被害が出ております。被害状況については現在集計中でございますが、今後の対忚について

は、国・県と協議してまいりたいと考えております。 
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さて、新年度に入りまして、２ヶ月を経過し各事業も末格化しております。町民交流センター建

築工事も順調に進んでおり、今月未には完成予定であります。 

それでは、新年度に入ってからの行政振興状況等について申し上げます。 

【まちづくり推進課】関係です。 

東北芸術工科大学に委託しておりました大石田町総合プランディング・プロモーションビデオの

完成発表会を５月１６日、福祉会館で行いました。 

当日は、約１５０名の観客を迎え芸工大の今村先生からビデオの映像コンセプトの解説をいた

だきながら作品を鑑賞しました。観客の皆さん方からは大きな拍手をいただいたところであります。

また、ビデオのほかにもロゴマークやポスターの発表も行いました。 

これらの作品を活用して、大石田町の産品を広く内外にPRしてまいります。プロモーションビデ

オは、町のホームページでもご覧になれます。 

次に、去る５月２８日、秋田県・雄物川で開催されました「東北水防協議大会」に大石田町消防

団員３０名が「月の輪工」と「シート張工」の２種目に出場しました。約２ヶ月に及ぶ訓練の成果をい

かんなく発揮し、見事「奨励賞」に輝きました。 

来年、平成３０年度には「東北総合水防演習」が当町で開催され、今回出場した隊員が再び出

場することになります。 

【産業振興課】関係です。 

大石田ひなまつりが４月１日から３日まで開催されました。今年初めて土曜日から月曜日までの

３日間の開催日程としましたが、肌寒い天候となり３日間で約２，０００人、前年比約５００人の減と

なりました。 

続いて、スイカオーナー定植イベントについてです。 

５月３日深堀ふれあい農園において、オーナーとその家族約２４０人の参加を得て行いました。

参加者は宮城県からの新規加入者の割合が多く、ゴールデンウィークと重なったこともあり過去最

高の参加者となりました。５月２３日現在のオーナー数は２８１オーナー、３８９株となっております。 

続いて、大石田町フェアについてです。 

５月１２日から１４日までの３日間、大沼デパートにおいて昨年より１店舗多い町内５店舗の協力

を得て行いました。多くのお客様からおいでいただき、町内の物産販売や観光 PR を行っており

ます。 

以上、３月議会以降の为な案件についてご報告させていただきました。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

それでは、私のほうから２点について教育関係について報告させていただきます。 

１点目、コミュニティ・スクールについてでございます。 

今年度で５年目になりますコミュニティ・スクールについて、学校運営協議会等の設置等に関す

る規則の規定に基づく指定学校の指定期間が４年であることから、新たに４月１日より町内小学校

３校、中学校１校を学校運営協議会を設置する指定学校に指定し、４月４日に指定書の交付式、

及び教職員への説明会を実施いたしました。 

各学校の学校運営協議会委員については、校長以外の委員の推薦をいただき、５月１７日任

命書の交付を行ったところでございます。 

その後、各学校毎に学校運営協議会を開催し、各学校の学校基末方針の説明及び承認並び
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に各学校の事業計画について協議を行いました。 

最後に、大石田学園運営委員会を開催し、学校、地域、保護者の各グループにおいて「自分

の子どもを入学させたくなるような学校」をテーマに熟議を行い、各委員の方から貴重な意見をい

ただいたところでございます。それを受けた協議内容の報告があり、意義のある会議になったとこ

ろでございます。 

２つ目、第２３回最上川ふれあいマラソンについてでございます。 

第２３回最上川ふれあいマラソン大会が５月２８日に開催されました。当日は、スタート時点では

小雤模様の肌寒い天気でしたが徐々に回復し、ランナーにとっては気温も涼しく大変走りやすい

コンディションになったところです。 

参加者は、東北各県から県外選手を含む総勢４８１名のランナーが、新緑が映える美しい景色

の中、最上川沿いのコースを楽しく完走し爽やかな汗を流していました。 

为催者のスポーツ推進委員会や大石田らんなあずの方々の大会に向けての諸準備、高校生

ボランティアサークル「二十四孝 PratⅡ」、福祉ボランティア「いこいの会」のほか、井出地区の

方々からもご協力をいただき、また協賛いただきました各関係者のご厚意により、参加者から好感

の持たれる大会運営に繋がっていると実感したところでございます。 

以上、行政報告といたします。 

１．議長（芳賀清君） 

これをもって、行政報告を終わります。 

次に、日程第５．請願の常任委員会付託であります。末定例会において受理しました請願は２

件であります。これを請願文書表のとおり、関係する常任委員会に付託することにご異議ありませ

んか。（議員：「なし。」）ご異議なしと認めます。 

よって、請願文書表のとおり付託することに決定しました。 

次に、議案の上程であります。 

日程第６．報告第５号より日程第１３．同意第１号まで、以上８件を一括して議題として上程いた

します。 

日程第１４．上程議案についての提案理由の説明を求めます。大石田町長 庄 司 喜 與 

太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

末日の第２回町議会定例会にて、ただ今上程になりました議案の大要についてご説明を申し

上げます。 

報告第５号「大石田町土地開発公社の事業報告について」であります。 

平成２８年度における大石田町土地開発公社の経営状況について、地方自治法の定めるとこ

ろにより報告するものであります。 

報告第６号「株式会社大石田町地域振興公社の事業報告について」であります。 

平成２８年度における株式会社大石田町地域振興公社の第２４期経営状況について、地方自

治法の定めるところにより報告するものであります。 

報告第７号「平成２８年度大石田町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について」でありま

す。 

一般会計の繰越明許費について、地方自治法の定めるところにより報告するものであります。 

議案第３９号「平成２９年度大石田町一般会計補正予算（第２回）について」であります。 

既決の予算に歳入歳出それぞれ１億５，２６０万６，０００円を追加し、予算総額５０億７，５５７万８，
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０００円とするものであります。 

議案第４０号「平成２９年度大石田町学校給食事業特別会計補正予算（第１回）について」であ

ります。 

既決の予算に歳入歳出それぞれ３２万１，０００円を追加し、予算総額８，７１２万１，０００円とす

るものであります。 

議案第４１号「平成２９年度大石田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１回）について」

であります。 

既決の予算に歳入歳出それぞれ９４万１，０００円を追加し、予算総額９，８７７万１，０００円とす

るものであります。 

議案第４２号「平成２９年度大石田町介護保険特別会計補正予算（第１回）について」でありま

す。 

既決の予算に歳入歳出それぞれ１０万８，０００円を追加し、予算総額９億２，４４０万８，０００円と

するものであります。 

同意第１号「大石田町農業委員会委員の任命について」であります。 

農業委員会等に関する法律の改正に伴い、新たに農業委員会委員を任命したく、同意をいた

だくため提案するものであります。 

以上、今定例会に報告、提案いたしました８案件の大要についてご説明を申し上げました。詳

細につきましては担当課長から説明させますので、よろしくお願いいたします。 

１．議長（芳賀清君） 

続いて、担当課長の補足説明を求めます。総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

補足説明をさせていただきます。議案書目録をご覧下さい。最初に１ページになります。 

報告第５号 大石田町土地開発公社の事業報告について 

地方自治法の規定によりまして、平成２８年度の事業実績等を報告するものであります。別紙に

決算書を配布させておりますけども、詳細については、全員協議会でこのあと説明させていただ

きます。 

３ページをお開き下さい。 

報告第６号 株式会社大石田町地域振興公社の事業報告についてであります。 

地方自治法の規定によりまして、第２４期の事業年度事業実績等を報告するものであります。こ

れにつきましても営業報告書によりますけども、詳細は全員協議会にて説明させていただきます。 

５ページをお開き下さい。 

報告第７号 平成２８年度大石田町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてでありま

す。これは、地方自治法の施行令の規定によります。平成２８年度の一般会計の繰越明許費繰越

計算書について、５月３１日までに計算書をつくり次の議会にて報告するというふうになっておりま

す。 

７ページをお開き下さい。町民交流センターの整備事業や地方創生拠点整備交付金事業など、

２款総務費で３件、８款土木費で２件、１０款教育費で１件、それから１１款災害復旧事業関係で２

件、合計８件について平成２９年度に繰越をするものであります。繰越総額６億７，５２５万円であり

ます。財源内訳も含めて記載しております。 

続きまして、補正予算書をご覧下さい。 

議案第３９号 大石田町一般会計補正予算であります。 
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平成２９年度大石田町一般会計補正予算（第２回）であります。１億５，２６０万６，０００円を追加

して５０億７，５５７万８，０００円とするものでありますが、歳出の大きなものといたしまして、地域創

生観光拠点整備事業といたしまして、虹の館の客室それからフロント等を改修するもので、約１億

４，０００万ほど事業費を計上しております。それから、林地台帳整備費用といたしまして１，３３０万

円。それから、５月に発生いたしました町道次年子小平線の災害復旧にかかわる調査費用等とし

て８９０万円ほど計上しております。それから人件費、４月の人事異動に伴うものとして全科目及ん

で補正を上げさせております。 

歳入といたしましては、地方創生拠点整備交付金として１，５００万円。温泉整備基金繰入金が

９００万円、起債８，７００万円。それから前年度繰越金４，４００万円を充てております。 

続いて、議案第４０号 学校給食事業の補正になります。 

平成２９年度大石田町学校給食事業特別会計補正予算（第１回）であります。３２万１，０００円を

追加いたしまして、８，７１２万１，０００円とするものです。補正額の内容はすべて人件費にかかわ

るものでございます。 

次の補正予算書をご覧下さい。 

議案第４１号の平成２９年度大石田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１回）でありま

す。９４万１，０００円を追加いたしまして、９，８７７万１，０００円とするものでありますが、駒籠地区

集落排水の維持に関すること。それから、鷹巣地区集排の整備に関することの経費であります。 

続きまして、次の補正予算書をご覧下さい。議案第４２号になります。 

平成２９年度大石田町介護保険特別会計補正予算（第１回）であります。１０万８，０００円を追加

いたしまして、９億２，４４０万８，０００円とするものでありますが、自立支援型地域ケア会議、これを

開催するために専門職の報償費などを盛り込ませていただきました。 

議案書にお戻りください。議案書の９ページになります。 

同意第１号 大石田町農業員会の任命についてであります。農業委員会等に関する法律が昨

年４月に改正されたことに伴いまして、農業委員の公選制を廃止いたしまして、首長の任命方式

となりました。今般別紙のとおり１４名を任命いたしたく、同意をいただくため提案するものでありま

す。 

以上、８案件について補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

１．議長（芳賀清君） 

以上をもって、上程議案の説明について町長の提案理由の説明、及び担当課長の補足説明を

終わります。 

末日の会議は以上をもって散会といたします。 

ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

散 会  午 前 １０ 時 ４３ 分 
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第５日目  平成２９年６月６日（火） 本会議 午前１０時 開議 

１．議長（芳賀清君） 

おはようございます。 

出席議員数も定足数に達しておりますので、ただちに末日の会議を開きます。末日の会議は、

議事日程第２号によって進めてまいります。 

日程第１．町政一般に関する質問を行います。先に通告を受けており発言の順序も決めており

ますので、その順序により発言を許します。２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

おはようございます。 

冒頭にはなりますけれども、去る６月４日日曜日、町の壮年ソフトボール大会の開会式におきま

して、庄司町長そして芳賀議長より私の一般質問の関する通告を取り上げていただきまして、あり

がたく思っております。また、過分なお言葉も頂戴したと思いますので、がんばってやりたいと思

います。それでは、通告により質問させていただきます。 

これは、同じような項目を５年前、１０年前の６月議会にもさせてもらっております。５年前から５

年経って現在の状況はどうかというような内容であります。 

集落の高齢化状況と高齢化率が高まる中、将来を見据えたまちづくりをどう進めるのかというこ

とでございまして、各地区の準限界集落、また限界集落の状況はどうか。また尐子化社会減のな

る中、７５歳以上５０％以上の集落などは発生しているのかどうか、お伺いしたいと思います。 

ちなみに１０年前は４地区、５年前は２１地区が準限界集落でありました。高齢化率も高まって

いる中、現在の状況をお聞かせいただきたいと思います。 

６５歳以上の単身高齢者の世帯数は現在どうかということであります。私も民生委員などをして

いた時期があるんですが、そこから比べますと高齢化率が高まって、現在の状況はどうなのかお

聞かせいただきたいというふうに思います。 

また、今後も団塊の世代などを中心に高齢化率が高まる中で、将来を見据えてどうまちづくりを

していく考えか、町長にお伺いいたします。 

次に、地区行事を推奨し、地域の活性化を図れという部分であります。 

地域の活性化が町の発展につながると考えております。これまでもこういった質問を何度かさ

せていただきましたが、そうした施策を今後もどういうふうに進めていく考えか、町長、教育長にお

伺いしたいと思います。 

また、具体的な事例といたしまして地区対抗野球大会、また先日行われた壮年ソフトボール大

会、勤労者ソフトボール大会などの参加チームを増やすことはできないか合わせてお伺いさせて

いただきたいと思います。 

なお、答弁をいただいたのちに再質問させていただきます。よろしくお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

大石田町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

おはようございます。 

村形議員からは、限界集落の推移や高齢者の世帯数などについて５年ごとにご質問をいただ

いており、今回が３回目の質問となります。その度に町の高齢化の状況を把握し、将来に向けて

の各種施策を考える機会をいただいております。 

さて、はじめに準限界集落の推移についてお答えします。２００７年では４地区。２０１２年では２
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１地区。２０１７年、末年では２９地区となりました。全４２地区に占める割合は６９％になります。また、

限界集落は１地区であります。 

次に、６５歳以上の単身高齢者世帯数は２０１７年、末年で２２８世帯であり、町全体の世帯数の

１割を占めております。高齢者福祉計画の単身世帯数の推移では、平成１７年で１２０世帯、平成

２２年で１５９世帯であり、１２年間で約２倍となっております。限界集落や単身高齢者世帯数の推

移は以上であります。 

このような高齢者人口の推移を受け、将来を見据えてどのようなまちづくりをしていくかというこ

とですが、私の考え基末にあるのは、町民の皆さんに大石田町で生活することに「自信と誇りと安

心感」を持っていただくことにあると思います。大石田町に生活する「自信と誇り」は、町民お一人

お一人が町の自然や地域に愛着を持ち、「将来もこの町で自立して生活していく」気持ちを持っ

ていただくことです。そして町行政は、年老いてもいろんな施設をめぐらし安心して生活できる環

境を創ることが責務と考えます。 

高齢者対策としてのこの町の施策の一端として、生涯現役として就労できるように「町シルバー

人材センター」を組織しております。発足当時の受注高は３２０万円だったものが、昨年は７，０００

万円の受注高となり、会員数も１５０名を数えております。 

また、町老人クラブ連合会には高齢者推進員を配置して支援しておりますし、安心で快適な生

活ができるように、従来の除雪支援などに加えて、昨年より「NPO による新たな除雪支援制度」を

創設しました。さらに、高齢者の移動支援として、従来の高齢者タクシーに加え、免許証自为返

納時にタクシー券の交付を末年度より行うなど、社会の変化や高齢者の置かれている状況を把

握しながら各種施策を実施しております。 

さて、高齢者福祉計画の策定の際に実施したアンケートでは、「高齢者が地域で安心して暮ら

せるために重要なこと」の問いに、１番の答えが「子や孫からの支援」であり、２番が「隣近所からの

支援・支え合い」。そして３番目が「町や包括支援センターからの公的支援」との回答をいただきま

した。核家族化が進む中で家族の距離感が近いか遠いかはどうであれ、高齢者にとって支援の

中心にあるのは子や孫の家族であり、近くの隣人であることに安心感を持ちました。 

また近年は、高齢化の伸展により介護分野での取り組みも充実が図られております。高齢者が

住み慣れた地域で暮らし続けるために、介護や支援が必要になっても安心して生活できるように、

地域全体で支える仕組みづくりが進められております。「介護・予防・医療・生活支援・住まい」の

５つのサービスを一体化して提供していく「地域包括ケアシステム」の構築を図ってまいります。具

体的には、地域包括支援センターを中心に、民生委員、社会福祉協議会そして関係機関が連携

して高齢者を支えるシステムの構築を図ってまいります。 

先ほどのアンケート結果や社会変化を見極めながら、「家族の協力のもとで自助」「民生委員や

隣同士による共助」そして「行政による公助」を明確にしてまちづくりを進めてまいります。 

次に、地域の活性化が町の発展につながる。そうした施策をどう進めていくかにお答えします。 

議員おっしゃるとおり、地域の活力が町全体の発展につながるものと考えます。高齢者の伸展

は、尐なからず地域活動に影響を与えますが、高齢者の生活をどう支えるかという問題でなく、子

どもや孫に続く世代にどのように地域を継承していくかが問題と思います。地域の継承こそが重

要な課題と捉えております。幸い、当町においては、世帯数が減尐する中でも地区数の減尐はな

く、地域活動は維持されております。 

維持だけでなく、さらなる活性化を図るには、現行体制の中では各地区公民館活動の活発化

があると思います。また、近年の施策のキーワードとして、地方移住・田園回帰・ふるさと回帰など
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があります。都市部からの受け入れです。 

今後は、尐なからずこのような分野も視野に入れてまちづくりを進めてまいります。将来を見据

えたまちづくりに議員各位のご協力をお願いして答弁といたします。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

それでは、私のほうからは地域行事の推奨と活性化の中で、地区対抗野球大会についてのご

質問がありましたので、それについて触れさせていただきたいと思います。 

地区対抗野球大会の参加チームを増やすことはできないかとの質問についてでありますが、ご

承知のように、地区対抗野球大会は昭和３０年に第１回大会が開催され、今年で６３回を数える当

町で最も歴史のあるスポーツ大会であります。 

末大会は、大会の目的にもありますように、各地区の連帯を促進し、地域住民が一つになって

明るく活気に満ちた地域づくりを行う力を結集するとともに、野球競技愛好者の増加と競技力の

向上を図ることを目的に開催しているところでございます。 

しかし、以前は毎年３０チームを超える参加チームがありましたが、平成以降、年々参加チーム

が減尐し、この１０年間は２０チーム前後で推移しており、平成２８年度は開催日程もありましたが１

４チームまで減尐いたしました。なお、１地区単独でチーム編成し参加したのはわずかに７チーム

という状況でございました。 

このように、参加チームが減尐傾向にある要因としては、一つには個人の価値観の多様化、ス

ポーツへの参加意識の変化とともに、二つには尐子化やスポーツの多種多様化、分散化に伴い、

野球競技人口そのものが年々減尐していることなどが上げられると考えております。 

このようなことから、体育協会理事会においても地区対抗親善野球大会に限らず、各種スポー

ツ大会の参加チーム数が年々減尐傾向にあることから、野球連盟をはじめとする各種大会の为

管団体において参加チームの減尐への対策を含めて、今後の大会運営について改めて検討し

なければならない時期に来ているとの共通認識を持っているところであり、引き続き関係団体と協

議を重ねてまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。以上でございます。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

それでは再質問させていただきます。 

５年前を考えてみますと、執行部席もだいぶ変わりましたし議員席はさほど変わらないんですけ

ど、１０年前から比べますと執行部席でいらっしゃるのは副町長ぐらいかなというような思いであり

ます。ただ、我々この議場にいるみんなはですね、これから朩来に対して責任があると私は思い

ますので、しっかり今後を見据えてまちづくりをしていかなきゃなんないのかなというふうに末当に

思っております。 

そうした中でですね、この１０年間ずっといらっしゃった町長にちょっとお伺いしたいんですけど

も、この地域の高齢化に関してこれまで町の取り組みとかあったわけですが、そういったこと、そし

て現状なんかを見て感想などまずお聞かせいただければなというふうに思います。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 
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感想という表現なんですが、率直に申し上げますと、これは我が町だけに関することではないと

思いますし、いわゆる尐子高齢化というものが叫ばれてからもうすでに１５、６年なります。その際

の国の動き、あるいは県の動きとしてまずは地域を再生するにはどうするかっていうふうな議論が

様々なされました。先ほど町長の答弁にもありましたとおり、町としてもその取り組みをしていかな

ければならない。１つは尐子化の対策よりも小さな自治体でありましたので、やっぱり高齢者の対

策がメインになりました。介護保険の制度も始まりましたし、そういった制度の中ではやはり一番最

初に高齢化の取り組みを進めてきたというふうに思ってます。ただ、現実的に今の状況を考えれ

ば、これはやはり出生率の低下というものをどうするかっていう、これは近々の課題だと思います

けども、そういった意味では当町の場合は、いわゆる若者世代の婚活といいますか、いわゆるそう

いう結婚の考え方、あるいはさらに結婚されている方々がお子さん１人だけという状況、これを踏

まえていくと基末的には子育てがなかなか難しい。都市部のようにですね、保育園がないというよ

うな現状ではありませんけども、いわゆるその子育てにかかる負担、経費そういうものについてある

程度の支援をしていく必要があるんだろうというふうなことで、ここ数年はそういう対忚をしてきたと

ころであります。これは国の方針も一緒だと思います。 

ただ、人口減尐については特効薬はないというふうに思っております。それぞれの自治体が

様々な形で競争のようにですね、子どもの医療費の無料化をしておりますし、あるいは若い世代

の転入者に対する様々な支援も実施をしております。最終的にはその金額とかその内容を見て

転入をする、あるいは子どもを産むっていうのは今の現状では非常に難しいのではないかという

ふうに思います。ただそういう意味では、先ほど町長が答弁をされましたようにですね、ここで安心

して暮らせる、子どもを育てられる、いわゆる金銭面だけではなく、そういう環境を整えていくのが

これからの方向だというふうに私は、感想ではないんですけども、それが必要だというふうに考え

ております。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

ありがとうございます。やはりあの当町も６０年以上過疎対策しっかりやってきたのに、一向やっ

ぱり解消しないという背景がありますし、様々なその尐子化対策などの施策は当町始動よりはや

はり国上げてやらなきゃなんない中で、当町の財源だけでできないことは多々あるので、今後国

による施策期待したいなというようなところがあります。様々その婚活など含め手は打ってはいるの

ですが、やっぱり特効薬はないというのが現状かなと思います。しかし、やはり我々はいろいろ考

えていかなきゃなんないのかなというふうにも合わせて思うところであります。 

１０年前に私はですね、その提案といたしまして、当時は団塊世代の退職を控えて、農村民泊、

グリーンツーリズムの中なんかで地域保全のために空き家の整備をまずしたらいかがというような

ことでいたしました。その後、空き家バンクもちゃんとできました。５年前にはですね、この老人クラ

ブと壮年ソフトを図れてというようなことの言い方、そしてまたあの緑のふるさと協力隊員という農水

省関連の首都圏からの人材派遣事業、これもこの度、地域おこし協力隊というような形で違った

形で実現したというような経緯で、ゆってること私がゆってることも徐々になってるなっていうことで

非常に私も議員として誇りに思いますし、ありがたくも思っているところであります。集落の状況、

今２９地区というようなことでありました。こちらは５年前にいただいた資料でして、非常によくできて

る、担当者誰かなとちょっとわかりませんけど、その中でこの中で５年後を推計しているんですけ

れども、５年後には１集落、１０年後には１０集落程度が限界集落となる可能性が高いというような
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報告が出ていました。あれから５年経って、いよいよ当町にも限界集落が発生したというようなこと

でありました。ちなみに地区名、大石田、亀井田、横山地区でよろしいんでどちらなのか、ちょっと

教えていただけますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

大石田地区です。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

はい、わかりました。やはり山間地区だけではなく、町の中からも高齢化率が高くっているという

ような状況は、ゆってみれば１０年前、５年前から上がっていたデータですし、実際そのようになっ

てきている。今後もその傾向がたぶん続いていくのではなかろうかなというふうに思います。 

その中で、単身高齢者も私が民生委員していたのはたぶん６年ぐらい前だと思うんですが、そ

の時にたぶん１２８ぐらいだったと思います。今２２８というようなことで答弁いただきました。民生委

員の数は増えてないんですけど、単身高齢者がこれだけ増えるっていうようなことは、民生員さん

が見回る回数も増えんのかなというふうに思います。そのへん、対忚はちゃんとなっているのかど

うかちょっとお聞かせいただければと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

保健福祉課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

人数は増えていないということですけども、その通りなんですけども、一人一人の活動が担当制

を決めて定期的にやってるはずですので、そのへんについては、町と個人の民生委員との対話

を続けながらそのへんは解消していっているというふうに考えております。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

私も経験がある中で、年間活動費っていうのがガソリン代ぐらいしか出ない中で、負担料がたぶ

ん増えているのかなというふうに思います。私も便宜図っていうわけじゃないんですけど、ぜひあ

の民生委員さんの活動を理解して、しっかりサポートしてあげていただきたいなというふうに思いま

すが、町長いかがですか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

民生委員の活動には末当に頭下がる思いですし、その他にまたボランティア活動をしてる方が

増えております。そのへんを末当になんていうんですか、見守って、ボランティア活動をする人た

ちにやっぱりきちっとした対忚をしなければならないと思っております。 
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１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

よろしくお願いしたいというふうに思います。 

先ほどですね、その高齢化の中で、老人クラブの推進委員を配置してるというようなことで答弁

いただきました。ちょっと私勉強不足でわかんないんですけど、推進委員を配置してどのような活

動になっているのか、ちょっとお聞かせいただければと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

福祉課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

今、社会福祉協議会のほうにいこいの家に事務所あるわけですけども、今現在、板垣先生がそ

の任務にあたっています。老人クラブの事務局というふうなことと身障関係の団体の事務局という

ふうなことで、そっちの活動のほうに支援しております。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

推進委員を配置ということで、なるほどなというふうに思いました。私もこの議場で何度もゆって

いることになるんですけれども、この高齢化が進む中、老人クラブの会員数、またクラブが減尐し

た対策はなんとかならないものかというようなことをお伺いさせていただいておりました。町長なん

かではやはりクラブでは会長のなり手がいないというようなことで、なかなか会員拡大にならないと

いうような答弁何度かいただいております。現状のそのようで、今後も大体そのような感じなのか、

そのへん見込みなど老人クラブの状況について、会員拡大策について町長の考えお聞かせいた

だければと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

各地区で全然その対忚っていうことが違うもんですから、町としてこうやってくださいといった対

忚のやり方も、やっぱり違うのが今の現実なもんで、非常に難しい、会員数を増やすそしてまた老

人クラブ数を増やすっていうのが非常に難しいのが、末当にこうきちっとなっているところは増えて

おるのが現実でありますし、今年度は曙町かな、確か、優良賞にいただいたとか、そういうところは

きちっとやってますけども、その他に新たな老人クラブを立ち上げるっていうことは非常に難しい

のが今の現実です。たとえば、わが町内も老人クラブ、じゃ立ち上げようかってゆったときに、どう

するかってゆったときに、その頭になる人がいないとか、そういう場合が非常に厳しいのが今の現

実ですんで、尐しずつ各町内にそういうことを町の考え方を教えるのも、やらなければならないな

という感じはいたしております。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 
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１．質問者（村形昌一君） 

私もこの中で老人クラブの会員数拡大、また壮年ソフトの出場チーム拡大というのはすぐでぎん

のがなど思ってました。５年経ってさっぱり増えない。あとでその対策、私のほうから言いたいと思

います。 

福祉計画ということでアンケート取ったというような答弁でありました。やはり子どもや孫の支援、

そして近所なんかが住みよい町になっていくのかなというふうに思いますけれども、このアンケート

の中身ちょっとお聞かせいただきたいと思います。何歳以上で何人回収なったとか、そういうデー

タありますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

福祉課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

先ほど町長が申したのは第６期の大石田町高齢者福祉計画のことだと思いますが、今手元の

ほうに資料あるんですけども、アンケート結果についてはちょっとお待ちください。こっちのほうに

載っておるかと思うのですが、アンケート調査、２６年９月に実施しておりまして、配布枚数が１９７３

件、回収率が１３３９件、６８％ぐらいの回収率になっております。この中の対象者ですが、６５歳以

上の方を対象にして実施しているようでございます。この結果が先ほど町長が述べたとおりだとい

うふうなことになります。以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

ありがとうございます。すごいアンケートだなと思いました。末当に高齢者、たとえば認知症など

なってる人はやはり書けないアンケートですから回収率なんかもすごいですし、やはりこれをほの

６期の計画に盛り込んでいってらっしゃるんでしょうから、ぜひこの中身をですね、あのうまいような

まちづくりに今後活かしていただければなというふうに思います。 

地域活動の活性化ということで、公民館活動が重要だというような答弁もございました。現在も

公民館活動各地区やっていると思いますが、私もその公民館活動の中で、たとえば年金に対して

月１万、２万ぐらい所得が増えるようなそういった公民館活動なんかをすると、いい地区だなという

実感が持てるのではないかなというような提言させていただいたことがあるんですけど、現在そう

いったところないのかなとも思います。なかなか進まないなぁていうふうにも思います。その公民館

活動の現状をですね、前に比べると減っている傾向なのかなと思いますけれども、そのへん中央

公民館としては地区の公民館活動を、どのように把握しているのかお聞かせいただければなとい

うふうに思います。 

１．議長（芳賀清君） 

教育文化課長 荒 井 義 孝 君。 

１．教育文化課（荒井義孝君） 

公民館活動につきましては、中央公民館、中核にして、それぞれ分館に対する毎年役職員の

研修会等々をはじめ、その中で各分館でどのような活動をやっているかというとこも把握をしてお
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ります。しかしながら、最近地域のコミュニティ、意識といいますかね、そのへんがどんどん希薄化

してるというふうな状況報告もございます。またそれぞれ、生活様式等の変化で価値観が変わっ

ているというなことで、なかなか分館の活動自体が難しくなってるというなことをあげられております。

また、子供会のほうも子どもの数がどんどん減ってますので、昔は子供会、育成会等を中心とした

いろんな行事含めて、公民館活動ていうなかなり活発にやってきた時期、あるいは地区もあります

が、そのへんもなかなか難しい状況になってるというふうな報告もございます。しかしながら、中央

公民館としてはせっかくある分館ですので、分館活動をぜひ地域で必要があるもの、要望がある

もの、そういうものを取り組んでいただきたいということで、押しつけるのではなく自为的に各分館

のほうでアイディアを出しながら活動をやっていただきたいというふうなことを毎回申し上げている

ところでございます。それを受けて、各地区のほうで今やれる範囲で一生懸命取り組んでいるとい

うふうな認識をしているところでございます。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

ぜひこれからもがんばっていただければなというふうに思います。やはり公民館活動が地域の

活性化の中核になっていくものだと思いますので、よろしくお願いしたいというふうに思います。 

先ほどの答弁で、地方回帰とか田舎回帰、ふるさと回帰というような答弁いただきました。いつ

かちょっと忘れましたけど、首都圏大石田に行って大石田に住みたい人を募ったらどうかというよ

うな話をさせていただきました。私のおばさんが埼玉にいて、あのやはり大石田のことはずっと大

好きで、なかなか戻るまでにはうちのおばさんはならないんですけど、ぜひその定年したあと、もう

一度ふるさとで住むのもいいかなという、当町出身の方なんかいらっしゃるのかなという中で、首

都圏大石田に話してみてはどうかというなこと町長に提案させていただきましたから、この度の首

都圏大石田では、そういった話はあったんでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

議員のおっしゃることは正しいと思うんですけれども、今首都圏会では首都圏会を成り立つこと

が今一番の問題点でありますし、首都圏会の会員をいかに増加するかっていうところが一番の問

題点で、その方面で今頭がいっぱいなもんですから、そこまで回らないのが現実です。以上で

す。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

やはりこういった組織も先立ちになる人がまずいて、どこまでその根を、網を広げていくかという

ようなところなんで、やはりなかなか組織づくりは首都圏会任せだけじゃなく、町も一生懸命、たと

えば転出者の名簿なんかあって個人情報の絡みでどこまで出せるかわかりませんけど、そうした

フォロー体制してぜひ首都圏会を活気ある団体にしていっていただきたいなというふうに思いま

す。 

野球につきまして、単独チームが７チームまででやはり合同チームにしてもだんだん減るような

中でありました。体育協会やこの度のソフトボール協会などを含め、改めて参加する地区を拡大

するために検討していきたいというような教育長の答弁ございましたけれども、どのような考えがあ
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るのか、あればお聞かせいただければなというふうに思います。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

まず最初に触れておきたいのは、こと野球大会、ソフトボール大会についての我々が考えてい

るのではなくて、町のスポーツ全般とその目的について考えているところでございます。 

ただいま、議員おっしゃった質問は地域の活性化でございますので、そのために野球をどう使

うか、ソフトをそう使うか、あるいは他のスポーツをどう使うかということについては、地域活性化の

ためのスポーツの振興ということでは教育文化課では考えておりません。地域活性化は地域活性

化で何も野球大会でなくても、先ほど申しましたように、今の個人の価値観の多様化、たとえば大

学でも競技スポーツよりはサークル活動、チームスポーツよりは個人という傾向ございますね。同

じようにスポーツの多種多様にしても、小学校の生徒たちは末町はキンダーズがあるので野球に

流れてますが、サッカースポーツ尐年団をつくってくださいという声は依然として強いです。という

ことは、テレビ番組見てもわかるように、サッカーに大変な興味を持ってる子どもたちがおる。ある

いはテニスに興味を持っている子どもたちがいて、テニス場がないかとかそういうのがあります。 

ですから、こと野球、ことソフトということでなくて答弁させてもらいたいと思いますけども。今言っ

たように、地域活性化のためにチームスポーツを強化して、それを野球、ソフトにつなげるというの

は教育文化課では考えておりません。ただ、スポーツの振興については考えております。これは

なんのためかというと、町民の心身の健康維持と健康寿命の増進であります。高齢化が進んでい

けば、当然心もふさぎ体も虚弱になっていく。その体の虚弱を防ぐためには全員がスポーツする

ことだろうということで、町民１スポーツを提唱し競技スポーツをする大学生まで。それから楽しむス

ポーツをする大人たち。その他に個人でしたいという方を奨励するために、今総合型地域スポー

ツクラブで吹き矢であったりヨガであったりというのを推奨しているわけです。空いてる時間に好き

な時間に好きなスポーツをするということでございます。 

そんなことを考えておりますので、ちょっと地域活性化とは我々の今やってるスポーツは違うと。

ただ、先ほど答弁させていただきましたように、大事なことでございますので、各競技団体で参加

人数の増加については努力していきたいと。ただ方策については一長一短ではいけませんので、

今後とも協議を重ねていくということでございます。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

わかりました。この前の壮年ソフトの開会式での話では、やはり怪我なくスポーツをしてそのあと

のノミニケーションが大事だというようなことで、出てる人はみんなそっちのほうがメインかもしれな

い中で出てる部分もあんのかななんていうふうに思います。そのソフトボールではですね、開会式

ではここ何年か町長から私に声がかかりましてですね、あの参加チームを増やせというふうに言わ

れてるというな挨拶何回かされているのかなと思います。私も記憶ではですね、最初８チームぐら

いだったのが１１チームぐらいまで増えまして、町長がんばっているのかなというふうに思ってまし

た。たぶん、裏でいろいろ声かけもされていたのかなとも思います。拡大策に取り組まれたと思い

ます。そのへんの経緯など、今、今年は９チームでしたけど、たとえば愛宕町さんなんかは、なか

なか今まで出てたんですけど、今年はっていうようなことでダメだっていうようなことをお聞きしまし

たけど、そういったこれまでの拡大策の取り組みにつきまして、町長から答弁いただければなと思



平成 29年第 2回定例会（6月）   20 

います。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

６月の第一日曜日ということで、各種、たとえば次年子なんかも山菜まつり、そのほか多くの行

事なんかも各地区でありますし、さなぶりとかたとえば豊田地区なんかはさなぶりとかっていう形の

中で、その日程なんかの変更なんかも必要なんではなかろうかなと、今回はそういうふうに感じま

した。そういう点、総合的な行事も踏まえたうえで考えなければならないんではなかろうかなと思っ

ております。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

今年は６月１週でしたが、例年６月２週日曜日に行っております。たまたま６月１週になったら減

ったのかなという気もしますが、改めてその町長が壮年ソフトのチーム拡大策について、こういうこ

とをしましたよというのがあれば教えてください。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

教育委員会にお任せの分野ですんで、そのへんは改めてするっていうことはしてませんでした。

以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

これも私以前ゆったことなんですけれども、たとえば町長や教育長がですね、率先してチーム

の監督でもなって出ようって言えばまた違うんじゃないかと。トップが動けば町は変わる、そういっ

た言い方させていただいたことあります。そういった部分に関して教育長どうですか。自分からチ

ームづくりして参加してみようなんていう気持などあるか、ないか。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

ソフト、野球に限らず、できるスポーツであれば自分も参加したいと。ふれあいマラソンも参加し

たいと思ってますけども、これが末当に持続的にいいことであるのかどうかを検討しながら今やっ

てるところです。自分ではしたいのですが、果たしてそのために無理をかける人たちが出てきて、

やったためにかえって衰退するということがあるかもしれません。それは議員の皆さま方も同じ思

いで町政をやってることと思います。しろと言えばできますけども、ただそれが果たしてずっと活性

化につながるのか、もっといい方法がないかとかということを今考えております。 

また、あのスポーツにつきましては、やるスポーツだけでなくて忚援するスポーツ、見るスポーツ

ということで、２０２０年には東京オリンピックもございます。そのようなことから、いろいろなスポーツ

に参加することを推奨し、それが議員おっしゃるように、地域づくりにつながればいいなというふう

に思っております。 

ちなみに、もし私がチームをつくればこれは朝日町チームなくなります。とすると、地域活性化
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ではなくてやっぱり親睦と、町民の親睦ということが目的になるかと思いますので、そのへんはい

ろいろお互いにあるのではないでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

教育長からは前にお伺いしたときも、そのスポーツ出場チームの数値目標なんていう話したとき

も、さなぶりマラソンならがんばってやるけど、ほかはっていうようなことでずっと逃げられておりまし

て、今回もやっぱりなかなかいい回答はないのかなというふうに思います。そうした中でですね、

やはり老人クラブの会員数、そして各種スポーツ大会の参加チームの拡大策を図っていくために

は何をしなきゃなんないのかっていうことも、これも私前に言ったことあったんですけれども、以前、

行政調査で我々議員の総務文教委員会が九州の広川町っていうところに行きまして、そこで学ん

できたのが地域コミュニティでありました。その町の人は九州大学の教授がですね、その地域コミ

ュニティのがんばってる方でありまして、で、広川町でどういうことになってるかっていいますと、ソ

フトボール大会、壮年ソフトボール大会、そしてバレーボール大会ってあるんですけど、各地区全

地区参加してるそうです。出んのがあだり前だがらやっぱり出でるような雰囲気なんでしょうね。そ

の地区のために何をしてるかっていうと、町職員を地区担当として貼り付けて、たとえば庄司町長

だったら新町地区担当っていうことで担当職員を置きまして、その人が区長さんともう連携取りな

がら、じゃ、この大会はこうこうこういうメンバーでいくかとか、そういった細々しい事務作業なんか

がやはりそのたとえば老人クラブの会長のなり手が尐ないっていうようなことなのかもしれませんし、

ソフトボールの監督なのかもしれません。そういった部分を職員さんがやっていただいて、町とし

てはそれなりの対価が発生するかどうかわかりませんけど、町あげて活性化に取り組んでいってる

のがその広川町でありました。当町でもそういったことをすれば、また違った面から参加チーム、ク

ラブの参加者など増えるのではなかろうかなと思いますが、町長いかがでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

強制的な面でやる云々ていうのは、町の活性化にはなんないんではなかろうかなというような気

がしますし、私は今議員さんが住んでるさ佐田町地区の部落のやり方って末当にいいなと。子ど

もは預けて町内会に参加させるわけですけども、神輿から始まって、そしてまた来週はザリガニ釣

り云々ていうような、まず子どもたちから親が集まって、そしてまたそれからノミニケーション始まっ

て、またそれが老人クラブなんかにも一緒に参加する。神輿なんかでというなこういうやり方が一

番の町の活性化、町内の活性化につながるんではなかろうかなぁということで、佐田町地区にお

いては、大石田町の見末にしなければならないなということを私自身は今考えているところです。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

お褒めいただきありがとうございます。 

あの佐田町はですね、集まればやはり楽しくしなきゃなんないというような気持ちありまして、出

ればそれなりに楽しくなんのかなというふうに思います。やはり行って面白くないクラブだったり、

チームだったりすればやはり足は遠のくのは必定だと思いますので、やはり楽しくするためには何

が必要かなというと、そういった認識、リーダーがうまくどうするかどがっていうど、やはりなかなかな
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んないのかなというような気もしますけど、ぜひあのこれから、私も末当に難しいことゆってるつもり

ないです。クラブの会員数拡大、壮年ソフトの参加チーム拡大、町長できませんか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

たとえば私の町内からいくと限界集落で、それをじゃやろうかっていうとこれは非常に難しいこと

です。じゃ、若い人いるかっていうと、末当に２０代から４０代まで１０人いるかっていうとやっぱりい

ない現実の部落もありますし、そのへんもできるところからそれをんじゃ合併したらと、合併しても

おんなじような構成になってしまうというのが多くの町内になってるんではないのかなというような

気がしますんで、これから町あげてっていうな非常に難しいことなんですけども、その都度、その

都度説明しながらやっていかなければならない点だと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．質問者（村形昌一君） 

いろいろな答弁の中で内向きになって、団体よりは個人というようなふうになっていく社会だっ

ていうのはわかりますけども、そういった人間関係が希薄になればなるほど、やはり人口の社会減

にもつながりますし、仲いい人がいるからこの町に住みたいっていう部分ていうのはやはり大事だ

と思います。なかなか結論は出ないものかもしれませんけども、これから集落もどんどん高齢化し

ていく中で、やはり地区民同士のつながりっていうものを町をあげて改めて検討していただきたい

なというふうにお願いいたしまして、私の一般質問を終わります。どうもありがとうございます。 

１．議長（芳賀清君） 

以上で、２番 村 形 昌 一 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。１１時再開いたします。 

 

 

 

休 憩  午 前 １０ 時 ４９ 分 

再 開  午 前 １１ 時 ００ 分 

 

 

 

１．議長（芳賀清君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般に関する質問を行います。順序により発言を許します。３番 小 

玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

それでは、よろしくお願いします。 

質問の前にですね、先日あの５月の２８日の最上川ふれあいマラソンで、すご確率で僕は自転

車当たりまして、今練習しております。１０年ぶりぐらいに乗ったもんだから腰も痛いし、なかなか大

変だということがわかりました。 

それでは、質問させていただきます。先日、先月ですけども、４月にですね、僕ら議会のほうで
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座談会っていうか、議会報告会と住民との対話集会をやりました。今回は役場とそれから新山寺

と次年子ということで、そのときにずいぶんとその集まったお客さんていうか、住民たちは２０人ぐら

いしかいなかったんだけども、各２０人くらいなんですけど、結構厳しくですね、議会に対してだか、

町に対してだかその太陽光発電について、質問というよりも文句がありました。その後、町为催の

その町政懇話会４月２１日にあったんだけども、そのときにはほとんどなくてですね、その話が。実

はそのときもっといろんな話が出て、町側がどんな答えをするんだろうかということを実は期待して

いたんだけども、最後に出て外国の人がちらっと話をして、何パーセントぐらいその町の面積の何

パーセントぐらいを業者さんは買ったのかというぐらいの質問しかしませんでした。そんなことなの

で、今回いろんなことをちょっと危惧するので質問させていただきます。質問の趣旨を読みますの

で、まずよろしくお願いします。 

これまでの経過、それから発電開始までの町と県等などの許可の申請の仕方、認可の仕方に

ついて説明をお願いしたいということです。 

これからその、たとえばこれがうまくいって発電所がきちんと発電ができてですね、そうしたとき

に、そのいわく付きの場所であるだけに、今回はきちんとその営業ができて、町も住民もそれから

その会社もね、どっちもいい状態でいければなと、そういうようなふうにするにはどうしたいいだろう

かということです。 

あともう一つ心配なのが、途中でとん挫してですね、そんときに前のそのあそこの３００ｈａぐらい

持ってた土地所有者がいなくなったみたいな形でですね、不納欠損で金をもらえないなんていう

ことのないようにするにはどうしたらいいかっていうことを町側に質問したいと思います。よろしくお

願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

大石田町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

小玉議員のご質問である太陽光発電施設の建設までに、町や県が関与する法令等について

簡単に申し上げます。 

まず、今般大規模な土地の取引を伴っておりますので、国土利用計画法に基づく「土地売買

届出」が必要です。１ヘクタール以上のまとまった取引を行う場合に該当するもので、まちづくり推

進課で所管しております。この届出の趣旨は、その土地の利用目的、取引価格等を県に届け出

し、取引価格の適正化の勧告を行うもので、町が県に進達を行い、県が勧告の有無について回

答するものです。 

この届出は、昨年８月に第１回目の届出があり、以後末年４月まで合計７回の届出がありました。

これまで７回の土地売買届出については、県からは勧告は行わない旨の回答をいただいておりま

す。 

また、その他の法律としまして、いわゆる森林法関係の手続きについて、当町より指導すべきと

通知されておりますので、去年１２月に施工業者の担当者より、町総務課・まちづくり推進課・産業

振興課にて事業計画の概要説明を受けております。そして１２月時点での説明における事業概

要は、 

①次年子地内（旧八千代興産の土地）に１００メガワット太陽光発電施設を計画している。 

②現在も用地交渉を進めている。 

③県の関係法令を参考にして３１項目の許認可申請が必要と認識している。 

④許認可に３年、工事に３年と想定している。 
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⑤会社概要として、経済産業省より太陽光発電事業者の認可を受けているほか、東北電力と

の連結協議を行っている。とのことでありました。 

町側からは、 

①豪雪地である次年子を選定した理由 

②冬期間の雪対策について 

③町有地や農地の取扱いはどうするか 

④実現の可能性 

といった、誰もが抱く疑問について尋ねておりますが、次年子を選んだ理由以外の問いには、

明確な回答や方向性がない状況であるとの報告を受けております。私としては、国からの許可業

者であること、東北電力との接続協議を行っていることから、当業者は太陽光発電以外の用途は

ないと認識しております。 

続いて、町と県の許認可に係る事項について、特に県より指導のあった森林開発に係る県及

び町の許認可について説明いたします。 

森林法の規定により、山形県による林地開発許可が必要となり、開発区域が１０ヘクタール以

上の場合、知事は山形県森林審議会に諮問することとなり、その際には「町の意見書」が必要と

なります。また、林地開発許可申請には町の意見書のほか、町との環境保全協定書や利害関係

人の同意書などの添付が必要となります。 

このため、町としては現在役場内に全課長を構成員とする連絡会議を設置し、町の意見書集

約の手法や、利害関係の洗い出しを行っております。具体的には、環境保全協定の内容や土砂

流失の危険性、下流域での水利権など、開発に係る影響を精査中であります。 

続きまして、業者と町がウインウインとなるべきにはどうすべきか、というご質問ですが、山形県

においても、山形県エネルギー戦略を平成２４年に策定し、東日末大震災以後の「卒原発社会」

に向けて再生可能エネルギーの導入促進など、国、県においてもエネルギー政策の転換が図ら

れております。その結果、風力・地熱・木質バイオマス・太陽光などの再生可能エネルギーの導入

が高まっており、当町においても平成２５年に中学校体育館に太陽光発電施設を整備しておりま

す。このような状況は、官民問わず近隣市町村でも見ることができます。 

ご質問にあります、業者と町のウインウインの関係の構築には、エネルギー政策において当町

としての方向性や指針が定まっていない状況ですので、断言できる状況ではないと考えます。岩

手県の葛巻町や高知県の梼原町では、新エネルギーの町の宣言や生き物にやさしい低炭素な

まちづくりなど、町の自然環境政策に沿ったエネルギー政策指針が策定されており、双方に利益

が図られますが、当町の場合はそこまでには至っていない状況でありますので、今後の推移を見

守ることとなると思います。 

また、撤退時の対忚については、環境保全協定書に明示すべき事項と考えます。施工業者か

らは概要説明はありましたが、具体的な事業説明は朩だにない状況です。このため、町としては

施工業者に対して、現時点での具体的な事業について町及び町民を対象とした事業説明会を

早急に行うように強く申し入れを行っております。 

そして、最終的な町の判断は、業者側からの充分な説明をもとに、地元や林業関係者、町議会、

下流域の自治会、水利権関係者など広く意見を聞きながら、集約したいと考えておりますので、

ご理解をお願いいたします。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 
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１．質問者（小玉勇君） 

ありがとうございます。 

大変難しい問題ですのでね、たまたまその山新の記事がですね、３月１５、１６とこう続かって、

最初飯豊町、次は大石田っていうなそ、その書き方がだいぶ違うのでね、これを見たその議会報

告会に来た住民たちは、大石田町は何をやってるんだっていうふうなことをね、町長には言えん

のに、僕らにはこう言うわけですよね。それで、なんでその町政懇話会のときに言わないんだって

いうふうに僕らに話をした人に聞いたんだけども、議会に言いやすいんだそうです。 

それで、やはりこれは実際問題として今から１０年くらい前に、黒滝山の売買みたいなのがあっ

てですね、去年７月だか９月に、山が崩れてっていうか土砂崩れなって、樹木がガードレール突き

破ったっていうことありましたですよね。そんときに結局、町道だからっていうんだか、それとも末来

誰の責任だかよくわかんないんだけど、結局町のお金であそこ掃除した形になってるんだと思い

ます。それに対して、今住民たちがっていうかね、いろんな人が言うわけです。あれは人災だと。

町がちゃんとその業者を監督してないから、上のほうをハゲ頭にして、ただ水いっぱい溜めて崩し

ただけだと。末来あれは業者が払うべきお金じゃないのかということをいうふうなことを僕らにいうん

ですね。確かにそうなんだろうと思うんだけど、それでそのことを町に、町のほうに聞いたらと、聞

いたら結局その原因がね、それは自然災害なんだから、その業者の責任だということを特定でき

ない、なかなか裁判しても難しいってことなので、町で払ってしまったような形に答えたというふう

な話を僕に話をしてですね、そこのなんていうの当事者っていうかね、ある部分僕もそこの山売っ

た、自分でもありますし、なかなかそこらへんにね、心苦しい面があるわけですよ。もう１０年も前の

話で僕の問題でもないんだろうけども、ただやはりその売った人が悪いわけじゃないけどよってい

いながらも、そういうふうに言われると自分としてはすごくこう後ろめたい気もあります。そんなことな

らないようにぜひこうお願いしたいなというふうに思うわけです。 

ところで、この３月の１５日飯豊町で、山新の記者さんも今日いるようですけど、これには即ね、

町長さんがどういう理由なのかもすぐ反対を宣言してですね、どんな代替案来ても県と一緒になっ

て反対しますっていうようなこと言ってるんですよね。先ほど今、町長も言ったように、今の県知事

さんは卒原発っていうこと言ってるわけだし、場所の問題もあるんでしょうけども。太陽光に対して

反対してるとは思えないわけですよ。これと比較してその次の日に出た大石田町の記事にはです

ね、住民の反対もなく、なんかその町はすんなり粛々と、という形でやっていくような、当たり障りの

ないような意見なんだけども、さっきその町長さんもどういうふうに判断したらいいかわからんという

ふうな話だったけども、どうなんでしょうね、これ、この中心になる土地がたまたま９１年にその売買

された八千代興産の跡地みたいなもんですよね。で、そういうものがまた同じような形にならないよ

うにうまく、たとえば反対・賛成あるんだろうけども、１００メガワットっていうと１００万キロワットってい

うことですよね。そうすると原発１基分ぐらいあるんだと思うんですよ。山形県３分の２ぐらいのことを

大石田だけでできちゃう。飯豊町なんかできたらそれごそ東北２、３県できちゃうかなぐらいに思う

んですよね。そのへんのところもうちょっとその町側どのように考えているんだろうかって。全くその

審議会に任せるとか、みんな議会とかその住民の意見に従いますっていうけども、その業者さん

から来たその申請書みたいなのは県に出すときに、町の意見書みたいなものを出すわけですよ

ね。そんときに全くその住民、町長っていうか町の考えはなしでさ、結局住民と議会がこう言った

からって形で言われるとこれまた問題だと思うんだけども。町長としてはAかBかだけでじゃなくて、

いろんなパターンがあるんだろうけども、どんなふうに考えているもんだろうかってお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 
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町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

先ほどの質問の答弁にもありましたとおりに、いろんな関係者各位の意見を聞きながら私自身

は判断していきたいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

それ以外、言いようがないんでしょうけどね。どうでしょうかね、その飯豊の町長さんて僕はどん

な人か知らないけども、たまたまこれにはその、その区域が土砂災害の危険区域であるとか、県

の水資源の問題があって、ここは開発よくしなきゃなんない地域だっていう縛りがあったんでしょう

けど、大石田町には全くこういう条例とかも縛りもないわけですかね。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

詳細については、まちづくり推進課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

まちづくり推進課長 吉 田  茂 君。 

１．まちづくり推進課長（吉田茂君） 

新聞掲示が掲載なった際に、飯豊町の状況等についてちょっとお聞きをしたところであります。

従来、飯豊町につきましては、水資源条例ということで県の条例の指定を受けてるということで、飯

豊山かと思いますけども、そのような状況を受けているというなことであります。 

また、飯豊町では日末のふるさと、日末で最も美しい村連合ていうなことで、山形県では大蔵村

が加入しているそういうふうな自然の景観を守るというふうなところの活動も行っているということで、

また、飯豊町で施工と予定している下流域に集落が存在するというなことで、そのような要因があ

って基末的なスタンスとしては、飯豊町としては今回業者の施工には反対を表明したというなこと

をお聞きしております。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

飯豊町がどういうふうな結局なんのかっていうことは、また問題が別かもしれませんけども、たと

えばですね、これは家庭の問題ですけども、飯豊町のこの反対の理由がですね、結局その業者

さんがたとえばこれはなんていうの、単なる営業妨害じゃないかなんていうな形になって、その訴

訟になんかなることも無きにしも非ずだと思うんですよ。その時に、ちゃんとしたそのたとえば裁判

沙汰なんかになったときに、裁判所が納得するような理由がなければ負ける可能性があるわけで

すよね。大石田なんか考えてみると飯豊よりそういう縛りも全くないなんていうと、うかつに反対な

んかしようもんなら、これ大変なことになるかなぁっていうことも考えられるわけですよ。どっちに転

んでもこれ結構面倒な問題だなって実は思います。うまくいってそのたとえば、今大石田に他から

来て成功している会社っていうかね、いろんな会社があってちゃんと町にもいっぱい税金を払っ

てくれてるようなところがあって、そういうような形でこれからその太陽光の発電所ができていい会

社になってもね、それでもやはりそのためにはやはり山崩して木を伐んなきゃならないっていう。

自然になんていうの、やさしいエネルギーをつくるために山を自然を壊さなきゃいけないっていう
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矛盾ができてるわけです。そのへんのところをやっぱりある程度町側もね、なんていうのかなスタ

ンスっていうのをはっきり、町民任せっていうか議会がこう言ったからって言わないで、なんかなん

ていうのかな、しないと。今あのたとえばですね、遊佐町で鳥海山の採石場の話でなんかあの秋

田の業者さんが２億円ぐらいの損害賠償なんて今訴えられてますよね。実際あると思うんですよ。

そういうこと。たとえば今回その大石田町でこういう理由で、たとえば反対しますっていう形で県に

その書面を送ったとしてね、それを理由かどうか知らんけど、県はたぶん認可しないっていう形に

なるんだと思うんだけど、そうした場合にその土地がそのまま何も結局建造物もできずに土地の売

買だけで終わってしまってれば、それはまたそれで、それはそれでいいのかもしんないんだけども、

できれば何かね、そのいい意味の会社ができてもらいたいな。それごそ莫大な、今日末でその一

番大きなその自然エネルギーっていうか、酒田とか遊佐あたりにあるけど、それで大体２万キロワ

ットぐらいだそうですから、大石田はその５０倍っていうことですからね、それこそなんていうか大変

なそんないっぱい電気つくってその電線大丈夫かなっていうぐらいなんだけど。どうなんでしょう

ね、先ほど町長の話だとまだ業者さんからきちんとしたその説明がきてないっていうような話でした

よね。それきたときに、たとえばそのどっかで公聴会みたいなことをやろうとかいう考えなのかな。

それとも、そのへんちょっと聞かせてください。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

いろんな関係各位の、そのときにはいろんな関係各位の人たちに集まってもらって、公聴会っ

てまではいかないんですけど、いろんな意見を聞いてそのうえで判断しなければならないし、また

県ともやっぱりいろんな形の中で打ち合わせしなければならない面が出てくると思いますんで、そ

のへんの判断をしていきたいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

町長っていうか、ちょっとした町のニュアンスでもいいんだけども、どうなんですか、なんていうの

か、会社つくってもらいたいっていう意識あるのか、それとも止めてもらいたいっていう気のほうが

多いのか。（議長：「末音が。」）やっぱり、これよくその飯豊の人たち、これ町長さんこういうふうに、

飯豊の町長はこう言ったはいいんだけど、売買は済んでるわけだから別にね、所有者は関係ない

っていえば関係ない話だからどっちに転んでもいいんでしょうけども、業者さんはやっぱりプロで

すからね、弁護士さんだって立派な人を連れてるだろうし、うかつに行政なんか負ける可能性も十

分あるわけですよ。それで、ちょっとあの話が変わるんだけど、結局その賛成反対っていうその意

見そうみたいなを町で出すにしたって、結局最後は町長の名前になるわけですよね。それで、た

とえば損害賠償かなんかでなったときに、町長の責任なんていう問題もあるわけです。実際。それ

で結構あの１０年ぐらい前だったか、国立で高層マンションの話があって、そのときの市長さんが

反対したわけですよね。住民運動なんかして結局業者さんから４億円の損害賠償を訴えられて、

どうなったかというとそのために３つぐらい裁判があってですね、その人は当然やめたんだけども、

最終的にその市長さんは４，５００万円ぐらいのお金を払わなきゃいけなくなったんですよ。市にね。

そのお金にどうしたかっていうと、その後援者の人たちがみんな金集めて、現在の市長さんに渡し

たって話なってるんですよね。そうすっと、案外このどっちに転んでもこれ町長さん大変な問題だ

なと思うわけです。はっきりやはりきちんと、たとえば賛成するにしても反対するにしても突っぱね
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られるようにどっちに転んでもね、こういうふうにやっていくんだ、こういうふうにやらないんだという

ことをやはり町側全体としても考えてもらわないと。あと先ほど言ったみたいに、結局なんていうの、

その金に目がくらんでちっちゃな物を売ってしまった。お前たちのせいだなんてこう言われるわけ

ですよね、実際の問題として。よくよく聞くと、その黒滝山にしても売らなかった人もいるわけです。

先祖代々のもの。それを聞くとね、やはり僕もちょっと、ちょっと甘かったかなっていう気がします。

あそこにいい会社でもできて黒滝山にね、売ってくれた人のためによかったなってはなんないん

だけども、この前みたいにがけ崩れで町で金はらわなきゃいけないような話になるってなったとき

に、やっぱりこれはなんだか自分の売った我々の責任なのかなとなんか言われてるような気がし

てしょうがないんですよね。これからたとえばここに建造物ができて、うまく監督していかないと、た

とえば今度莫大な大きなものができるとすればですね、大体２００ヘクタールぐらいの木は伐らな

きゃなんないんだろうし。正直どうなんでしょうかね、先ほど町長にちょっと聞いたんだけども、末音

はどうなんでしょうかっていう。これは別にあの議会だよりには書きませんから、どうなんでしょう。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

先ほど小玉議員のほうからウイン、ウインの関係はというような話もありまして、非常にあるんで

すけれども、最初の小平地区の面に関しては、その利用道があるんだったらいいのではないのか

なと確かに思いました。小平地区だけに関しては。でもその後、横山地区、里地区、次年子地区

というような形の中で範囲が広がった中では、あれっというような注意しなければならないし、考え

方も変えなければいけないっていうことになってることは確かです。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

先日のその議会の座談会のときに出た質問をちょっと。これはちゃんと口語訳になってますか

らね、実際はそのこっちの言葉もっともっと厳しいことゆってたんだけども、これはきちんとして日

末語に訳されたやつです。 

ある人ね、ソーラーパネルを設置するための土地の購入ということだが、中国へ転売されたとき

町はどうするんだっていうふうな質問がまずありました。当然この人は反対だっていう意味なんだ

けどね。 

次はですね、メガソーラーについて飯豊町では町長が反対だとちゃんと打ち出している。木の

伐採に伴って発生する土石流は心配だ。大石田町はどう考えているのか、町の説明では法律に

則って粛々とやるみたいな話だったが、対策とか議員でもしっかりしていただかないと、最終的に

はゴミ捨て場になっては困ると。事業始めて途中でやめてしまえば基礎だけが残る。そういう山に

していいのかっていうふうなことを議会にいうわけです。これ町長にゆってくれっていうことなんだ

ろうなというふうに僕ら考えているんだけども。末当に今町長が言ったみたいに、里もいろんなとこ

買ってしまってなんて。今新聞だと４００ヘクタールぐらいで書いてありますよね。元の八千代興産

が３００ぐらいでプラス１００。んでもさっき言ったみたいにその１ヘクタール朩満の売買だったら出

てこないわけだから、そうすっともっともっとある可能性があるわけで、昨日だか一昨日そのなんて

いうんですか、レーザーで大石田の町の山を計測するっていう話があって、大体それで民有地が

２，８００ヘクタールだって言ってましたけども、そうすっと、４、５００っていうとね、２０％ぐらいのもの

をだんだんと町全部取られてしまうんじゃないかって気もしないでもないんでね。で、このへん、た
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とえば町で水資源のなんとかの条例をつくるとか、転売禁止とか、外国人のその所有者は持って

ないとか、そういうようななんか条例の作成みたいなものっていうのは、県とか国からそういうなんて

いうか、話ってないもんでしょうかね。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

まちづくり推進課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

まちづくり推進課長 吉 田  茂 君。 

１．まちづくり推進課長（吉田茂君） 

私のほうで国土利用の計画の窓口のいうなことでありましたので、県のほうとどういうふうなことが

考えられるかっていうことについては相談しました。ただ、具体的に阻止するための条例等々とい

うなことについては、具体的な指導はありませんでした。町が進めるべき事務等については指導

ありましたけれども、こういうふうにしなさいとか、こっちの方向、こっちの方向ていうなは基末的に

は町だというなことの指示を受けているところでございます。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

先ほどのその遊佐の採石場の話ですけれども、やっぱりどうしてもそういうトラブったときには訴

訟問題も出てくる。土地の売買だけで済めばそういう問題は別にないんでしょうけども、そんなとき

にやはりしっかりしたその考え方、それからトラブったときにその建造物をどうするのかとかっていう

ことを、そのいろいろ協議してやったにしてもですよ、業者さんは、前回を見ればわかるように勝手

にいなくなってしまって金も払わないっていうことよくあるわけだから、結局ね、ただ損、町はなんも

手出しできずに終わってしまうような形にもなるし、もし、それ阻止するにしたって、たとえばここに

ゴミ捨て場になるんじゃないかって話が出たけども、やはりこれ杞憂でもないんじゃないかっていう

気がするわけよね。当然その町長さっき言ったみたいに、その認可、太陽光発電で経産省の認

可もちゃんともらってるわけだからそういうことはないんだろうと思うけども、それこそ裏でやられた

らわからない話だべし、それをどうやって阻止するか、誰がそれを監督すんのか、どうやってピケ

が誰がやんのかっていう考えたときにね、あの去年だか一昨年、加美町の町長がなんいうの、放

射性のなんかでね、最終処分場どうのこうので町長が先頭に立って測量隊が来ないようにピケっ

ていうのありましたですよね。そういうことだって町長やりますかって、なんかたとえば裏でゴミ捨て、

たとえば福島あたりからそういう今度レベルが下がって、一般廃棄物になった放射線のレベルが

下がってですね、一般廃棄物になりましたと。今度どこにもいいんだっていう、たとえば業者さんが

別の免許を取って、取れればいいんだけども取らなくても裏でなんかやられたときに、どうやって

これやるんだべな。阻止できるんだ。我々議会でやるんでしょうかと。そこらへんのところ、町長な

り、まちづくりの課長さんでもいいけど、どんなふうに考えますかね。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

加美町の場合は、県で指定した場所であってやっぱり町としては絶対に反対であるっていうこ

との意思表示のために、町民あげてやったっていうことを聞いております。今回のことに関しては、
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まだどういう業者であり、どういう形の中の立ち上げもなってないもんですから、ここでどうする、こう

するの答えはちょっとできないんではないのかなと思ってます。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

課長はなんかありませんか。 

１．議長（芳賀清君） 

まちづくり推進課長 吉 田  茂 君。 

１．まちづくり推進課長（吉田茂君） 

先ほども申し上げたとおり、現在のところ町としての行政処分制といいますか、行政行為はまだ

何も行っておりませんので、それに対する業者側からの対忚もないというふうな状況であります。

その中で、仮定としてこうこうというなことはなかなか申しにくいところがございます。ただ、町として

このような状況でありますので、町としてのメリットまたデメリット、そういうところをきちっと判断した

中で町のスタンスというものを考えていかなければならないと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

えーっとやっぱり住民たちがですね、どれぐらいのパーセントの人たちが不安持ってんのかとか

わかりませんけども、やってほしいと思ってる人もいれば環境破壊だからやめてもらいたいってい

うふうに思ってる人もいるんだろうし、いろいろなんだろうと思うんだけども、やはりこうやって原発

の何かゴミが来るんじゃないかなんてちまたで話になってるということに対して、なんていうかな、き

ちんとこういうことありませんからていうなことちゃんとたとえば住民にゆったところで、末当にどうか

なんかわかりませんけどね。やっぱりそういう不安を末当は解消してもらわないと、結構僕らにね、

議会は知らないの？何をやってるんだって結構来るわけですよね。それであとになってからいろ

いろこうトラブって、もっと議会のほうでも勉強してもらってこういうことないようにしてもらわなきゃい

けない。お叱りを受けるわけです。ぜひこのたとえばまだその業者さんのほうからそういうきちんと

したその申請書みたいなのが来てないからどうしようもない話でしょうけど、来たらですね、末当に

そういうところをきちんと町民を交えて、それでその集まってもなかなか質問て難しい問題ですか

らね、慣れてる人はどうかわかりませんけども、末当に大丈夫だかなんて言える人どれぐらいいる

もんだか。そういうことやはりきちんとその町中、それからそのいろんな関係者集めて、もしそういう

申請書が来たときに、いろんな心配ごとがあるでしょうからそれに一つずつ答えて、噂話がそれこ

そなんかね、我々知らない間にいろいろこう言ってるわけですよ。そういうことのきちんと一つ一つ

解決していけば、なるほどなと、どっちに転んでもいいんだろう。安心できてきちんとした会社にな

るかどうか、なってもらってもいいだろうし、できなくなることもあるんだろうけども、一つ一つそういう

ことを町民たちの疑問に、疑問ていうか不安にね、どっかできちっと答えてもらいたいなと思うんで

すよ。そのへんのことについて、あのそうですね、その話を聞いたら僕はあということはありません。

どうぞお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今の質問は町民の声だと思っております。それに関してきちっとした正式な会社のほうからこう
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いうことをする、こういう計画である、こうするというようなことが来たならば、いち早く町民の皆さん、

そしてまた議会の皆さん、いろんな関係者と一緒になって協議をしたいと思ってます。私自身も最

初は末当にいいことだというような形で思ってましたけども、今後いろんな業者の広がりの中でこ

れは考えなくちゃ、きちんとした考えを持ってやらなくちゃなんないなという今気持ちでおります。

そういう点ではっきり言えば、ここでやめるって言えば一番簡単なことなんですけども、飯豊町長さ

んのように言えば簡単なんですけども、もしかしたらプラスの、大石田町の今後のプラスになるよう

な方向にもなり得るでなかろうかと１％ぐらいはそういう気持ちの中でおりますんで、よく話を聞きな

がら会社との交渉に臨みながら結論を出したいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

一つだけ最後。あの先ほどちょっと僕が言ったんだけど、去年のその黒滝のね、土砂災害の現

状を回復するために結局町のお金使ったっていうことですかね。それだけちょっと。結局あの業者

さんの責任はやっぱり問えないっていうふうに判断したのかな。そこだけちょっと話お願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

建設課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

建設課長 間 宮  実 君。 

１．建設課長（間宮実君） 

先ほど小玉議員もおっしゃられたようにですね、誰の責任だろうかと、誰にその非があるんだろ

うかということを突き止めるまでにはですね、相当の時間がかかるということです。ご存知のように

ガードレールが川側のほうに倒れまして、非常に危険な状態であると。それをそのまんま放置して

は置けませんので、その責任者といいますか、を、探す間までに何か起きたりしたら道路管理者と

しても大変ですので、その分についてはまず町のほうで直しましょうということで、町の経費でもっ

て対忚させていただきました。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

だとその後はもう別にあの業者さんとお宅らの管理の不十分だなんて話はしてないってことな

のかな。 

１．議長（芳賀清君） 

建設課長 間 宮  実 君。 

１．建設課長（間宮実君） 

しておりません。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．質問者（小玉勇君） 

はい、わかりました。やはりこういうふうなこと、やっぱりこれからもいっぱい出てくる可能性がある

ので、特に今度はもっともっと大きいしね。ただ原発が来るわけじゃないからまだ安心かなっていう
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気はしますけども、やはり町の金で町でも県でもなんでもいいんだけども、税金使ってなんかしな

きゃいけないっていうことのないように、十分に、それにできれば大石田町が有名になって東北で

一番なんていうの、東北地方の電力は大石田が持ってるみたいに、そういうふうになっても別にお

かしくはないですよね。末当に原発１基分ぐらいのパワーですから。 

そういうことで、僕は賛成、反対別にありませんけども、この前１０年前にたまたま売ったために、

いろいろこうみんなから白い目で見られるようなこと受けてますが、そういうことのないようなきちん

とした対忚をお願いしたいということです。ありがとうございました。 

１．議長（芳賀清君） 

以上で、３番 小 玉  勇 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。午後１時再開いたします。 

 

 

 

休 憩  午 前 １１ 時 ４２ 分 

再 開  午 後  １ 時 ００ 分 

 

 

 

１．議長（芳賀清君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般関する質問を行います。順序により発言を許します。７番 遠 藤 

宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

通告に従いまして質問させていただきます。各種の町民負担を減らし、暮らしやすい町を目指

す考えはないかということでございます。 

①といたしまして、国民健康保険税の１人当たりや１世帯当たりの負担額は県内で何番目か。 

２番目には、介護保険料の１人当たりの負担額は県内で何番目か。 

３番目といたしまして、町長は、豪雪が人口流出あるいは人口減尐の要因であると常々言って

おられますが、各種町民負担が重いことも町民人口流出の要因になると思うが、そこで暮らしや

すいまちづくりや子育てしやすいまちづくりを目指す考えはないか、という以上の点でご質問いた

します。 

１．議長（芳賀清君） 

大石田町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

はじめに、国民健康保険税の１人当たりの負担額についてお答えいたします。 

平成２８年３月議会にて国民健康保険事業の適正な運営を図るため税条例の改正を議決いた

だきました。その結果、１人当たりの負担額は１２７，２３４円となり、対前年比で３３％増となりました。

平成２８年度の県内全体の保険税負担額の集計は、山形県国保連合会から１年後の末年９月に

周知なりますので、正確な県内の順位はその時期で判明することになります。また、介護保険料

は、現在平成２７年度から平成２９年度までの３ヶ年を１期とする第６期計画で運営されており、１

人当たりの保険料は月額６，２９０円で、第５期と比較して３９％増となりました。これは県内で４番
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目であります。 

人口減尐の要因は各方面から推察されますが、地方創生の際のアンケートでは、「大石田町が

住みにくいと感じる点は」との問いに、雪が多いが８割を超えており、町民全体が感じていると考え

られ、克雪対策にも力を入れているところであります。また、人口流出の統計における転入・転出

の社会増減を見ると、ここ数年は１年で７０名ほど転出が多い状況にあり、転出の４割が１８歳から

２５歳の年代層であり、就労や婚姻を期に転出することが推察されます。 

ご質問の趣旨にあります、「暮らしやすいまちづくり」「子育てしやすいまちづくり」を目指す考え

はないかとのことですが、私の政治信条であります「こころ通う あたたかい町政」の具現化は、ま

さに「暮らしやすいまちづくり」「子育てしやすいまちづくり」にあります。「暮らしやすいまちづくり」

の具体的施策は道路網や流雪溝の整備でありますので、社会的インフラ整備を確実に進めるとと

もに、産業や観光の振興を通して町経済の活性化にも努めてまいります。 

また、「子育てしやすいまちづくり」の施策としては、出産祝金や子育て医療の充実、勤労世帯

の就労支援のための放課後児童クラブや児童センターの運営、延長保育や一時預かりの保育サ

ービスの充実など、「子ども・子育て支援計画」に沿って子育て環境の整備に努めてまいります。 

各種の負担軽減、特に国民健康保険料と介護保険料については、これまで幾度となくご意見

をいただきましたが、特別会計における独立採算性の原則や町財政の現状から、介護保険制度

までは、保険費用の公費５割・保険料の５割の負担区分が定まっており、国保会計でも国療養給

付金と国・県の調整交付金が５割、保険基盤安定制度負担金と交付税を除く部分が保険税として、

負担率が定まっておりますので、ぜひご理解をお願いいたします。 

町民の皆さんからは、大石田町に住んで良かったと幸福感が感じられるよう、「暮らしやすいま

ちづくり」「子育てしやすいまちづくり」を目指して、各種施策を進めてまいりますので、議員各位

の特段の協力をお願いして答弁といたします。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

たまたまなんですけれども、今朝の山形新聞６月６日付山形新聞で、社説でメインタイトルが減

尐を歯止めに総力結集。サブタイトルが尐子化進む人口動態という新聞記事が出ました。これ町

長、読まれたでしょうか。読んでいなければあれですけど（町長：「読んでないです。」）読んでない

ですか。いいです。この中でですねっす、記事の中身です。「人口減尐を尐しでも食い止めるた

めに施策を総動員したい。まず若者が子どもを産み育てやすい環境づくりが求められよう。若者

が安定した仕事に就き、家庭と仕事を両立できるように支援する手立ても欠かせない。」という社

説を書いた方が述べております。極めてもっともなことだと思うんですけど、この中でも町どして行

政どして、でぎるごど、でぎないごどあると思うんです。後半のほうは仕事ですねっす。家庭と仕事

両立。仕事というのはやっぱり行政単独ではできないわけなんですけども、その子どもを産み育て

やすい環境づくりが求められようと、そのへんはあらゆる手立てで行政でもでぎるんだど思うんで

すけども、今の記事の説明の中で縷縷町長先ほども答弁いただきましたけども、改めてこの子育

て環境づくり行政の仕事どしてでぎるんだど思うんですけど、もういっぺん改めて町長の考えをお

伺いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 
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中学生までの子どもの医療費が無料、そしてまた放課後児童クラブというもので、大石田町は

申込みをすればほとんど入れるような状態、そしてまた土日も放課後児童クラブのいろんな催事

があって預けることができるというような方針に従っておりますんで、かなり充実はしてるんではな

かろうかなというような気がしております。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

あの先ほどの答弁で、国保の前年度の各市町村の負担の順位ということでは、正式発表はま

だあとだという話です。確かにどこの議会も決算が９月ですから、まだ出でないって形にはなりま

すけれども、実際は担当者はわがっておられるど思うんです。担当者の段階で県内で何番目か

はわかっておられるど。町長がもし答弁できなければ担当者でわがれば答弁できますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 

直近のデータ、２８年度になろうかと思いますけども、それについては９月段階にならないと順

位、金額出ませんので、私としては把握しておりません。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

正式答弁はそうしかできないと思うんですけれども、上げだどごろど上げないどごろあって、大

石田町の場合、去年、一昨年だが上げでます。んで、上げないどごろはそのままですから、担当

者にお聞きしましたらほぼ１位になるだろうと推測されます。それは、正式発表あってわかればな

お結構ですけども。 

そうした中でですねっす、あの各市町村のその国保、介護でないんですけれども、子育て支援

のいろんな施策が、ここ近年にわかにやっぱりこう進んできてるんじゃないかなと思われる出来事

が起きております。新聞記事などもかなり出てきますねっす。子どもの医療費の無料化の枠の拡

大。高校生まで拡大しているのが遊佐町、舟形町、小国町、飯豊町、白鷹、そういったなが出でま

す。それから保育料の助成拡大。町でも第２子、第３子に当然補助はやっておりますけれども、そ

うしたものでもたとえば最上町では、３歳児以上のすべての保育料を無料にするとかあります。ま

た、学校給食の助成。これもあのおそらぐ財源がふるさと納税の基金だと思うんですけれども、鮭

川村がやるどが、県内各市町村、急速に尐子化対策の強化に取り組んでいるなっていうふうに私

は見るんですけれども、そのへん町長自身、新聞等あるいはテレビ等でも情報聞きながら、県内

各市町村のそういった動きに対しては情報をつかんでいるか、あるいはそうした中でどんなふうに

考えておられるか答弁お願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

それぞれの町政、財政事情も鑑みながら、一つ一つ解決しなければならない問題点だとは思

いますけども、今後また財政状況を踏まえまして、考えていかなくちゃならないことだと思っており
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ます。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

あのあらゆる問題で町執行部から財政状況を踏まえてと言われると、我々議員がウっと詰まる

んですけども、これはのちほどの補正予算で審議で尐し話させてもらいたいんですけども、いろん

な意味で財政状況が困難だという、思わないような施策が補正予算なんかで出でくるんですにゃ。

全然説明のなかったあのあったまりランドの虹の館がもう１億近いリニューアルどがっていう話も出

でますし、いろんなどごでこの国の施策もまだもっとそういった住民生活、国民生活に密着したも

のさ金使ってもらえればなあていう施策が非常に目立つんです。これはあののちの予算審議でや

らせてもらいますけども。そうした中でやっぱりあのいわゆる負担の増のほうの施策、町、大石田

町政、庄司町政は負担増の施策がここ２年ぐらい次々ど続いてるなて感じます。国保あるいは介

護はどうなるのか。あるいは給食費などがどんどん値上がりすると。私はちょっと負担増の傾向の

町政になってるっていうふうに思うんですけども、これは間違いなのかどうか、ちょっと町長がら答

弁お願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

ご承知のように国保税・介護保険税に、国保税に関しては、国保に入会する人が脱退が多く、

制度上の問題もありまして、商店为そしてまた農家の人たちが国保税という、そういうその人たち

が大石田町の場合多いというようなことなもんですから、国保に入会する人が尐なく、その国保税

かかる人が多くなってることは事実でありますし、そしてまたその財政状況も今こういう状態で商売

も芳しくない状態。そしてまた農家経済もすいかの場合当たった、要するに多く収入がある場合

はいいんですけども、収入も減ってる状態というような問題で国保税の収入減というのが大きな問

題点ではなかろうかな。そしてまたその減にもかかわらず高齢者社会に伴って病気になる人が多

いという、そういう情勢の中での国保税の値上げはせざるを得ない場合があるんではないのかな

というような気がしております。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

町長の答弁お伺いしてるとちょっと違うんじゃないかと思うんですね。やっぱり商売が大変だ、

農家収入が減る、したがって国保税が減る、国保収入が減る。生活大変な人にさらに増税押しつ

ける形になる。むしろ大変だったら増税じゃなくて現状のまま、もしくはいろんな手立ての支援が

必要になってくるって私個人、町長の答弁聞くと思ってしまうんですけどいかがでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

国保税の仕組みは、保健福祉課長のほうに答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

保健福祉課長 髙 橋 慎 一 君。 

１．保健福祉課長（髙橋慎一君） 
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国保会計につきましては、議員ご承知のとおり構造上の問題が大きいです。収入の尐ない人

が加入してて、要は医療水準が、しかも年が年齢からいって医療水準が高いというふうな構造上

の問題があるというふうなことは前々から言われております。その関係もありまして、医療費の半分

は公費で持ちましょうというふうなそういう制度でございます。実際見てみますと、５割というよりは６

割近い公費が投入されておるというふうな現状になっておるようです。もちろん国の法律に基づい

て国民皆保険加入というふうな政策の下、法律に基づいてやってる事業でございますので、やっ

ぱりどうしても国のほうから援助していただかないと保険者、町としてはなかなか運営が厳しいとい

うふうなことになっております。一般会計からの繰り出ししてもっともっと国保の特会の部分、収入

増やしましょうというふうなこともあるかと思うのですが、これは繰出し基準というものがありまして、

総務省で定めておるのですが、一般会計からの繰り入れはこれとこれとこれですよというふうな限

られておりますので、なかなかあの町のほうからの資金援助というものが制度上難しい、困難であ

るというふうな現状であります。以上でございます。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

今、課長答弁されましたけども、やっぱり構造上っていうなはいわゆる自営業だとか、国保加入

者の形態からすれば末当に構造的に負担能力がない人が集まっているわけですから、当然そう

いうな中での運営ですから大変なるど。しかも医療費は毎年増高傾向ある。医療技術も高度化す

るがらどんどん金かがるという、そういう中でやってるわげです。そうした中で今課長からの答弁あ

りましたように、一般会計がらあるいは地方交付税などからの繰り入れ決められていると。これは教

育委員会も決められているんです。全部。どっかで質問出ますので、全部そうきめられでいると。

そういうな中でやるわげですけども、これも去年の３月と９月の議会で私問題点指摘させていただ

いたのは、２０１４年消費税が５％から８％になるわげです。消費税増税のすべてのその税財源を

社会保障に充てるという政府の方針。それにしたがって政府は２０１５、１６、１７と国保加入１世帯

当たり５，０００円の財政支援をやってるってこれ山新にも書いてるんです。これは３月か６月の議

会でもいいましたけども。ですからいわゆる交付金、一般財源もらってそれは決められてるってい

うんですけれども、町ではどうもその決められたとおりの運用やってないと思うんです。というのは、

この５，０００円の支援というのは、法定費用だどが、人件費だどがそういうふうにまわしてダメです

よと。医療給付費の支給してくださいっていう通達文書が来てるというふうに私いろんな記事や資

料から見でるんですけども。そのへんは町長掴んでおられるか、担当課が掴んでおられるか。掴

んでいないという場合もあると思うんですけど、いかがでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

総務課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

消費税増税分を福祉に回すというのはご案内のとおりです。その部分のいかなる額が国保会

計のほうに支援なるかというのはちょっと私詳しくはわかりませんけども、大原則論といたしまして

は、一般会計からの繰出金の基準は決まっております。やはり問題なのは、消費税の部分という
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のはあるのですけども、その消費税の部分が国保会計の対象者に支援すると。で、消費税部分と

いうのは国保会計以外の方々、一般会計も含めてなんですけども、すべての方々の負担を国保

会計に無尽蔵にといいますか、そういうわけではないのですけども、その都合に合わせて財政の

不足に合わせてやるのはいかがなものかというのも市町村ありまして、国から繰出基準が決まって

いるというふうなことでありますので、これは大原則はご理解いただきたいというふうに思います。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

大原則はその通りだと思います。いわゆる国保会計へ交付金なり一般財源の入れるものは今

までは決まったとおりでやれば今まで通りなんです。ところがこの国保への国の支援、厚生労働

省の平成１５年から始まった国の支援は、別枠だっていうふうに扱うっていうごどをこれ山新では２

回記事出しています。というのは、１回目は１人当たり５，０００円だと。次ちょっと日にち忘れました

けど、というのは、２０１５、１６年になると５，０００円、５，０００円で１万円分が繰り入れることが可能

なんだという意味のごどを山新は書いています。今まで通りの仕事どしていれば総務課長の答弁

のとおりなると思うんです。町長そのへんちょっと今まで通りなのかどうがっていうごども含めでいっ

ぺんそういう通知が通達がなんか文書出でるど思うんで、町長調べでその文書見でみる必要があ

るど思うんですけど、いかがですか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

総務課長に答弁させます。見てるかどうか。 

１．議長（芳賀清君） 

総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

総務省でしたか、ちょっと省庁はおそらく総務省だと思うのですけども、繰出基準についてとい

うことで、国保会計に対する繰出ということで毎年通知きます。それ私も毎年見てるんですけども、

国保税を安易に下げるための繰出とかそういうものは断じてあってはならないというふうな、必ず

書いているんですね。で、消費税上がった分５，０００円を上乗せするというのはちょっと私その文

書から見受けられませんので、ちょっともう一回勉強させていただきたいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

総務省の文章でないと思います。安易に引き下げるっていうよりも先ほど保健福祉課長が言わ

れたように、構造的に大変なんですよ。そこに対して平成３０年から県一末の国保会計になるとい

う中で言葉合うかどうかわがらないげども、全国知事会からの突き上げだど思うんだげども、国保

会計へ支援しておがないどダメだっていう政府の判断の下で、しかも消費税が増税になって財源

が出できたっていうどごで、尐なくても２０１５年１６年には５，０００。私は月間雑誌で平成１５年の５，

０００円の記事を見て、そのあと山新を見で、山新に確か２回出だんでないがっていう記憶、ちょっ

と１回かもしれません。だから、総務課長が言われだ流れどは全く別枠で、医療給付費に充てるも

のですよっていう形で、消費税増税の財源を下にして国が支援してる。それが国保会計にきちっ

と入る。それでも上げらんなねのがもしれません。んでも政府は上げ幅を緩和したいと。そういうふ
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うにしなければ国保会計、県一末化したときにないていうがな、大変なんだっていう県知事の認識、

国の認識あるんだと思うんです。ですから、総務課長が言われだ従来のとおり、あるいは総務省

で出す文章は従来のとおりかもしれませんけども、もう尐しそのへん詳しく町長、調べでもらいだ

いど思うんですけど、いかがですか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

詳細については、もう一度調べさせていただきます。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

そういった形であのいろんな支援、やっぱり国保っていうのは特に大変な状態の中で、せざる

を得ない中で進めてるんです。そういうな中でですね、ちょっとこれは例になるがどうがわがりませ

んけれども、やっぱり未端行政はよ、丁寧にやっぱりそういった住民に関わる問題は丁寧に扱っ

ていぐ必要あるなと思ったのが、実はゴミの値上げですにゃ。例どしては搬入ゴミで申し上げます

けども、これまで１０キロ１５０円だったのが、計算上はもう１５０円に対して５割増しの２１０円か１５

円ぐらいに上げらんなねような、計算上はなるんです。環境衛生の計算上。だけども、衛生常任

委員会での説明、それがら全員協議会でも説明、その中でいろんな議員の意見が出ると。そうし

た中で、３０円しか値上げしてないんですね。１８０円なったと。平たく言えばその足りない分は町

ど尾花沢市の負担になるわげですけども、やっぱりこれはよ、非常に住民に配慮しているんです。

町長、副管理者どしてこの値上げ、私はよかったど思ってるんですけれども。でないど２００円超す

ような値上げになり得たんですにゃっす。と私は思ってんです。いかがですか。そういったごどちょ

っと、副管理者どしてのこの値上げの仕方について、なんか思ってる点ありましたら答弁お願いし

ます。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

環境衛生の議員の皆さん方のいろんな配慮の中、そしてまた資料もいただきながら決定してい

ただいたということは非常に喜ばしいことだと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

あの家庭用のごみ袋ももうちょっと値上げしたかったんでしょうけれども、１０円ずつ、大きい袋、

小さい袋１０円ずつしか値上げしてないんです。やっぱり特に尾花沢の女性議員いっぱいいるも

んだがら、負担増はどうがっていう意見が強くなる。その中でそれぞれの常任委員会なりあの議会

では決めてると。ところがどうもこう町のそういう町民負担の決め方は、数字的にこれは出でくるが

らその分をそっくり値上げしてきてるなっていう感じするんです。一般財源からの繰入っていうなは

確かに財政難で厳しいっていうなは答弁は何十年と続げでるわげですけども、いろんな場面見る

ど財源苦しいのがなっていう思わせるような、特に箱物なんかではどんどんこう金が使われてるな

とこれ思うんです。ですから、そごら町長も事務方と一緒になって事務方の頭で考えるんじゃなく

て、町民生活の末当にこころ通う町政っていうんであれば、事務方の頭で考えだのをもういっぺん
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考え直す必要があると常々思うんですけど、いかがでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

私は私なりの考え方でやってると思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

私なりの考えでやって、果たしてこころ通う、あたたかい町政が県内で一番いろんな税金類、料

金類が負担が多いのはあたたかい政治なのかなて言わざるを得ないわけですねっす。やっぱりこ

の先ほどいいましたように、各県内市町村で子育ての支援の例を持ち出して申し上げましたけれ

ども、尐子化対策、子育て支援対策が遅れる、他市町村より遅れると。あるいは今申し上げました

ように、国保はかなり上位で、介護は保険料は６位ぐらいだと。学校給食費も県内で一番高いと。

こういうまちづくりが当たり前だということで進められていくと、人口流出、人口減尐の加速に私は

つながるんじゃないかっていうふうに思うんです。平成１７年ですか、４月１日にあの時は法定協議

会で町の合併を決めたと。はながさ市にすると決めたわけですけども、町民が住民投票で残した

町なわけですが、人口減尐は今日の社説にもありますように、厚生労働省は人口流動統計を発

表したわけですけども、人口減はもう避けられない中でやっぱりいろんなできうる施策の中で、持

続的なまちづくりというか、町長先ほど来、なんですか、暮らしやすい安全なまちづくりとも答弁し

ておりますので、そういったごどとちょっと違うんじゃないかというふうに感じてる、私だけではない

と思うんですねっす。そごらへん、こご２、３年、ちょっと繰り返してしまいますけども、人口流出の

加速になるような施策はできるだけ避けるべきだと思うんですけど、いかがですか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

施策的には人口流出云々ていう、避けるべき云々ていうことでなく、きちっとしたまちづくりを私

自身はやってると思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

ちょっと繰り返しなってしまいますなっす。あのいわゆるこうしたあの町民全体の負担、それがら

教育費に係わる負担、さらにはあの直接言われてるのは保育料も高いと言われてるんです。この

住民負担、計算上で出でくる住民負担、これは事務方きちっと出すわげです。それをそのまま実

行しているなっていう、そのまま法案として議会に提出してくると。たとえばですねっす、給食費に

しても、消費税上がったら食材費も上がった消費税もボンとのせでど。その、そのまま提案してくる。

その分には私政治はないんじゃないかと。政治という考えはないんじゃないかと。それはもう担当

者がきちっと計算して、ぬかりなく計算して不足しますよと。その不足する分を町民からいただけ

ばいいんだと。我々議員も町長も下手すれば優秀な職員がいれば何ら問題ない町政というふうに

なるんじゃないかと。私の考え間違っているでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 
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１．町長（庄司喜與太君） 

それは、遠藤議員さんの考え方一つだと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

私の考えですけども、やっぱり私国保の運営委員をやったことあります。運営委員会で決めら

れたことはそのまま議場に議案として提出されて、運営委員長やってるあなたは反対さんねべと

言われたことありますけども。運営委員会では不足する、国保で不足しますよと、あらゆる数字が。

だから私委員長どしてこの数字は承っておきますと。改めて末会議では私なりの意見述べさせて

いただきますよという、ゆったことあります。んだがら、事務方にも出した数字、これはもうないてい

が計算上は間違いない数字は自分もその通りやるだって、そこには政治がないと。こころ通う あ

たたかい町政ではなくて、単に行政きちん、きちんとこなしてると。間違いないんです。これやって

れば間違いないですよ。そごにやっぱり政治というものは私必要あってくるし、これは比較としては

県内の他市町村の動きなども十分に見極めたり、あるいは政府の行動も先ほど来繰り返してしま

すけども、厳しい状況だがらごそ支援を出していただきたい。そういうなものもきちっとやらないと、

結局医療費に政府どしては支援したと。ところが一般財源だがら使い道がわがらねがらこごさ使っ

て、末来町民の負担を軽減するという政府の方針も目的も果たせないと、そういうごどになってくる

なていうふうに私は思うんです。もうちょっと行政の運営を政治的な立場で見ていく必要あるなて

思うんですけれども、いかがでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

国保の件の答弁になるかと思うんですけども、医療費をかからなくするのも行政だと思います。

今回その件に関して、保健婦を５名という体制の中で、交流センターの中で保健相談、いろんな

相談できるという体制を整わせ、いかに医療費を安く抑えるかっていう形の中でやろうとしていま

すんで、それも行政だと私自身は思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

あの町長どはかなり並行する面もあるなと思いますけども、先ほど平成１７年の合併の話もしま

したけれども、やっぱり町、大石田町がきちっと残ったわげだがら、このなるべく減尐は避けられな

い中、人口減尐は避けられない中でも持続永続していく必要があると。私は思って。それに資す

る行政というものを進めるべきだなとつくづく思います。 

ちょっと話飛びますけれども、３０年、２８、９年前ですけども、黒滝地域の玉ノ木平遺跡から縄

文時代晩期、縄文時代の晩期につくられた遮光器の土偶の頭部が出てきました。ざっと３０００年

前だそうです。３０００年、そこで３０００年時点で土偶の頭を所持した人々が暮らしていたということ

は、それ以前から人々が暮らして、暮らし続けられる地域だったんではないかと。３０００年以上前

からこの地域で暮らしていたと。農業のない時代ですから、採取するそうした形で食糧、食糧がな

ければ生きていけませんから食料を獲得していたんだと思うんです。そこを見てみますと、最上川

と丹生川の合流点。あるいは尐しさかのぼれば朧気川の合流点。初夏には鮎とか雪降るころまで

には鮭も上ると。食べるものがあるから人間は生きられるわけですけども、そうした３０００、６０００下
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手すれば８０００、９０００年の間、人々のこの豊かな地として暮らし続けられたんではないかなて思

うんです。だから、そうした大石田町、今の時代激しく変動する中で行政判断誤って、人口流出が

どんどん進む、他の市町村よりも加速が急激に進むど。生活が苦しくなると。そういうな町ではな

い方向を町の将来として目指していくべきだと。そのために、町執行部あるいは我々議員もあるい

は職員も力を尽くしていくべきだと思います。若干、この２、３年を見てるとちょっとこう町民の生活

が苦しい方向にいってるのかなという思いすることから、最後になりましたけれども、この大石田地

域、ほれごそ千年、数千年にわたって人々が暮らし続けた地域、しっかりと受け継いで、次の世代

につなげていく町政を進めるという点で最後に町長の答弁をお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

より良い豊かな大石田町の行政をつくっていきたいと思いますので、議員の皆さんよろしくお願

いいたします。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．質問者（遠藤宏司君） 

これで、終わります。 

１．議長（芳賀清君） 

以上で、７番 遠 藤 宏 司 君の質問を終わります。 

暫時休憩いたします。１時５５分再開いたします。 

 

 

 

休 憩  午 後 １ 時 ４１ 分 

再 開  午 後 １ 時 ５５ 分 

 

 

 

１．議長（芳賀清君） 

再開いたします。 

休憩前に引き続き、町政一般に関する質問を行います。順序により発言を許します。１番 岡 

﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

すでに終了した御三方の議員の内容から比べれば比較的ライトな案件かなと思いながらも、し

かしながら明るい朩来を見据えた大事な内容だと思われますので、慎重に質疑を進めてまいりた

いと考えております。 

それでは、通告に従い運動教育の環境整備についてお伺いいたします。今回は大石田中学

校の施設についてでございます。 

スポーツ面における学校教育、並びに生涯教育を推し進める上で必要な改善点について考え

ております。グラウンドの一部でかつ固定外野フェンスがないので野球場とは申しません。野球部

のスペースでございます。内野部分、特にダイヤモンドの部分といいますが、非常に硬い土の状
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況に恒常的になっております。排水性を考慮した施工もあるとは思うんですが、何某の策を練らな

ければなぁと考えております。また、陸上部が部活等々の際に使用しているスペースの一部、全

天候整備が必要かと思い質問させていただきます。 

答弁ののちにまた再質問させていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

１．議長（芳賀清君） 

大石田町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

岡﨑議員からのご質問は、学校教育分野を含む教育財産の整備についてでありますので、詳

細は教育長から答弁させていただきます。 

ご質問にある施設の整備に限らず、教育委員会において義務教育上必要と認められた案件、

あるいは課題とされている案件については、逐次報告を受けながら意見交換を行ってまいります。

そのうえで、今後町としての対忚を検討してまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

大石田中学校グラウンド改修整備をとのご質問についてでありますが、昨年の地区対抗親善

野球大会の前に、野球連盟からも今の内野グランドについてですね、内野の一部、塁間の走路

付近が低くなっているのではないかということがありました。そこで土の補充等、整備をお願いした

い旨の要望があったところでございます。 

これを受けて、現場の状況を確認したうえで学校とも協議・検討し、当面、野球部の部活動の

練習後は入念にグラウンド整備を行うこと。また、社会体育にも貸し出しておりますので、社会体

育においても野球連盟为催の実業人野球大会の試合や野球練習等で夜間照明施設を使用して

おりますので、仕様許可の際、使用後は必ずグラウンド整備を行うことについて学校及び野球連

盟、使用団体に指導徹底するよう指示しているところであります。 

今後とも、グラウンド使用者に対してスポーツマンとしての基末的なルール、マナーとしての使

用後のグラウンド整備について、改めて指導徹底を図ってまいりたいと考えております。 

なお、整備用の客土については、従来の砂ではなく整備当時と同質の土を購入し、ストックして

おくよう検討してまいりたいと考えております。それでも、通常の使用に堪えないような状態になっ

た場合には、大規模な改修も視野に検討しなければならないと考えておりますので、ご理解のほ

どをお願いいたします。 

次に、陸上部スペースの一部全天候整備についてでありますが、現在、中学校の陸上競技用

トラックで全天候型が整備されている学校は、北村山管内では楯岡中が全面、東根一中、葉山中

が一部全天候型で整備されております。 

現在、中学校の陸上競技大会は楯岡中の陸上競技場をはじめ、全天候型の陸上競技場で開

催されておりますが、それに対忚すべく、学校の陸上競技用トラックを全天候型で整備すれば記

録レベルの向上のためには有効であると考えております。 

しかし、運動場が共有スペースであることから、先ほど議員おっしゃいましたようにですね、専用

スペースでありませんので、野球スペースのライトからセンター方向とエリアが重なることになりま

す。野球のプレー中の安全性に問題があるのではないかという考えもございます。全天候型トラッ

クの有効性については議員おっしゃるとおり、理解するところではありますが、学校教育設備とし

て必要不可欠なものか検討しなければならないと考えております。 
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また、他の部活動の施設整備とのバランスや初期投資及び維持管理経費等の財政的な問題、

安全性の問題もありますので、慎重に検討する必要があると考えております。ご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

ありがとうございます。否定されるお答えでなく、これから検討が必要であるというふうなお答え

であったかと捉えております。 

今の現段階のタイミングですが、庄司町政における一大プロジェクトであろう交流センター・虹

のプラザが間もなく完成を迎えます。大きな一つの山を町長としては超えたのかなぁというふうなタ

イミングなのかなというふうには捉えております。ただ、山積する課題は大きい課題はあると思いま

す。消防署の新築問題、小学校の統合問題。その間、間におきましても必要な成さねばならない

案件もあろうかと思っておりますが、まずは今のタイミングは一つの山を越えたというふうなタイミン

グだと思っております。 

この中学校の設備について、ちょっと一歩下がって見渡してみます。平成２２年４月に開校しま

した大石田中学校。実にすばらしい環境であると私は思っております。当然一番北村山管内でも

新しい学校であります。校舎、体育館、グラウンド、多目的広場、駐車場含めてすばらしい環境で

整えていただいたなぁというふうな、これは素直な末音でございます。 

体育館に至っては暖房も完備し、もちろん、柔剣道場においても暖房が施される。多目的コー

トにおいては、常設的にソフトボール部が使用できるような固定ベースの配置を担っております。

当初、実はソフトボールコート、開校当時外野のフェンスが全くありませんでした。他校からのチー

ムを招き入れて練習試合とかやる場合、どうすんのかなと見てたら、外野のフェンスのラインに２メ

ーターおきぐらいずつにボールを１個置くんですよ。抜けてった、外野手は一番最寄りのボール

を取ってインプレを継続する。こういった措置を施しておりました。それも苦肉の策であったと思わ

れます。ただそれも固定式ではございますが、概ね外野フェンスを１枚２メートルぐらいの固定フェ

ンスを設けていただき、もう立派なソフトボールコートとして機能しているなというふうに思っており

ます。 

野球場もすなわちでございます。大石田一中当時からの課題であるその土が硬い、内野側が

硬いという課題は当然でございますが、今、教育長がおっしゃったとおり、ライト、レフト双方十分

はスペースがございますので、ソフトボール同様、同じように今固定フェンスを置いて対忚してい

るような状況でございます。 

また、陸上においても大石田一中のグラウンド当時とは全く比較にならないぐらい、重複する部

分は当然ありますけども、それでも６レーン３００メートルフルトラックを取れる状況。それの加えて

高跳びの練習ピットの基盤石。あと幅跳びの練習用の助走路、踏切り板、砂場。あとは棒高跳び

用の助走路、ボックス。当然棒高跳び用のマット。それに砲丸投げのサークル。すべてきれいに

整備していただいてすごいなというふうには思っております。何よりもその駐車場が十分なほど駐

車場がございますので、実は、他の中学校と比べると来校いただいた練習試合、大石田中学校

を会場に開催する、実施する、来ていただく、これがものすごい高い比率でございます。やっぱり

これはこれだけ設備が整っておりますので、もちろん来る側も狭いところに行って窮屈な試合をす

るわけでもなく、充分にプレー発揮しているなぁというふうには客観的には見ておる状況でござい

ます。その結果、どういうことが起きてるかというと、あの来町したおかげで終われば帰っていくわ
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けですけども、町外に、「んじゃそば食べでいぐが。」「あったまりランド入っていぐが。」何より中学

生が一番声に出しているのが「団子買っていぐべ。」これが実際、末当の中学生の声で多々出て

ます。これはすばらしい効果かなぁと思います。その中で先ほどあった、それでもこの部分をこうし

たらもっと活用できる、もっと生徒が部員が町民が活用できんじゃないのっていう点があるので、ち

ょっと今回お伺いさせていただくことになりました。 

実は、ピンポイントなこういった問題を、議会の一般質問で取り上げるのもどうかなぁと思いなが

らも、実は今回お伺いしている内容、６年７年前から自分なりの息子が在校当時から、「ここ課題だ

よね。」「こここうならねべがね。」っていうなことは、事務レベルでは何度も何度も実は話をしたん

です。その中でなかなか改善を見ないということで、交流センターもひと段落したタイミングで、町

長にお考えを聞いてみようかなというなところでありました。 

野球部の今言った野球スペースからいきます。これ実はあのもちろん皆さんご存知のとおり、あ

れは排水性を施したただの土の重ねのグラウンドじゃなく、そう簡単に掘り下げれるようなグラウン

ドじゃないのは重々存じ上げております。ただやっぱりどうしてもその施工を根末的に考えていか

ないと、何度も何度もやっぱりあの柔らかくしたつもりが硬くなって、柔らかくしたつもりが硬くなっ

て、これが私が中学校に行ってた当時から同じことを何度も何度も繰り返しているのが実態でござ

います。なので、根末的なもの、たぶん工事していったんどけた土をそのまま同じ土だからという

なこともあったと思います。そこに、さっき教育長がおっしゃったとおり、根末的な入れる土を考え

よう、そっからやっぱり考えていかなとこれは進展しないのかなというふうに思います。だからその

先ほどのその説明を聞いて、実に安堵しているところでございます。ぜひ、それを早期に実現して

恒常的に野球ができる野球場のダイヤモンド、内野のような状況を維持してほしいと思いますが、

その点について町長なりの考えはいかがでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

岡﨑議員のおっしゃるとおりだと思います。今年度は大石田中学校に冷房設備を完備するとい

うようなこともありまして、また今後検討っていうか、しなければならない項目もあるということで、頭

の中に置いておきます。以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

今回の質問の趣旨が運動環境という点だったので、私は校舎の冷房までは思ってはいても言

葉に出せないような状況でございました。ありがとうございます。 

いずれ先ほど村形議員の話にもありました。たとえば地区対抗親善野球大会、またたとえば壮

年ソフトボール大会。いろんな一般町民が使うコートでもございます。できるだけやっぱり先ほど来

ある、参加率を上げようよ、モチベーションをみんな上げようよ、注目しようよっていうんであれば、

可能なやっぱり限りは環境を整備していってほしいものと考えております。 

その、この件に関しては、前向き的な検討、速やかな回答があるものと思って受け止めておきま

す。 

実は、それにリンクして１点ですが、以前たぶんこの議会でもあったと思うんですが、中学校の

その今言った野球コート、グラウンドの夜間照明灯でございます。照明器具の向きなんでしょうが、

新町地内、今宿のほうから新町地内、二丁目地内に向かってくるときに、望月橋を渡る際、どうし
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ても直接ピンポイントでライトが向かっている部分がある。まぶしくて危険だ。改善してほしいという

話があったかに思っております。町当局の答弁では速やかにそれは改善し角度を調整したいとい

うふうなことがあったと記憶しておりますが、町長、ご記憶にありますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

確かに私も通るとあっていう感じはします。それの角度云々の話は、私町長時代ちょっと聞かな

かったんですけど。教育長。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

二つとも末当は私に答弁いただければ即座に回答したのですが。 

土については早急に入れます。それから今のことはですね、望月橋ではなくて昭平橋ですね。

ちょうど私の自宅の前から中学校に行くときに、昭平橋を見渡すと明る過ぎて歩行者が認識でき

ないのではないかというお話がありました。そのあと改善を尽くしまして、今は当時ほどのなんてい

うんですかな、まぶしいために見えないっていうことがなくなったように思います。以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

それでは、改善していただいたというふうに受け止めて、今後の状況とか推移を見守りたいと思

います。また自身で確認もしてみたいと思います。 

それでは、陸上競技の一部、全天候型という件です。実は、中学生のみならず、もちろん中学

生の陸上競技部がメインで使う部分かとは思われますが、小学生も含め中学生もなんですが、町

の関係者、町の生徒・児童がたとえば北村山地区大会以上の大会に行った場合、すべて大会は

全天候型のコートの上で行われております。当然大会を実施するわけではないので、大石田町

に全天候型の競技場をつくる必要はこの段階ではないと確かに思われます。ただ、中学生もそう

なんですが、一番あるのが小学生でございます。５月に町の陸上競技大会がありました。その中

で優秀な成績を収めた選手は北村山地区大会に進めました。それが５月２５日楯岡中学校運動

場でありました。当然あの通り、全天候型のタータン施工の上でございます。小学生の特に幅跳

び、もちろん跳躍すべてなんですけども、高跳びもですが、特に幅跳び、いくら土の上で練習を

やって歩数を図ってピタリ合わせて行っても、これが実際全天候の上での試合になると合わない

んですにゃ。当然。まず、そういった事実が差異があるということ、未端のこんなこと、んだのがっ

ていうなどごについて町長、こういったこと覚えてましたか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

いや、違いはわかると思うんですけど、はっきりとした違いはわかりません。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

もちろん教育長はご存じだと思うので、今町長にお伺いしました。 
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土と全天候はもちろん全く素材が違います。それで、当然土用のスパイクもございますが、土用

のスパイク、練習用のためにスパイクを買う親はほぼほぼいません。大会で使う全天候のスパイク

であれば当然必要だと思って買っております。それが、もちろん土の上でズックで練習していくら

合わせても、試合当日に全天候のゴムの上をスパイクで走ってやっぱ合うわけがないんですよに

ゃ。これが実態です。で、これが５月２５日、やっぱ幅跳びが顕著でした。なかなか合わない。合わ

せづらい。記録が伸びない。これがたとえばそこで終わるんであったら残念だねで終わりますが、

これは町の大会から北村山の大会があり、あるいは県大会の選考も兼ねてます。それが７月の海

の日にある県の小学陸上競技大会。ひいては、日産スタジアムである全国小学生大会につなが

る大会なんですね。だと、その先に上位大会につながる大会をどうしても今の状況だと不利な状

況で練習せざるを得ない。こういった環境でございます。もちろん、中学生も同じ理屈です。先ほ

ど説明あったとおり、管内見渡すとお隣村山市では楯岡中学校が当然公認の競技大会を実施す

るために全面全天候型の陸上競技をつくりました。今大震災のあおりを受けて非公認になりまし

たが、環境はまだそうそう変わってません。たとえばじゃ、村山市、楯岡中学校にその立派なコー

トがあるので葉山中はつくらないか。平成１６年にオープンした葉山中でさえ先ほどあったとおり、

葉山中でも一部つくっております。これが葉山中学校、こちらが校舎北側駐車場、８レーンフルに

レーントラックある外にホームストレートが２レーン、いわゆる９レーン、１０レーンがこれ全天候施工

になっています。外側周回、これ９レーンの部分に全天候施工なってます。こちらの棒高のピット、

幅跳びのピット、高跳びは半円すべてこれが葉山中学校のグラウンドでございます。で、先ほども

う一つあった東根一中、あそこも当然同じようにこっち北側です。校舎がここにあります。４００メー

トルフルトラックの一番内レーン１レーンを全天候施工なってます。幅跳び、高跳び、棒高跳び、

すべて全天候施工なってます。これは、平成８年６月に完成しております。今から２１年前の判断

です。先ほどあった費用対効果というふうな表現がございました。それについて、ないものを他で

やってないものをうちだけ特別やろうよって言ってるわけではありません。必要か否かの基準をす

るときに、よそを見渡せばこういった状況、何年も前にやってると。実は跳躍競技のみならず、周

回レーンについてどちらもこういった施工なってるっていうのは、たとえばリレーのバトンの合わせ

とか、それも同じ理屈なんですにゃ。何歩でつなぐ、何歩で走りだす。そういった練習場どうしても

その環境があればそれに越したことはないわけです。そういった状況ですので、まずその必要性

においてもちろん教育長の考えございます。町長の考え、今の話を聞いた段階でのこういった施

工必要性はどう考えられますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今後とも教育長と話しながらやらなければならない面、検討させていただきます。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

ありがとうございます。 

先ほどあった大石田中学校、実際校舎があってソフトボールコートがあってグラウンドでござい

ます。昔と違ってライトフェンス、今先ほどの教育長の説明ですと、野球部の状況があるので危険

度合いから見てちょっと施工は難しいんではないか。んでも検討はやります。実際今一番最西端

のフェンスまで９０メーターを超えたサイズでございます。実際練習試合をするとき、野球部はフェ
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ンスを１塁線のライン上まで全部フェンスを回して、一番西側の固定のフェンスまでは使ってない

んですね。実際実測図ってみたところ、６レーンホームストレート一番西側のグラウンドにあります。

そこのさらに西側に１２５０ミリの企画のたとえば１レーンの全天候施工することは、私も見に行って

確認しました。可能でございます。またさっきあった高跳びのピット、棒高跳びのピット、幅跳びの

ピット、すべて今言った野球のコートの外なので、これ野球に関する危険の度合いはこれ一切今

のところは見解上、見受けられないと思います。なので、これはぜひ前向きに検討っていうのは政

治用語でやらないよってよく言われますが、これはんでも、よそのね、行政のこういった対処、対忚

を考えればやらなきゃいけなのかな。それがたとえばものすごくレベルの低い地域で、それに特

化しなくてもいいじゃんていうふうな状況であれば、こういう論議もいらないかと思います。ただ、小

さいながらも大石田のポテンシャル、これ４月号の町報でございます。大石田JSCクロスカントリー

スキー、リレー４冠。これ記憶にも新しいです。すばらしいですね。並みいる最上郡勢、尾花沢勢、

米沢勢を全部押しのけて、これ県大会レベルのリレー４つ全部取ったということです。これ以外あ

りませんので、これが実際でございます。ただ、実は７年前ですけど、４月号の町報に同じくこちら、

JSC３冠取りましたっていうふうな記事が載ってます。これ実はこのとき、この４冠のうちの一つの

金山の白銀スキー大会が尾花沢のフィッシャーカップと同じ日程で３つしか出られなかったんで

す。そのとき３つ取ったよと、そういうことがありました。この子どもたちがどうなったか。３年後、今度

町報の表紙を飾りました。大石田中学校陸上部男子県総合優勝。こんときのメンバーがこのメン

バーです。ということは、今のこのメンバー、３年後楽しみですにゃ。私はそう思ってます。なので、

こういったポテンシャルを持った選手がこれだけいるのに、なんとかしてやらなきゃなと思うのが素

直な考えでございますが、教育長、今の話を改めて聞いてどう思われますか。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

ありがとうございました。末当に大石田の子どもたちは大変がんばってて、確かその７年前のメ

ンバーには議員の息子さんとか、今大学活躍している柏倉康平とかいたはずだなというふうに思

います。確かにおっしゃるとおりなんですが、まず私の今後の方針を述べる前に、もし１レーンある

いは何レーンかつくった場合、どれぐらいの経費がかかるか課長より答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

教育文化課長 荒 井 義 孝 君。 

１．教育文化課（荒井義孝君） 

一忚参考までに申し上げておきます。 

概算ですが、凍上抑制層含めて整備をし、１レーンで約１，０００万。９００万から１，０００万。２レ

ーンだと経済コストもありますけども、１，５００、６００万ぐらいかかるんじゃないかだそうです。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

今、お聞きになったとおりでありましてですね、私は体操なんですが、実は体操の公式大会が

できるところは山形県には３ヶ所しかございません。山形のスポーツセンター、それから天童の県

の運動公園、そして昨日まで大会があった酒田の国体記念体育館です。なぜ３ヶ所しかないかと

いうと、フロアー１面が１，０００万円するんですね。今回、確か聞くところによると、隣の村山市でブ

ルガリアのワールドカップのチームを呼ぶ。あのフロアー１枚で６００万円から１，０００万します。 
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ということで、議員おっしゃるように、あればいいのは大変よくわかります。喉から手が出るほど

ほしいです。しかし、今５０人弱の陸上部の子どもたち、しかもその中の短距離、フィールド競技を

する子どもたちのためだけに１，０００万円出せるかというと難しい問題があります。また、７年前に

出来たばかりのグラウンドでございますので、当然、当時葉山中も出来てました。東根一中も出来

てました。また同じような全天候型でいうと新庄神室産業高校のグラウンドの外周に全部全天候

型の１キロぐらいのコースを設置してあります。そういうことを知った上で当時設計したんだと思うん

ですよ。そういうことを考えると、軽々に喉からほしいからやるというふうな結論には達せられないと

いうところがあります。 

あと、もし練習環境が必要だったら山形市内の高校生がすべてあかねヶ丘に行って全天候型

でやってるように、あるいは高校の大会がすべて村山・最北地区は天童に行って地区大会をやっ

てるようにですね、全天候型のところに行って練習をするためにバスを等を手配するということもや

ぶさかではないのかなと。そのようなことも考えられるのではないかということを思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

ありがとうございます。 

まずじゃ、その１レーン１，０００万です。確かに公認の規格上をつくろうとするとそれぐらいかか

ります。ただ、今あったこれも考え方なんです。土よりはたとえば公認競技場をつくるとすれば、土

台の部分からどれだけの厚みのコンクリートを打って、どれだけのタータンを打ってって規格はす

べてあります。確か私の調べた範囲ですと、葉山中も東根一中もそこまで厳密ないわゆるコストの

かかったものではなくって、要は上ものだけをやった経過だというふうに確か記憶しております。そ

のへん、教育長のおっしゃるとおり、費用対効果すべてはそこだと思われます。昔、全天候化する

話が出たことがある旨ちょっと聞いたこともありますし、今言ったとおり、ただで出来るものではない。

ないよりはあったほうがいい論法は当然、当然十分わかった上で、それでもたとえば極論でいうと

簡易的に巻き取り型で使うときだけ伸ばしてっていうやつまでも正直あるんですよ。当然精度と言

えば、あの公認グラウンドのコートほどちょっと当然弾力も規格もあってませんけども、それでもた

とえば土の上よりは練習になる。実は私あの先ほど説明あったとおり、息子もちょっとやってたもの

でお陰様で県、東北と勝たせてもらって、６年前、７年前、自費でその高跳び用の簡易マットを買

って寄贈しようかなぁまでちょっと考えて、当時の顧問と。それでも何十万するので断念しましたが、

ピンきりなんですよね。やっぱり。ちゃんとして規格上にあったものを施工して、ちゃんと陸連の規

格を取ろうとすれば今あったレーン１，０００万ていうのは当然かかります。ただ、それと最低限度

の簡易的なマットの中間のどれぐらいのレベルでどうできるのかは、ぜひ今後検討していただきた

い課題であると思われます。 

重ね重ねなりますけれども、これだけポテンシャルを持った生徒・児童が実際いるわけですよ。

だと、やっぱり力はやっぱり伸ばしてあげたい。環境を整えてあげたい。尐なくてもにゃ、足を引っ

張るようなことだけしたくない。これはもちろん皆さん同じ考えだと思います。また今、教育長からあ

った、たとえば必要な場所に練習に行くために、んじゃ、バスを出しましょう。移動手段を考えまし

ょう。実はあの小学校も含めて県大会近くなりますと楯岡中学校、あと今言ったあかねヶ丘、で、

天童はあの ND のメイングラウンドとサブのほう。混み合うんですよね。どこもみな当然同じように

来るので、なかなかだから自由に使えない。たとえば今新庄も全面今年ブルーの全天候に変わり

ました。最上からは今度よっぽど来なくなりましたが、昔は楯中に最上からも来るんですね。ほうす
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っどものすごく混み合うんですよ。そういったことなかなか、んだがら練習したいのに空き番が来な

い、練習番が来ないというのが実態でした。そういった状況から考えても、公認は取れても楯岡中

学校っていうのは今でも立派な全天候のコートのなってますので、実際今、あの中学校の陸上部

も必要なときは移動して、先日も３日の夜、土曜日ですか、３日の日土曜日、私もちょっと顔出して

けろあて言わっで、行って大石田中学校の陸上部のどういった練習内容なのかを確認して、村形

議員もいらっしゃいましたけども、そこで確認させてもらったところでした。なので、今後たとえばす

ぐつくるのが無理であれば、たとえばタイミング、タイミングその大会に合わせた練習で必要なタイ

ミングに、たとえば地区大会楯中であるから、大石田町の選抜になった小学生は練習日を決めて

みんなで移動して練習しようよっていうな、もちろんそういった方策でも考えていただければ、現状

よりは一歩も二歩も環境が整うのかなぁというふうに思います。ただ、すべては費用対効果と言わ

れればそれで終わってしまいますが、よその学校でこういった施工しているのが事実でございま

す。なので、可能であれば先ほど来いいますが、何十億の仕事を一通り終わったよ、せめてこれ

ぐらいはなんとか考えてねっていうのが正直末音でございます。明るい明日に繋がるネタでござい

ますので、ぜひ検討していただきたいと思います。 

それとまた付帯いたしまして、中学校の今運動環境ということがありましたので、ちょっと気にな

る点があったので合わせてちょっとお伺いします。 

町の例規集、規定集の中で、今あった大石田中学校の屋外運動場の夜間照明の管理規則、

並びに設置及び管理に関する条例。これは大石田中学校が開校した当時ですので、平成２２年、

２３年にすべて条文は改定されて整理なっております。で、今度逆に大石田町の教育施設使用

条例と町立学校施設の開放に関する規則、これがございます。で、学校施設の開放に関する規

則ですが、第１条に学校施設を学校教育に支障のない範囲で一般町民の利用に供する。これは

従来からある１町民１スポーツ、これが競技スポーツであろうと軽スポーツであろうとこれは町が奨

励している実態そのものでございます。まさに、そうだと思います。これは平成２３年４月１日から施

行なっております。といいますのも、別表１のほうに学校名が大石田南小、大石田小、大石田北

小、大石田中学校。当然大石田一中、亀中がなくなったので中学校名を直しました。これは改定

なっております。２３年。ただ、ちょっと私が見て問題だなと思ったのは、町の教育施設使用条例、

こちらのほうは平成元年以来直ってないんですよね。ここには別表で何が載ってるか。学校の屋

内運動場、使用料５，１５０円。特別教室、教室その他、学校校庭、いわゆる体育館、グラウンド、

教室をお借りした場合いくらですよとっていう料金が定められております。これもただ５，１５０円、２，

０６０円、５，１５０円、平成元年ですので消費税３％当時の設定そのままかなぁというふうに思いま

す。私が今回言いたいのは、先ほどあった中学校、すばらしい施設つくっていただきました。今ま

での小学校とは違う暖房が使える体育館、暖房が使える柔剣道場、また今までない体育館の下

にピロティが出来ました。ピロティは雪多いこの地において冬場練習するにすばらしい環境なんで

すよね。なので、当然学校教育は最優先なのはわかります。その範ちゅう、邪魔にならない、いわ

ゆる支障のない範囲で使わせていただくには、これはちょっとルールとしてこの条例を今言った体

育館、ほかの小学校の体育館とは分けて、中学校の施設ということでこれは使用条例を速やかに

策定、もしくは改修して一般町民が利用しやすいように直していくべきかと思われますが、教育長

いかが思われますか。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 
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条例の、使用条例の年月日が大変古いもので失礼いたしました。必要なことについては至急

改定しなければいけないというふうに思いますので、尐々お待ちいただきたいというふうに思いま

す。 

ただ、ピロティに関してはですね、元々が運動場という想定ではございません。ですから、これ

はあの議員の知ってらっしゃる高等学校等々も同じかと思いますが、ほとんど校外には貸してい

ません。野球部であったり、陸上部であったり、当該学校の外で練習する部が外で練習出来ない

ときのものとして、しかもグラウンドとかそういう形ではなくてですね、要するに ND スタジアムの屋

内練習場ではないんですね。駐車場になることもあれば、あるいは物置になることもあれば、要は

嵩上げをしている体育館の地下という感じでございますので、当初から私どもとしても、私の前の

教育長もたぶんそうだと思いますけれども、運動場として外に貸し出すことは想定してない施設な

ので入ってないと思います。今後ともそのように私は考えております。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

現状ではそうなのかなぁというふうに思います。ただ、先ほどあった私も現在も町のスポーツ推

進委員なり、体育協会の理事なり拝命受けて、出来る限りのことは遂行しているつもりでございま

す。なので、従来よりある１町民１スポーツ、やっぱりこれはなるべくあるものは使わせたいよねっ

ていうのが末音でございます。たとえば学校の教育に支障ないの範囲で、もしそこも使えるんであ

ればこういうこともできるねっていう範ちゅうで、今後いい意味での広く開放出来るように検討して

いってほしいと思います。 

また、先ほど言いました中学校の体育館と柔剣道場ですけども、実はあの保護者の方々でかな

り声が出ている中で、あの厳冬期に使っても暖房も使わんねあんどっていうふうな話がよく出ます。

なので、当然暖房等々使えば学校の予算なり等々になると思うので、そこはもう必要な部分はもち

ろん使用料として、最低限度に必要なコストは利用者から徴収するっていう形をそれで整理して、

町民がより使いやすいようにしてほしいなというのが末音でございます。そのへんは今後ともちょっ

とあの体育館、ピロティは別な問題にしても体育館の暖房料を含めた、たとえば何月であれば使

用料はこれ、夏であればこれ、柔剣道も同じっていうな、そういった料金体系の検討は今後教育

長可能ですか。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

現在ですね、中学校の部活動でも必ずしも暖房を使ってやってるわけではない状況にあります。

学校活動のたとえば行事であったり、そういうときに暖房が必要な場合には暖房しますけども、そ

もそも我々運動しているときにですね、あれほどの暖房いるかっていうとそういうわけでもないです

よね。ですから、暖房については部内で、課内でですね、話はさせてもらいますけども、必ずしも

前向きにというわけにはいかないかと思います。 

あともう一つはよくある事故のこと。これはピロティも同じなんですが、グラウンド用に整備されて

ないから事故も起きやすいんですね。必ずしもピロティの下の土が平らで柔らかいというわけでは

ない。そうすると事故起こった場合にどう対処するか。あるいは施錠をどうするかもあります。同じよ

うに暖房の関係ではこれまでも消し忘れというのが何回もありました。電灯の消し忘れですと大し

たことはないのですが、暖房の消し忘れは事故につながります。そういうことでこれまでも使わせて
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なかったし、今後ともそこのところは慎重に話し合いながらどのようにするか検討しなければいけ

ないと思います。 

あともう一つは、これは先ほどの子育て支援とも関わってくるのかもしれませんけれども、かなり

の金額になります。３時間借りるということは体育館の使用料の何倍にもなります。それで果たして

いいのか。あるいはそうでないとすると先ほどの遠藤議員のように、じゃそれを町で補てんしなさい

ということになる。なったとしたらそれは我が家の財政状況でですね、出来るのかどうか。そのへん

も一体化して検討しないといけませんので、意見を受け賜わりながら今後どうするか考えて行きた

いと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

ありがとうございます。そうですね、あのすべては可能であれば町民が利用しやすいようなルー

ル、規定づくりというところが根幹でございますので、無理やり使わすとか、ダメなのをどうしろとか

っていう気はさらさら毛頭ございません。せっかくすばらしい施設には間違いないのでね、そこを

有効的により活用できるように、明るい明日の大石田町民のスポーツ力、体力の向上につながる

ようなという点でお伺いしたところでした。 

これでじゃ、今あったピロティの件に関して、学校が優先で使うんだよ。ソフト部なり、陸上部なり、

野球部なりというところで、ここでもう一点なんですが、実はあそこの土っていうのは、末来、野球

部コートに、内野に置きたいような土なんですよね。かなり柔らかくて、使い方によってはぼうぼうし

ます。それで、実はそれを収めるために水をまいているんですが、近くに散水栓がないんですね。

結局どうやって使っているのかなって見てると、何回も如雤露（じょうろ）で汲んできてまいたり、遠

方から長いホースを持ってきてまいたりしてますが、これやっぱりすぐ目の前で止められない。こ

れぐらいはちょっと早急に、中学生生徒の使用のためになんとか出来ないもんでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

その現状については把握しておりませんでしたので、中学校の校長とも相談しながら出来るの

かどうか。あるいは水道管でございますので、どこまですでに配管なってるかどうかということと、止

水栓、あるいはメーター等のこともございますので、ちょっと調査させてください。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

まさにその通りだと思います。体育館までは間違いなく水は行ってるので。これはたとえば体育

館には水道はないのよというんであれば、かなり大きなハードルかと思われますが、間違いなく体

育館までは水道の設備が行ってますので、検討していただいて調査していただいて出来るんで

あれば速やかに対処してほしいなという案件でございます。 

あとこの場、こういった状況ですので、以前お話させていただいた北村山地区の共通課題であ

るね、だよねっていう確認取ったさっきあった陸上競技場公認問題でございます。現状をお話しま

すと、今年度２９年度も中学校、６月の第４週に土日にありますが、総合体育大会北村山大会。ま

た、９月にあります北村山地区中学新人陸上競技大会。両方とも今年も楯中でしかやらざるを得

ない。北村山だけが県下、県中総体、新人戦の中で北村山だけが非公認の大会になってござい
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ます。以前の町長の答弁で、当町の単独ではとてもじゃないけど無理ですよと。ただ、北村山三

市一町の課題なので、三市一町で取り組むべき課題ではあるというふうなお答えをいただきまし

た。具体的に町長、３市長とその件に関して話は出たもんでしょうか。出したもんでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

正直に申し上げますと、話は出てません。今後、来週かな、広域の問題点の話し合いの場があ

りますんで、そのときに出してみたいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

先ほど一番最初の質問で、たとえばあの陸上の大会、北村山大会、県大会以上はすべて全天

候型の上で試合ですよ。練習は土の上ですよ。そういった環境の差っていうのは町長はっきり素

直にわかりませんでした。気づきませんでした。だと思うんですよ。３市長の方々も。実際現場がそ

ういった環境になってるって、たぶん掌握してないのかなぁというふうに思います。んでも尐なくて

も大石田の議会では、こういった話題をまず提起させていただいて認識を持っていただきました。

これをたとえば尾花沢、村山、東根各々のところでやっぱり問題をとにかく提起していただいて、

そういう問題があるんだよと知ってもらうことが大事かな。でないと進まないのかなというふうに思っ

ております。よそのところの行政の話なのでとやかく言う立場ではありませんけども、実は先ほど見

せたこの東根第一中学校のグラウンド、これ４種公認のグラウンドなんです。これは昨年２０１６年

の８月にまたこの４種公認の更新をしました。５ヶ年の。東根は。予算を使って。ところが公認陸上

競技場継続していますけども１回も公認の大会はしたことないし出来ないんですね。実際土の上

では。運営上出来ないんです。なので、わかっていても苦しい判断で北村山中体連陸上競技専

門部の先生方は楯中で非公認ながらの大会を実施しているのが実際でございます。 

北村山広域行政の議員の方を通じまして、とにかく先ほどありました各行政区間で問題提起し

ようねっていうふうな共通認識は持っていただきました。今回、ちょっと東根の議会のほうでもこう

いった話を出していただけるっていうふうなことをちょっと伺いましたので、そういったことも大石田

っていう立場から冷静に見守って、とにかく三市一町の課題であるというな認識だけを持って、こ

の局面にはあたっていきたいと思われますので、町長、この件に関しては副管理者として、今後と

も多大なご協力を仰ぎながら進めたいと思いますが、どう思われますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

１５日の日に北村山地域開発推進協議会の総会ありますんで、そんときにでも話してみたいと

思います。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．質問者（岡﨑英和君） 

ありがとうございます。実はあのないものをつくるっていうとものすごいハードルの高いことでござ

います。この東根に関してさっきゆったとおり、よそのことだからとやかく言えないっていうなが前提

ですが、あるものを全天候化直すのはいわゆる改修ですよにゃっす。つくるんじゃなくて。だと、多
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尐ハードルは低いよねっていう話たまたまいただいて、んじゃぜひそうしてくださいっていうふうに

東根の議員の先生の方にお願いした経過がございます。そのかわり私が持ち得る資料、いわゆる

今言った実際北村山だけが非公認でやってるんだよとか、こういった規定なんだよとか、すべてあ

りとあらゆるものを資料を渡した経過がございます。それでとにかく三市一町で取り組んでいきた

いと思いますので、その件につきましてその際には町長、副町長、教育長、ぜひその課題を三市

一町でクリアできるようにお力添えをいただきたいと思います。これを改めてお願い申し上げ私の

質問を終わります。ありがとうございました。 

１．議長（芳賀清君） 

以上で、１番 岡 﨑 英 和 君の質問を終わります。 

末日の会議は、以上をもって散会といたします。 

ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散 会  午 後 ２ 時 ４６ 分 
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第６日目  平成２８年６月７日（水） 本会議 午前１０時 開議 

１．議長（芳賀清君） 

おはようございます。 

出席議員数も定足数に達しておりますので、ただちに末日の会議を開きます。末日の会議は、

議事日程第３号によって進めてまいります。議案の審議を行います。 

日程第１．報告第５号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。ありませんか。

（議員：「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。報告第５

号「大石田町土地開発公社の事業報告について」を終わります。 

次に、日程第２．報告第６号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。２番 村 

形 昌 一 君。 

１．２番（村形昌一君） 

この営業報告書読みますと、下のほうに管理費合計では昨年より支出減でしたが、売上高減尐

の影響により当期の経常損益は１４０万円の赤字を計上する結果というふうになった報告をいただ

きました。今期が始まったわけですが、今期の営業目標、営業見込みなどありましたらちょっとお

聞かせいただければと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

村形議員のご質問で、２９期いわゆる４月以降の目標等々についてどうなんだというふうなことで

ございますが、毎年度、取締会を開いた中ですでに今期の２５期の目標について取締会でご承

認をいただいております。その状況を申し上げますと、一つは総売上げでもって２億９，０００万円

を目指すというふうな状況でございます。ただ、前期の状況をみますと、日帰り温泉の利用客が約

１０％減尐しておるというふうな状況から鑑みますと、非常に高い目標であるというふうにご意見を

いただいておりますし、あともう一つは補正予算とも関係ありますが、今期虹の館の改修を行うこと

によって、一時宿泊施設が使用不可能というふうになりますので、こちらの減収を踏まえたうえで

の一忚目標設定をしておりますけれども、非常に高い目標であるというふうに考えております。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

地域振興公社、今年度虹の館をリニューアルする。また外部より営業コンサルを招いてのオペ

ーレーションというなことが予定されてます。ハードな部分のいくらたとえば良くしても、営業接客と

いう面で言えば、やっぱり人のやっぱりソフトな接点、営業力、接客力だと思います。実はあの先

週未たまたま朝私もあったまりランドに行きまして、大意はないと思うんですが、「ないだ、久しぶり

だにゃ」「珍しいにゃ」と言われました。これやっぱりそうは思っても第一声は「いらっしゃいませ。

いつもありがとうございます。」だと思うんです。そうやって根底から認識を変えてかないと前進はし

ないのかなと思います。近隣の同じような施設からみれば大変前進している施設だと思います。

社長どう思われますか 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

近隣と比較してお褒めいただくことについては大変ありがたく思います。２年前に日帰り温泉の
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リニューアルをさせていただきました。大規模な。その際にも議員の皆さんからご意見をいただい

た中には、施設のリニューアルと同時に社員、従業員のリニューアルも必要だろうというふうなこと

をご意見をいただきましたので、その後の社員の訓示の際にそういう内容を申し上げました。施設

がいくら立派であっても、改修してもここに働く皆さんの言葉一つ、皆さんの笑顔一つがリニュー

アルに結びつくんだというふうなことで、そういうことをしっかりとやってほしいということを申し上げ

たところです。おそらくそれがまた尐し薄れてきたのかなという気はいたしますので、また改めて訓

示の際にはそういう内容を申し上げたいというふうに思います。 

先ほど岡﨑議員からありました、今年度町のほうで予算化させていただいた経営改善のための

コンサル、これ非常に期待をしておりますし、社員にもそういう内容で今までとは違った形、いわゆ

る施設のリニューアルオンリーだけではなくて、社員のあるいは従業員の皆さんの気持ちと言いま

すか、接客のその部分についてもしっかりと今期はやらせていただきますということを申し上げて

おりますので、今の段階でまだその時期は明確でありませんが、そういう内容で今期はやっていき

たいというふうに考えております。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

我々も全面的にバックアップする立場には変わりございませんので、ぜひ全力をももって推し進

めていただければと思います。答弁はいりません。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。８番 齋 藤 公 一 君。 

１．８番（齋藤公一君） 

これは全協でも話をしたわけですが、この入湯客の落ち込み。これはあの価格設定に問題があ

るんではないかというような、全協のときの課長の話でありました。私もあのこれ価格設定にはやは

り問題があるなというふうに、実はあの私も値上げには賛成した一人ではありますが、その後、風

呂で「なんでほだい上げんなんず。ほだなごどしたら風呂さなのこねは。」というような話をだいぶ

聞くわけでありますので、私はあのこの価格設定ね、これはあの近隣市町村がちょうど温泉施設

が、値上げのときにはな、みな上げるんだと、そのうち。あったまりランドがちょっと早いたげなんだ

という話があったわけですが、その後みな据え置きなんです。あったまりランドたげが価格が上が

っておるというごどでありますので、私はまた価格上げる前の状態に、早く言えば元に戻すという

ような考えがないのかどうか、社長、ひとつお答え願います。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

齋藤議員のおっしゃることも一理あると思います。日帰り温泉入浴者の数が減尐している状況に

あるということは私も理解しております。２４期は約１０％減りました。ただ近隣の公共温泉ひっくる

めて連絡協議会もってますけども、２４期、昨年ですが、かろうじて前期を上回ったのはお隣の碁

点温泉だけでございます。それ以外はすべて前期を下回っているというな状況であります。これ

は、一つはあの私どもの約１０％の減というのは、確かに３５０円から４００円に上げたという、そうい

う部分もあろうかと思いますが、それだけではないというふうに思っております。だとすれば、それ

が为要な要因だとすれば当方は下がっても従来のままの入浴料の維持をしているところはこれは

減るわけがないと思いますので、そういったことだけではなくて、複合的な理由があってトータル的
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に約１０％の減というふうになったと思ってます。分析については社員とともにいろいろやっており

ますけれども、一つは民間の温泉が隣にできたということもありますし、さらには２３期、昨年、一昨

年まで休んでおりました新庄の山屋温泉が再開をしたと。年に１回お客様にアンケートを取って

おりますが、２３期につきましては、実は最上郡からのお客様が３，０００人ほど増えたわけです。

聞いてみますと、今まで新庄の山屋温泉にいってきた方が若鮎温泉を通り越して当あったまりラ

ンドへ来ていただいているというふうなことで、そういうふうな動向を踏まえたうえでよかったなと思

ったんですが、今回再開をした。話を聞くとまた休んでいるというふうな状況なので、そういう方も

またあったまりランドのほうへ戻ってきてるというふうな現状でございます。そういった意味で３５０円

に戻すっていうことは今のところは考えておりませんし、この協議会の話の中ではですね、実は私

どもと一緒に５０円上げましょうという話が相当出ておりました。結果的には引き上げたのは当公社

だけでありますけども、と申しますのは、消費税１０％に向けて上げましょうというふうな前提があっ

たわけであります。今の段階でまだ８％でありますので、それを踏まえたうえで他の公共温泉は入

浴料を上げていないというふうに思っておりますけれども、これがやっぱり１０％であれば当公社も

そうですが、消費税の引き上げ分については一切今まで引き上げをしておりませんので、末来で

あれば最上郡も含めて庄内の公共温泉もですね、実は３５０円とか３８０円とかそういう価格設定を

しております。いわゆる消費税分を上乗せしてもらっているというのがありますので、細かい数字に

なりますけれども、そういう消費税たびに引き上げるのではなくて、あくまでも５０円単位ということ

で今回４００円とさせていただいた。今のところまず消費税の動きもありますけれども３５０円に戻す

というふうな考えは今のところございません。 

１．議長（芳賀清君） 

８番 齋 藤 公 一 君。 

１．８番（齋藤公一君） 

私はあのあったまりランド温泉はこれは町のドル箱だと、この報告書にも書いてあるとおりにフル

パートも含めて４７名の方が働いておるということで、大変いろいろ落ち込みには心配しているわ

けでございます。それでね、特にだな、あの１００枚券、これは２５，０００円から３２，０００円になっ

たわけだ。非常に値上げ率が高いという話をよく耳にします。当日券は３５０円から４００円というこ

とでありますが、あと子どものほうね、安くしたわけですが、１００枚券ほとんどほら毎日来てる人で

あります。その人の値上げですが非常に高いというふうな話を聞くわけです。これについては社長

はどう思われますか。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

今回引き上げた際に、いわゆる引き上げ率、今議員おっしゃるように１００枚券、５０枚券前段の

割引よりも割引が尐なくなりました。当然ながら今おっしゃったように１００枚券は今３２，０００円で

ございます。７，０００円上がったというふうな状況でありますが、常連さんからそういうふうに言われ

るのはもっともでありますけども、通常であれば４００円のところを１回３２０円で入浴できるというふう

なことで、メリット分をぜひ PRをしていただきたいというふうに考えております。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

私は値上げに反対した一人ですけれども、１０％減て非常に大きな落ち込みなわけです。人口
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減尐問題が至るところで問題を起こす、あるいは話題になるわけですけれども、この施設を維持し

ていく、経営を成り立たせていく方策が果たしてあるのかと。もう厳しくなる一方じゃないかと私思う

んですけれども、前期の報告そして今期に向けて立て直しの方策について話し合われたとは思

いますけど、そのへんちょっと答弁お願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

経営自体はご案内のとおり大変厳しい状況にありますし、今後もそういう状況が続くんであろうと

いうふうに見込んでおります。私もあの何回かこの場でお話をさせていただきましたけども、当公

社の社員、従業員含めて、先ほど齋藤議員さんもあるいは村形議員さんからもありましたとおり、

正直申し上げて行政として指定管理者をしていますけれども、委託料の支払いもしておりません

し、当然ながら入湯税の減免もやっておりません。現場の社員、従業員から言わせると、そういう

自負を持って仕事に励んでおりますし、当然ながら今回の赤字については従業員も含めて非常

にこれじゃダメだからがんばろうというふうな雰囲気になっております。そのうえで先ほど申し上げ

たように、今年度新たな経営コンサルを招くというふうなこともありますので、そういったコンサルさ

ん、正直申し上げて私も社長の身でありながらですね、そういったいわゆる経営についてはなか

なか素人でありますので、どこに問題があってどこをどういうふうに改善をするのかっていうのはな

かなか見た目はわかりません。そういった意味ではそういう専門家のご意見をきちっと実践をする

というふうなことで今年度やってまいりたいというふうに考えておりますし、社員、従業員について

は他の施設はそうであったとしても、当町の振興公社については入湯税の減免とか委託料を払う

というふうなことは、今のところは考えていないと。この施設、この公社の中できちっと黒字経営を

出して、従来のようにですね、資末費相当分として千万単位の金をよこせっていうことは無理だと

思いますけれども、きちっとその中で自立できるような経営をしましょうというふうなことで話をして

おりますし、実質的な赤字解消、あるいは経営改善については先ほど申し上げたように、今年度

のコンサルのご意見を拝聴しながら指導を受けていきたいというふうに考えております。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

ここでいろいろ議論するのはできますけども、私は再建は不可能だと思います。しかしそこには

働いてる方、齋藤さんも言われたように大勢おります。そういった方に絶対迷惑のかからないよう

な形で次の段階に進む。これは町長の答弁にお願いしたいんですけれども、そういうごどを考え

る時代ではないか。このままこれ抱えでいぎますと、末当に町財政の重荷になるだけではないか

と思います。町長の任期がありますからあれですけども、５年どが１０年単位で町の財政に負担か

からない方向、勤めてる方に迷惑のかからない方向考える時期に来ているじゃないかと思います

けども、いかがですか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今、サービス業全般的、特に旅館業、ホテル業が人手の問題がかなりの問題、ウエイトを占めて

おります。ということは、雇用が働く人を呼んでも働き手がないっていうのが事実です。そういうこと

ないように、まず働き手のことを考えながら雇用に迷惑かけないような給料の問題でやっていかな



平成 29年第 2回定例会（6月）   58 

いと、それからまず破たんするんではなかろうかな。そのへんは十分に注意しておるつもりであり

ますし、また赤字のならないような形の中で社長のほうに管理者としてやっているつもりであります。

以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

他にないですか。６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

最初に一つ、この報告書のですね、２ページの中断ちょっと下に食堂さくらはっていうのがある

んですが、なんとなく変な言い回しだなと。食堂さくらは安定したメニュー不足と、自分で安定した

メニュー不足っていう書くこと自体変な言い回しなので、これはちょっと考えて今度は書いていた

だきたいなと。どう考えてもなんか安定したメニュー不足っていうのは、自分でメニューありません

けどって言ってる言い回しはおかしいというふうにまずは一つ指摘させていただきたいと思いま

す。 

それから１１ページの販売費及び一般管理費の中で、ちょっと私も認識不足なんですけども、こ

この一番上、役員報酬３８０万とありますが、これの内容わかりましたらお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

これは常勤常務の報酬でございます。 

１．議長（芳賀清君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

ちょっと認識不足だったんで。役員報酬というと社長以下なんかいるのかなと。だとすれば責任

とって役員報酬減にして、１４０万の赤字を埋めるべきかなと思ったんですが、常務は役員というこ

とでここに載っけてるわけですね。 

あと後ほど３９号でまた出てくるので、そちらでまた質問させていただきたいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

指摘受けたな、ちょっと社長。副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

安定したメニュー不足、確かにおっしゃるとおりございます。表現には今後十分に気をつけたい

と思います。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。４番 関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

先ほど社長のほうから公社の売上げ目標達成できないのは料金改定だけではないということで

話をしましたけども、私も全協で話を聞きましたけども、私も料金改定だけではなくてやはり様々は

今回あの改修、ハード面で改修していろいろとお客を誘客するということでありましたけども、一つ

なんですが、宣伝、宣伝がもう尐し積極的に私はやるべきではないのかなと思います。ということ

は、大石田の駅構内にあったまり、虹の館の看板がございません。先だって大石田の虹の町案内

の常駐で、ある方から聞かれました。尾花沢には銀山温泉ありますけども大石田にはそういう温泉

の泊まれる施設がないんですかということで話が聞かれました。私は素晴らしいあったまりランド温

泉、虹の館がありますということで説明しました。そしたら今度その方は銀山温泉で泊まって帰る
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途中でしたけども、今度温泉に泊まりますということでありました。全協の中では課長は町当局と前

向きに相談して設置できるように看板、駅構内にあったまり温泉虹の館の看板について設置は社

長どしてどういうふうに考えますか。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

大変いいご提言をいただいたと思います。当然ながら経費もかかりますし、あとは駅構内であり

ますので JRさんとの協議も必要だと思います。そういったものを尐し勉強しながら考えていきたい

というふうに思います。 

１．議長（芳賀清君） 

４番 関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

ぜひそれは課長も答弁しておりました。その中で執行部とも話をして前向きな答弁をいただきま

した。ところで、駅構内には銀山温泉の看板が３つ立たっております。ということで、関東のほうか

ら結構新幹線で来ておりますので、それを見ているのではないかと私は思います。そういう意味で

ぜひ検討のほど前向きにしていただきたいと思います。答弁はいりません。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。よろしいですか。ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結

いたします。 

報告第６号「株式会社大石田町地域振興公社の事業報告について」を終わります。 

次に、日程第３．報告第７号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。ありません

か。（議員：「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

報告第７号「平成２８年度大石田町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について」を終わり

ます。 

日程第４．議案第３９号を議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。５番 村 岡 

藤 弥 君。 

１．５番（村岡藤弥君） 

地域振興公社のつなぎになりまして、歳出の３、４ページの地方創生拠点整備交付金、あったま

りランドの工事９，０００万、いろいろ説明受けましたけれども、あの当初予算で何回も何回も経営

改善コンサルで期待しながらやっていくということでありますけれども、協議会の中でも話聞いたん

ですけれども、当初予算でも大体聞いたつもりなんですけれども、当初で予算組んでいるにも関

わらずまだこれから、これから、これからで、いつ始まって３００万ぐらいの予算付けたわけなんで

すけれども、そのへんの使い方、あとは今回のこういった改修工事なんかには全くコンサルの声

が届かないか、そのへん詳しく教えてもらいたいと思いますけれども。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

ここの３、４ページの地方創生拠点整備交付金の事業の関係でございますが、これについては、

昨年の１２月定例会後に振興実施計画の中で来年度拠点整備事業の交付金を当てにして、その

うえで虹の館の改修を行いたいというふうなことをご説明申し上げたんですが、２月の段階で第一

次の拠点整備の交付金事業については、虹の館の部分がそっくりダメだったと。いわゆる駅前の
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蔵改修、これについては認められたんですが、いわゆる宿泊施設等の改修については老朽化し

たものを更新するのはこの交付金には合わないというふうなことでダメだったと。末来であればそ

の時点で３月に補正をさせていただいて繰越事業としてやりたいということのご説明を申し上げた

ところでしたが、それが叶わなかったというふうなことで３月は補正はしないと。ただその際に国の

ほうから、まだいわゆる交付金の残余があるので二次募集をしますというふうなことで、さらに虹の

館分について再度お願いをしたところでございます。結果、全額ではございませんが、部屋の改

修についてはインバウンドの関係もありましてこれは認められたと。いわゆる事業費で３，０００万円

分の部屋改修については認められたというふうな結果でございます。その際にお話をさせていた

だいたのは、前年度の委託料でもって改修の実施設計をもう組んでおります。この実施設計につ

いては、すでに実施をできるような状況になっておりますけれども、今議員からお話ありましたよう

にですね、実は、今期そういうふうなことでコンサルを来ていただくというふうになれば当然ながら

経営のみばかりではなくて、この施設についてもぜひご意見をいただきたいということを考えてお

ります。すなわち、必要以上の改修が必要なのか、あるいはもしかしたらここをもっとこういうふうな

仕様であればもっといいものになるとか、そういうご意見はまずいただきたいと。そのうえで新たな

改修計画を立てていきたいというふうには考えております。したがって、今工事費で９，０００万とい

うふうな予算措置になっておりますけれども、この予算についてはこれがありきではなくて、実際今

の虹の館でどこをどういうふうに改修すればお客さんから来ていただけるのか、利用者が増えるの

かということをいわゆる一つの目標にして見直しをさせていただきたいというふうに考えております

ので、コンサルさんの力も借りたいというふうに考えておりますので、コンサルさんの力も借りたいと

いうふうに考えてます。 

１．議長（芳賀清君） 

５番 村 岡 藤 弥 君。 

１．５番（村岡藤弥君） 

コンサルのんだがら、これから今から頼んで、上限アッパーが３００万なのか、そのへんは具体的

にどう考えでんのがな。課長からの答弁ですと、いろんなやり方話し合ってやっていくんだけども、

月に何回か来てもらって指導してもらうとか、あるいは常勤でしてもらうか。全くそういうのは決まっ

てなくて進んでるというごどなんでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

コンサルの仕様については、一忚こちらとしての受け止めはしております。要は前に課長が答弁

したとおりだと思いますけども、報告書を出していただく。こうすればいいよっていうのではないと。

実際現場に入ってもらって、その専門の方にここはこうしたほうがいい、ここはこうすべきだというも

の、あるいはこれはやめたほうがいいよという、そういう指導を現地でやっていただきたいというふう

なことで今協議を詰めております。ただ当然ながら密度が濃ければ濃いほどですね、経費掛かり

ますので、今認められております委託料の範ちゅうの中で、どこまでできるのかというものをきちっ

と詰めたうえで最終的にはお願いをしたいというふうに考えていますので、今の段階では月に何

回か現地に入ってもらう。あるいはもしかしたら一週間いていただく、それの繰り返しでもって最終

的には社員の、あるいは従業員の指導も含めてトータルでやってほしいというのが今の考えです。

その中に先ほどの村岡議員からありましたように、今回のリニューアルに関するご指導なりご意見

もいただいてやっていきたいというのが今の考えです。 
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１．議長（芳賀清君） 

５番 村 岡 藤 弥 君。 

１．５番（村岡藤弥君） 

まずあの末当に経営２４期ではすごくこれまでにないマイナスということで、やっぱりそういった部

分に大変期待して、もちろんこういった改修もその一つなのかと思いますので、ぜひいいものにし

ていただきたいと思います。 

９、１０ページの林業費の民有林の航空レーザー測量。これあの協議会の中でも話聞いたんで

ありますけれども、交付税で入るよというふうな話なんですけれども、国のやっぱり指導で法制化し

てこれはやるということなんですけども、末当に入るのか、入らないのかわからないようなイメージ

でもちろん進めるんでありましょうけども、そのへんはしっかりと１００％やっぱり交付税で対忚でき

るような、してもらうようなやっぱり町からの働きかけというのを強くかけて、やっぱり全日末国全体

がそういった話でやっぱり進めていただきたいと思いますけど、町長そのへんどうでしょうか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今のところは全額交付税で賄えるということではないので、今議員がおっしゃったように、これか

ら全額交付税をもらえるような形の中で働きかけたいと思ってますし、今日の山形新聞にも載って

ましたけども、農地が朩届け、それから相続もなってないようなことが出てますけども、山の場合だ

とまだこれが酷くなれば日末全国の大きなマイナスではなかろうかなと思っておりますんで、その

へんはきちっとした、町としてもやっていかなければならない点でなかろうかなと思って進めていき

たいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

７ページ、８ページお願いします。４款１項２目予防費４万円でございます。これ１歳６か月児向

けの絵末を４０冊準備し、該当する幼児に差し上げるというふうな説明を受けました。大変すばら

しい施策だなというふうに考えております。当町乳幼児の手当という面に関して見れば、近隣の行

政から決して务ることのなくすばらしい対忚を取ってるっていうこと、３人目、４人目のお子さんを持

つ方からよく言われます。ただ、PR が下手です。アピールしきってない、わかってもらってないっ

ていう点が、この件だけでなくて多々見受けられます。町報に載せたからいい、お知らせ版で回し

たからいいじゃなくて、どういうふうに周知してもらったか、見てもらったか、覚えてもらったかが大

事かと思います。地域おこし協力隊の方も着任したとえばいろんな方面から、たとえばこういった

案があればホームページのトップページに異様に大きくバナーをつくって、これなんだろうと目を

引くくらいのとにかくなんかそういった形を奇をてらってでもアピールする力が弱いと思います。そ

ういった件に関して町長どう思われますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

ホームページの活用も岡﨑議員がおっしゃったような形の中で、きちっとした取り上げ方をしな

いとまずいなと、大石田の宣伝になってない今までの状況だと思ってますけども、最近のホームペ

ージなんかを見てみますと、よくやってるなというような方向で捉えております。今後とも今議員の
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おっしゃるようなことを考えながら、きちっとした大石田の宣伝をやっていきたいと思っております。

ご意見ありがとうございます。 

１．議長（芳賀清君） 

１番 岡 﨑 英 和 君。 

１．１番（岡﨑英和君） 

せっかくいい施策、いい図式あるんですから、やっぱり上手に PR していけるようにこれからも期

待します。答弁は結構です。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．３番（小玉勇君） 

歳出３ページ、先ほどのそのあったまりランドの改修についてです。これ部屋を改修するとなっ

た場合なんだけども、その宿泊数の定員数とか変わってくんのかどうか。それから、その聞きたい

のはシングルのルームができるわけですよね。そうした場合に一泊いくらぐらいにするつもりでい

るんだろうかと。今までみたいな大部屋に安くできなくなるじゃないかと思うけど、そのへんのことま

ず聞きたいと思います。 

それから、先ほど村岡議員からもありましたけど９、１０ページのその民有林の航空レーザーの

測量についてです。これよくよくわんないんだけども、これを林地台帳つくってですね、結局たとえ

ば一般の我々みたいなどんな利用方法があんのかよくわからないんだけど、そのことを教えてくだ

さい。 

あともう一つ。同じく７、８ページ。４款１項３目１７次年子の簡易水道の水源地の売買。聞いたら

８，０００平方メートル、８反歩ぐらい、２０何万ぐらいだと。８反歩っていうと俺の田んぼより尐ないみ

たいなもので、そんなので末当に水源地確保できるんだろうかということなんだけども、８反歩って

いうと９０メーターかける９０メーターぐらいしかないわけですよね。ちょっとこのもう尐しね、２０万な

んて言わずにきちっとしたこと出来ないんだろうかということをお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

もっとおっきいんねがや。計算違いしてねが。ちぇっと。まずあったまりランドがらが。まちづくり推

進課長 吉 田  茂 君。 

１．まちづくり推進課長（吉田茂君） 

改修の結果、宿泊の定数が変更にならないかというご質問と、シングルルームの増設ではどれ

ぐらいの値段を設定しているかというなご質問かと思います。 

まず改修において宿泊の定数、確か４０数名ですけれども、この４８名については変更はござい

ません。変更はない予定であります。シングルルームが増えても和室と一緒にして洋室の相部屋

というな形にしておりますので、宿泊の定数については変更ない予定であります。 

なお、シングルルームの増設につきましては、今のところちょっと狭い、自動販売機のコーナー

等を改修してというふうなことでシングルルーム２つほど予定をしておりますけれども、そちらのほう

は基末的にはちょっと設備が普通の和室等々と違いますので、ちょっと割安感にして設定したい

と思っております。ただ詳しい値段については決定していきたいと思っているところでございます。 

１．議長（芳賀清君） 

産業振興課長 井 苅 清 隆 君。 

１．産業振興課長（井苅清隆君） 

このたびのこのレーザー測量の事業の取り組みの必要性については、前提となる国の置かれて
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いる状況、そして森林行政の進め方をご説明を申し上げましてご理解をいただきたいというふうに

思います。 

まず一つは、世界的に課題となっております地球温暖化の問題であります。これにおきまして日

末は温室効果ガス、代表されるものがオゾン、二酸化炭素でありますが、それらを平成３０年１３年

後の年度におきまして、２０１３年と比較しまして２６％減らすということを目標にしているようであり

ます。そのうち２％を森林の吸収量によって賄うというような予定をしているようであります。しかし

ながら先の全協でご説明申し上げましたとおり、時代の流れとともに森林に対する関心が薄れま

して、またあの不在地为も一層増加をするという状況の中で、森林の施業いわゆる造林、保育、

間伐、伐採などが進まない状況にあるということであります。そこで、森林台帳の整備それと現況

の地図情報、この場合レーザー測量なんですが、それらを整備することによりまして、森林の施業

を強化する。つまりはそういった施業を進めるための足がかりをつくるというふうなことを目的にし

ております。また一方で戦後多く造林されました人工林、これも５０年を過ぎまして伐木を迎えてい

るところなんですが、これも森林に対する関心が薄れているということもありまして、伐木を過ぎて

いる森林がたくさんあるということであります。これについても国のほうでは大量に伐木を迎えた森

林を利用する、つまりは森林の循環利用、造林して伐採してまた造林して伐採する、そういったも

のを進めたいというなことで末事業をするものであるということであります。 

ご質問の実際我々にとってどういうふうな使い道があるのですかということなんですが、これも全

協でお話ししたとおり、地籍調査に当たるものではないということで、やはりあの为には森林組合

等の施業の入るときの手掛かりとなる仕様の整備ということになります。これもお話したんですが、

面積等々については現在登録なっている登記簿の面積が登録なるということでありますので、そう

いうことでご理解をいただきたいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

次年子簡水。建設課長 間 宮  実 君。 

１．建設課長（間宮実君） 

次年子簡易水道のその水源地の井戸の大きさがですね、２メーターかける２メーターの２メータ

ー四方の大きさぐらいに大きさの井戸になってます。深さは３メーターか４メーターぐらいあります

けども。その井戸がある土地がですね、まず買いたいということです。これまで守ってきていただい

たその方の土地がその周辺にもう一筆だかなんかありますんで、それを足すと８，０００平米ぐらい

ということで、８，０００平米の大きさになれば視覚的に見れば９００メーターかける９００メーターぐら

いの大きさなのかなという気がしますが、そんな程度の山ですけども、井戸の大きさからして一体

どこまでそれをんじゃ買っていけばいいのかっていうことになりますと非常に難しい問題もあります。

当面、そこのところを買って安心な水の供給をしていきたいと。その周りにいきますとですね、畑で

耕作している方もおられます。そういった方の用地交渉なども出てまいりますので、そういった方

のご理解などをどういうふうに得ていくのかということはありますけども、これまで守ってこられた方

については、全員協議会で申し上げましたように、世代交代が進んでいて孫の代になったらどう

なるかわからないという心配もしているということのご末人からのお話もありましたので、その土地

についてはぜひ町のほうで購入をしていきたいと、このように考えておるところでございます。 

１．議長（芳賀清君） 

３番 小 玉  勇 君。 

１．３番（小玉勇君） 

えーっとですね、そのまずんじゃ次年子の水源地の話ですけども、現地俺わからないんでわか



平成 29年第 2回定例会（6月）   64 

んないんだけども、たとえばその山のてっぺんにあるわけじゃないと思うわけよな。そうすっとどうし

てもカルデラみたいになって周りが外輪山みたいな形になっているのかどうかわからないけども、

そうした場合にどうしても目に見えて買っていかない限り、ちょっと地下水どうなってんのかわかん

ないけどやっぱり不安だと思うんです。そのへんのことについて、そのへんどういうふうに考えて、

あまりにもね、９０メーターかける９０っていうのはちょっとちっちゃすぎるんじゃないかって気がする

わけですよ。まずそのことについて。 

それからそのさっきのレーザーの山の話だけども、やっぱり今課長さんが言ったみたいな話だと

別にわかるんだけども、どうもね、なんか豊臣秀吉の刀狩りじゃなくて検地なんかしてんのかなっ

て気がするわけよね。そうすっとあとで面積が当然レーザーってわかるわけだから、斜面だってた

ぶん面積だって利用できんのかなってそこらへんの心配だったもんだからちょっと聞いてみました。

町長さん、お願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

航空測量の件に関しては先ほど村岡議員にも答えましたけども、今末当に山地、農地とも相続

の面が末当に難しい。特に山林の場合ですと、もう山林放棄っていうような時代にもなってきてま

すし、そういうことなもんですから、まず山林の上のほうから測量した形の中で山林の持ち为を探

るっていう点もあるんではなかろうかなという気がしております。先ほど課長が答えましたけども、ち

ょうど人口造林、戦後の人口造林の伐採の年ぐらいになってきてるんです。各年度、年度で。そう

いう点も踏まえたうえでやらなければならない問題点ではなかろうかな。たとえば今問題なってる

んですけれども、地籍調査とは違うとは言ったんですけども、地籍調査もとことんまでやったところ

と、やってないところで大きな差が生じてきているのが事実です。大石田町の場合ですと約９割近

く、皆さんの了解を得た形の中で地籍調査をやったおかげでそんなに問題点はないんですけれ

ども、他の各市町村なんかに地籍調査をやってないところなんかみると非常に困っているのが現

実で、それ以上にその伐採、そしてまた農地云々、集積っていうのもやれないような状態にあるっ

ていうことなもんですから、せっかく交付金をいただいた形の中でやれるんだったら将来のために

もやらなければならないんではなかろうかなというような気持ちの中でやることにしました。交付金

に関しては、その後の交付金に関しては、足りない分に関しては今後とも国のほうからいただくよ

うな形の中で運動をしていきたいと思っております。 

それから、次年子の簡易水道の山の件ですけれども、今言ったとおり、９０メートル、９０メートル

では尐ないんじゃないのかなというような話もありますけれども、まず、その土地を町として買い上

げるということが前提、それからのスタートだと思いますんで、今後またそれで足りないっていうよう

な皆さんの意見があったならば、その後検討していきたいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

同じく３９号で、歳出の３ページ、４ページ。先ほど来、話出ております地方創生拠点整備交付

金ですけども、これは左のページの３ページのほう見てもらうとわかるように、全体で１億４１３万９，

０００円。国は３，０００万のリニューアル分を補助すると。しかも２分の１、１，５００万。町どしては７，

９５０万の借金して事業進めるわけです。先ほどあの温泉館の利用状況１０％減て話ありましたけ

ども、これだけの金をかけてなんていうか、需給を考えたうえで需要を考えた場合、これだけ金を
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かける必要があんのかなと。国の補助事業枠内でなぜやらなかったのか。今後の需要状況など

はどう見だのがと。まず第１点、その点をお伺いしたいと思います。 

それから、これも先ほど来出ておりますけれども、歳出９ページ、１０ページに出ております民有

地のレーザーですけども、今町長の答弁聞いておりますと、町の地籍調査は済んでおり済んでい

ないどごろがら見るどほとんど問題がないと、これまだ不必要な事業と。しかもこれは国の都合の

ような感じするんですねっす。あの戦後山林がどうなった。だとすれば、国が１００％出して町で進

めでくださいという事業じゃないかと。いわゆる国の事業を町に委託しているような気するんです。

んだがらこれは、全協では課長の答弁では、やっぱり交付金が７割交付なのが５割交付なのがま

だ明確でないって言ってるんですけども。その残り部分は全部一般財源ださなきゃならないんで

すにゃ。町では不要な事業だど思うんですけど町長の考えをもう一度お伺いします。 

それから同じ９ページ、１０ページですけども、７款１項の４目。これはあのこれも全協の話では川

前観音様んどごのトイレんねがっていう話だったんですけど、そうではないと。ふれあいセンター

内のトイレだと。もう数年一切利用がされてないところ、ブロアだと。一切利用されていないところの

トイレ修繕必要あんのかどうかと。そういうどごろに財源がない、財源がないというのはそういうどご

さお金使うのはいかがなものか。町長の考えをお伺いします。 

それから、１３、１４ページの最下段です。社会教育総務費１９節伝統芸能教育育成事業補助金。

これ伝統芸能に予算ついたっていうの俺初めででないがど思って、これ非常に結構なものだと思

います。ただやっぱりあの聞くどごろによるど、規約つくったの２９年というごどであんまり伝統がな

いようなんで、末来伝統のある伝統的な芸能、たとえば伝統と言えるがどうがわがらないげんとも、

すみれ会の方なんかは講師を招いで、末当にこう町のいろんなあの文化祭どがに備えで講師を、

招いでまで練習して長年の伝統あります。下宿の大黒舞も３０年はもう軽くあるな。だがら、これま

だ予算の関係もありますけども、今後どうなんのが期待しているんですけど、ぜひ末当に伝統ある

どごろもしっかりと支えでいくような補助を出すとか、そういうことが可能かどうか、以上お伺いしま

す。 

１．議長（芳賀清君） 

最初のあったまりがらが。あったまりランドの改修いらねてが。（遠藤議員：「いや、いらねてはゆ

ってね。今。必要がど。」）必要あっから予算組んでだ。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

一忚予算は１億っていう形にはおいてますけども、必要最小限の工事にしたいというような気持

ちです。 

１．議長（芳賀清君） 

町長、答弁でぎるもの何々ある。いっぱいあんなんげんとん。山林。町長 庄 司 喜 與 太 

君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

先ほども話しましたけれども、これからの山林業そしてまた山林業なんかのためにもやっぱりや

らなければならないことだと私自身は思っております。そうしないと山林業がきちっとした自分の山

はここだっていうことをきちっとした形で押さえない限りは、先ほど課長がおっしゃったような話した

とおりの荒れ放題の山になるんではなかろうかなと思っております。そういうことで今後の予算に関

してはがんばっていきたいと思いますんで、よろしくお願いしたいと思います。 

ふれあいセンターのトイレに関しては、そういうあれなんですけども、トイレの施設が壊れてるっ

ていうことなもんですから、利用者がないって、これから出るかもわかんないもんですから、やっぱ
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りきちっとしたトイレぐらいは直さなければならない。これから観光っていう面もありますし、そういう

点から必要なんではないかなと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

伝統芸能は教育長が。教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

伝統芸能育成補助事業ですが、考え方としては、今後伝統芸能さらに深めて継承し伝承してい

こうということで規約を新たにつくったところでございます。ですから、これまでたとえば民謡研究会

であれば講師を招いたり、すみれ会であれば一流の講師を招いて毎週練習しているわけですが、

そういう講師代を払おうということではないんですね。いうなれば公民館事業で言えば、公民館で

今回こういう改修しますよと、ですからそれに対して現在３０万限度で補助金を出してるわけです

けども、そんなふうに考えてもらえばいいんではないでしょうか。ただあの規約の中でこういうことで

きますよというのに各団体から出てきた場合に、またそれがそれに合うかどうか検討させていただ

きます。昨日スポーツについても出ましたけれども、どこどこの部でどういうコーチを雇っているか

ら、保護者負担を軽減するためにそのコーチ代を出してくださいというふうな観点でつくった事業

ではありませんので、遠藤議員おっしゃるように、ぜひあの各団体ががんばってる伝統芸能継承

については補助していきたいと思いますが、そのような理解をお願いできればというふうに思って

ます。以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

このまず最初の虹の館ですけども、必要だからリニューアルするんだというげんとも、んだがらそ

れに伴うこのリニューアルしたあどの利用客、ここだて営業やってるわげだがら、それをリニューア

ルするに値する利用客が見込めるがと、そういうことを検討したのがどうがちゅういうごどです。で

ないど、全くこれまだリニューアルしたげんとん客は前より１０％減りました。ほれでは全く無駄遣い

ってなるど思うんです。んだがらそごらの検討、あるいはリニューアルするごどでこうして客を確実

に呼び寄せるようなリニューアルの計画でやってますどがっていうんならいいんですけど、これは

温泉館と同じ方向をたどるど思うんです。答弁なってないど思うんです。町長の答弁。 

それがらレーザーも似だようなごどで、これさ金かげんのはしなきゃなんないってこうなってくっど

町長頭すっきりしてくるんですけども、これもどなたかも言いましたように、町どしての何に利用す

るかっていったらほとんどわがらない。国側が都合でやってるっていう話が中心なようです。んだ

がら、やるどしたらさっきの虹の館もやる必要ないあてゆってないですよ。これだてやってもらって

いいんだげども、やるにしたら町の負担なしでやる、国の事業どしてやるど。国がら言わっだがら

いや俺財政難げんとん、じぇねなえげんとんじぇね出しますっていう答弁ですよ。町長の答弁。そ

れじゃ町民に説明でぎないって私思うんです。それがら、トイレも壊れだがら直しますってこごもう

長期間に渡って利用がないんです。これまだ人が来るがもしれないあてゆったってほとんど来な

いど。なぜ来ないがどちゅうど、ガラスが曇って最上川が見えないど。私はかなり２、３０年前あそ

ごさ東京がらの画家来て、最上屋さ泊まって一週間どが十日案内したごどあります。あの当時は

ガラス見えだんです。絵を描いて。非常に風光明媚なところで喜んでおったんですけど、その人

の見込みがないんです。そんなどさ金使ってる場合がっていう私は思いがあるんです。大石田小

学校見てください。外がひどいですよ。財政難だ、財政難だっていうのはそんなどさ使う金あった

ら子どもたちのごど考えでもらいだいど思います。 
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それがら、今伝統芸能育成補助ですけども、中身があの大黒舞衣裳１９着買うそうですから、多

面的なにゃ、教育長言うように、講師どがあるいはその伝統芸能を練習する場所の家の補助どが

それはわかりますけども、全体どしてやっぱり支援してもらいだい。というのは、虹の館に出るやっ

ぱりそういう人たちが使ってもらえば、ないていうがな、利用頻度が非常に増すど思うのでぜひが

んばっていただきたいと思います。前のほうの答弁、町長お願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長もう一回、虹の館から。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

虹の館の件はまず社長から答弁させたほうがいいと思いますんで。 

今日の山形新聞にも先ほど言いましたけども、大きく持ち为不明の農地集積というような、賃貸

条件の緩和検討というような形の中でこのように載ってますけども、これが同じ、今度農地から山

のほうに変わった場合にもっと大きな問題が出るんではなかろうかなぁというような気がします。そ

のためにも町としてもきちっとした子孫のためにもやらなければならないというような私は気持ちで

おります。 

トイレの件に関しては、まず直すことによって利用客も出てくる可能性もあるしガラスの問題も聞

いてます。これをたとえば川前地区にお任せするとかそういう方向付けもあるんではなかろうかな

というような気持ちの中で、まずトイレは町の金で直しておくっていうことも必要だろうというような気

持ちの中で直すことにしました。以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

虹の館の改修について様々なご意見をいただきました。先ほども村岡議員さんのご質問にお答

えをしておりますが、この予算ありきということは考えておりません。当然ながら、改修することによ

ってお客が減るなんていうことも考えておりません。なぜならば予約をする予約の電話の中で、ベ

ットの部屋はありますか、洋室ありますかと言われた場合にありませんと答えるしかないのです。当

然ながら部屋のトイレは抜きにして共用のトイレはすべて和式です。子どもさんは入りません。そう

いう状況を踏まえていくと、トイレの改修は交付金の対象外です。だったら止めますっていうわけ

にはいかないのです。尐なくとも私どもが考えておりますのは、この前のコンサルさんの話もありま

した。一泊一番高い一泊二食付きで１万円プラス税しかもらえない施設が、近隣にあるように２万、

３万もらうような施設と同じマネをしては無理ですと。ただ必要最低限のものを備えておかなけれ

ばお客は来ませんとはっきり言われました。そういうものを踏まえたうえで先ほど村岡議員さんにも

申し上げたとおり、そういうノウハウを含めたうえでしっかりと改修計画を立てていきたいということ

であります。これをすることによって１００人増えます、２００人増えますっていうことは正直申し上げ

て断言できませんが、今申し上げたように、途中でんじゃいいですというお客は引き止めることが

できるというふうに思ってます。 

１．議長（芳賀清君） 

７番 遠 藤 宏 司 君。 

１．７番（遠藤宏司君） 

今の時代、昔の旅館形式は客を呼べないのは社長言うとおりです。これまだ私の経験と照らし

合わせてなんですけど、あの湯野浜に亀やっていうおっきい旅館があって、こご６、７年も行って

ないんですけども、あの蟹の食い放題だどが３００、４００の集まれる部屋、そういうなは流行らない
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んです。んだがら亀やなんかはもう何年前かに個室対忚のようなものをつくって利用客増やすと。

んだがら社長がやっぱりそういうなは時代をみて、いろんな交付金が出だがらていうごどにもなる

んですけども、末来もっと先手、先手をやって事業経過を進めるべきだと。だから議長言うように、

これ反対かどうがじゃない。従業員もいるし簡単になぐせるような問題でないし、リニューアルして

客の足を運んでもらえる施設、しかもそれはもっと前から計画すべきだったど思うんです。そうした

中でしっかりした経営計画とそういうものを持ってやっていぐど。社長は客は減らないっていいま

すけど、私はそうは望めないだろうと。ただ交流人口、国内の交流人口以外に外国人なんかまで

も来てもらえるようなものができだら尐しは来んのかなみだいなも考えますけども。そごらがちょっと

曖昧だなど思うんです。もっともうすでに相当早い時代に旅館形式をどうするかっていうごどを考

えでおぐべぎだったんではないかと思います。 

それがら、末当にこう町長の答弁はいらねどごのほうさ予算組むはそれは必要だとがんばるん

だげども、やっぱり問題のところにやっぱり予算、問題のあるところにきちっと予算を処置してもら

いたいと。全く悪いげんとん、ボロ、トイレには来るかもしれないあて来ないど思いますよ。あそご、

ガラス見えねんだもの。あそごて絵を描くには不便な場所だど。極めであのなんていうが来るかも

しれない。状況を見れば全く来ないだろうと。そういうどごろにお金をかけるべきではないと。私の

意見でも言っておきます。 

ぜひやってもらいたいのは子どもたちの教育環境、きちっと整備していぐど。これも交付金の中

に施設があれば施設の維持費は必ず入ってますから、それがみんなどごがさ使われでるだげで、

それ教育委員会できちっと捉えで、来ているぶんはちゃんと予算化してもらってやるべきではない

がど思います。以上で終わります。 

１．議長（芳賀清君） 

大株为どして町長がら。最後、町長、あったまりランド。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

あったまりランドの件に関しては、さっき社長が言ったようにリバウンドもありますし、やっぱりこれ

から個室云々に向けた形の中でやれば、なんとか軌道に乗れるであろうというようなことに私自身

は思ってやるような方向でしたいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

暫時休憩します。１１時１５分再開します。 

 

 

 

休 憩  午 前 １１ 時 ０５ 分 

再 開  午 前 １１ 時 １５ 分 

 

 

 

１．議長（芳賀清君） 

再開します。 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

最初にいろいろ関係してきますので、歳入の３、４ページの２１款１項１目１節の交流センターの
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整備事業債とかですね、他の関わってるものがあるので、町長に以前も交流センター及び公園整

備等も含めて最終的なてん未、財政的な措置それから返済計画等々を説明をしてほしいという話

を３月からしていたんですが、答弁では４月にはんじゃ町民に説明をしますという話をしてるにもか

かわらず、区長さんのほうにも何ら説明がない。議会にもなんにも説明がほとんどない。もう一回

すべてを含めた形の事業、交流センター建物だけでなくて、それに付随した公演整備等も含めた

中での予算、それから財政措置ですね、返済計画等までちゃんとしたものを説明をしてほしいと

思うのですが、いつまでしっかりとやっていただけるのか。今までちょこちょこっていう話は聞いて

ますけども、そのへんは議会及び町民にもしっかりと説明をしていく責任があろうと思いますので、

ぜひお願いしたいなというふうに思います。 

それから、歳出の７、８ページ。３款２項４目１８節。ここにあの備品購入費でネットランチャー１基

っていうのがありました。これはあの保育園に整備をするということで今回買われると。今まで小学

校、中学校には配備なってますが、では交流センター今度できる。そこにはいらないのかなと。や

っぱり図書館それから健康センターっていうかそういったところも入りますので、交流センターもネ

ットランチャーそれからＡＥＤとかですね、そういった備品も必要ではないのかなと。そういった計

画あるのかどうか、そのへんも聞かせてください。 

それから、ブロアの件は別に先ほどあの教育委員会とも話したんですけれど、曇ってあの見えな

いからできないんだと。かなりあの苦労なさってるようですけど、単純に考えれば二重サッシのうち

の内側のガラスを割っちゃって１枚ガラスにして、拭いて見れるようにすればどうなのかなと。あまり

あの高額な予算を取ってどうのこうのするんじゃなくて、もう尐し簡単にこう考えられないもんかなと。

なんでもかんでも業者、業者っていうふうにしないで、やっぱりそういう工夫を尐ししながらですね、

内側のガラス１枚なんとかこう割るっていうか、割ってはずしちゃうとかいうことだけでも見えなくな

るっていう、曇ってるっていうのは解消できるのかなと。そういうことによって利用者がまた尐しでも

出てくればいい利用する施設として復活するのかなというふうに思いますので、そのへんはお願

いしたいと思います。 

それから最後に歳出の１１、１２ページ。８款２項２目１５節工事請負費が出ております。１２１万で

すけども、説明によりますと道路関係１００万、それからもう一つ、水銀灯をＬＥＤに変えていくとい

うので、今回１箇所、曙町にある水銀灯を LED に換えていく。これで２１万円かかると。これはどう

いうふうに推移するかを試していくんだというふうな説明がありました。だとすれば、結果が良けれ

ば順次、水銀、LED に換えていくのかなと。現在この水銀灯、町にどれぐらい換えなきゃいけい

ない末数、それに対する予算、どれぐらいかかるかなという見積もりっていうか見込み、わかりまし

たらお願いしたいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

財政状況については、町政懇話会などとそしてまた区長会などのときにもお話はしておりますけ

ども。あとその他広報紙、いろんな点で説明はやってるつもりでおります。 

議会の皆さんにも一忚は説明はしたと思うんですけども、それで足りなかったらいろんな点でま

たそういうふうな広報紙なりいろんな点で知らせるような形でやっていきたいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

総務課長、財政関係説明して。総務課長 二 藤 部 康 暢 君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 
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交流センターの財源内訳等をしっかり説明すべきだというふうなことは前々から言われておりま

した。３月の区長会のときに私の口から説明させていただきました。結論しては、「あー、いがった

ちゃ」と「いいぐわがた」というふうな、私の感じるところでは直接そういうふうに言われてますので、

概ねよく説明してけっだなという話でござました。なお、同様の話を４月の町政懇話会の中で副町

長から説明ありましたので、そういう面では口頭で口から説明させていただいたところであります。 

１．議長（芳賀清君） 

ネットランチャー。まちづくり推進課長 吉 田  茂 君。 

１．まちづくり推進課長（吉田茂君） 

交流センターのほうに AED やらネットランチャーの配置はどうかというふうなご質問かと思いま

す。基末的に AED については整備をしております。またネットランチャーについては、今のところ

予算等の組みはしてございません。今回町のほうでしている施設につきましては、常時きちんとし

た学校やら保育園で常時使っている施設というふうなことで整備をしているところであります。そう

いうところでありますので、過去にこういうふうな危険防止のために侵入者を防ぐためにさすまた等

というふうなことで入れておりますけれども、そのへんはまだ使った経緯がないのかなと思っており

ます。そういうところ使う頻度を吟味して、必要性を吟味して今後対忚したいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

ふれあいセンターのガラスは。教育長 布 川  元 君。 

１．教育長（布川元君） 

設置は産業振興課のほうでやるわけですけども、管理が我々なので答えさせていただきました。

実はもう４年ぐらい前からこの質問が出ておりまして、その都度我々も考え、業者考えどれが一番

いいかを考えているところです。いかんせんあの場所が場所だけにですね、経費がかなり掛かり

ます。昨日もスポーツ施設のことで申し上げたんですが、費用対効果考えた場合なかなか予算が

付きにくいというのが現状でございます。全部を割ってやる方法、中だけ吸い込んでですね、吸

引しておさえながら割る方法、いろいろ業者さんとも話はしております。ただ、そういうことで結論

が出ないまま大変申し訳ありませんが、今の状況にあるところでございます。検討はしております。 

１．議長（芳賀清君） 

水銀灯は建設課長。建設課長 間 宮  実 君。 

１．建設課長（間宮実君） 

街路灯の水銀灯の関係でございますが、全員協議会でも申し上げましたとおり、各地区の防犯

灯などを LED 化するようにということで、町のほうでいろいろ推奨してきております。その推奨して

いる町が街路灯を水銀灯のままなのかというご指摘もここ数年いただいておりまして、街路灯を水

銀灯に換えるにはポールから変えなければならない、あるいは基礎からやり直しをしなければなら

ないと。そういうことをすれば１基５０万から６０万ほどするようなことでございました。しかし LED 化

の開発も進みまして、ようやくその電球だけを交換すればいいというふうな開発も出てまいりました

ので、これでも安価にやれるというようなことで、１基分でそれでも二十数万円するわけでございま

すけれども、町としてはそれをまず試してみたいということで予算要求をさせていただいたところで

ございます。 

管理している末数でございますが、現在のその手元に数字ございませんので、大変申し訳ござ

いませんがいうことはできません。そして今回、試験的にやってですね、それを検証して改めてそ

の振興実施計画などに載せて、皆さんのほうにご説明をさせていただくと、そういうふうなことで考

えておりますので、経費等の関係もその時に試算をして振興実施計画でご説明をさせていただき
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たいと、このように思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

１．議長（芳賀清君） 

６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

最初のやつ、説明をされたという口頭で、我々にそこまで説明をしていただきたいなと、私は。だ

からさっき言ったのは、交流センターのみだけじゃなくて、公園設備も全部ありましたよねっす。そ

れまで含めた中でのすべての説明、予算の説明、それから返済計画云々というものもぜひお願い

したいということですので、お願いしたいと思います。 

あとネットランチャーに関してはですね、その頻度吟味してという話ありました。頻度吟味してっ

ていったら、学校、保育園それは毎日みたいに使うでしょうけど、んじゃ、図書館毎日使わない

の？それだけ交流センターに人来ていただいて、毎日利用していただくためにつくったんでしょう

から、それは今まで使用したことはないっていうのはたいがいそうなんですが、これは抑止力の一

つとしてできれば必要なのかなと。んじゃ、交流センターに何も置かないっていうことでもない。ん

じゃ、さすまた置くの？さすまたではどうなのかな。以前あの保育園に関してもさすまたを購入した。

警察の方から操作方法っていいますかね、指導いただいて大丈夫だと思いますっていう表現はし

てたんですが、ネットランチャーのほうがまだいいだろうということで今回配備をするっていう形に

なっていくんでしょうから、やっぱりあってはならないことですが、その前の抑止力という形の中で

やっぱり計画はある程度考えていくべきかなというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

それから、ブロア関係で大変苦労なさってるんだろうなとは思いますけども、結局３、４年経費が

かかるからということでほったらかしにしてるわけじゃないんですけれども、利用できない状態をず

っと続けてしまってるっていう現状があるので、そこにまたブロアって出てきたからいろんな意見が

出てくるんであって、なるべく簡易に利用できない施設が続けばやっぱりそういった意見が出てく

る。町民の森もそうですよね。管理ばっかりして利用がないんじゃないか、毎回そういった話も出

てきますので、できるだけ今後また早急にですね、利用できる施設にしていただければなというふ

うに思います。 

それから水銀灯の件、のちほどという形になろうかと思いますけど、やっぱり曙町を１基今やって

て、電気料関係だと思うんですね、そのへんで何基あってという形の中で換えていければどれぐ

らい節約できるんだよというようなことをしっかりと検証していただいて、予算措置なり計画をしてい

ただいて説明をいただければなというふうに思います。 

答弁いただくものってあまりないですね。（議長：「どうしますか。」）最初の公園関係も含めた中

での説明をしていただけるかなというところだけお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

議員指摘されたとおりに今後説明していきたいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。２番 村 形 昌 一 君。 

１．２番（村形昌一君） 

歳入３ページ、４ページ。２１款１項１目１節総務管理費。あったまりランド虹の館の事業債。これ

あの、申請の中身はですね、外国人や若い世代の誘客を図るというようなことであります。歳出の
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ほうを見てみますと、洋室とかはあるんですが外国人を呼び込むための手立てっていうのは一体

どういったものなのかなと。以前年間利用者数確か５８名だったかなと思いますけど、どれぐらいを

望むような考えでいらっしゃるのか。先ほど来出てますけれど、あったまりやはりそのインバウンド

の中で外国人の誘客が必要だと思いますが、そのへんの考え副町長からお聞かせいただきたい

と思います。 

歳出１、２ページ。２款１項５目１３節設計業務委託料。これ尾花沢近くにあります旧国道の今宿

の板橋という水路崩れを設計するということで、法定内工業物ということでこれしなきゃなんないと

いうような説明を受けました。これ末工事になるとまた１００万円ぐらいかかるというようなことです。

町民がほとんど行かないようなところにこうしたお金使わなきゃなんないその理由っていうのが果

たして町民に理解されるのかなというふうな気がします。やります、やりますといってやらない点も

あるのかなというふうに思いますが、説明をお願いしたいと思います。 

次のページ、３、４ページ。上のほう、２款１項１５目１３節委託料。これも桂桜公園の設計業務委

託料ということでありました。中身は遊具を２つ、東屋を１つつくるというようなことであります。桂桜

公園の代わりとして日照畑公園に６，０００万円使って、また新たにそのあと桂桜公園の整備に１

億円使う、えらい無駄遣いかなというふうに思います。ましてや日当たりもそんなによろしくないよう

なところにどうしてこの東屋なんかいるのかなと。あまりにも県のいうことを聞き過ぎてるのじゃない

かなというような気がします。そのへんの説明、トイレはなくしていいというようなことですけど、私は

県に対しても町独自の考え方言うべきだと思います。当初これだけ公園整備費想定してなかった

はずですが、説明お願いしたいと思います。 

歳出の９、１０ページ。６款１項４目１９節。園芸産地パワーアップ整備事業。これさくらんぼの雤

除けハウスということであります。行政報告などの中でもありましたけれど、雤じゃなくこの度、雹

（ひょう）が降りました。その中でさくらんぼ農家、田沢地区のさくらんぼ農家も非常に不安視して

おりますし、新山寺あたりのすいか農家も非常に心配している。で、全員協議会の中では６月１日

にすいかを中心に県に現地調査来ていただいた。今後は推移を見守るというような答弁をいただ

きましたが、私はですね、今その農家が降雹被害にあった農家が非常に不安がってると思います。

で、町長の施策は「こころ温まる あたたかい町政」であると思いますので、今こそこういった農家

にもう一度訪問して、どうだ、生育状況はどうだというようなことで意見をお伺いすんのがいい町な

のかなというふうに思うと思います。現在の場合だと収穫まで何もしないというような聞こえ方をす

るわけですが、そのへん町長の考え方をお聞かせいただければと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

最初、あったまりランド社長。副町長 横 山 利 一 君。 

１．副町長（横山利一君） 

今回のリニューアルの一つの要件として、インバウンドも含めたいわゆる外国人の誘客を図ると

いうふうな一つの目的がございます。当然ながらそのためには洋室、ベッド、さらには洋式のトイレ

というふうになるかと思います。ただあの先ほど関議員さんからもありましたとおりですね、新幹線

で降りる外国人の方は全部っていうか、ほとんどが銀山温泉です。最終的にはそこに案内するも

のもないですし、今回のコンサルをお願いする中にはですね、その情報発信も含めたうえで、どう

いう手立てが一番いいのかというものもお願いをするつもりでおります。ホームページになるのか

あるいは大手の観光会社のリンクを図るのかも含めて様々なご提案をいただいておりますけれど

も、私のほうの虹の館の規模からすれば、そんな大きい会社と旅行会社と連携したところでバス１

台と言われても困るというのがありますので、そのへんは実質的にこちらで受け入れられる範ちゅ
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うの中でやれる手法はないのかということも含めてご指導いただきたいなというふうに考えておりま

す。したがって今の施設の中では、この前のコンサルさんの事前の打ち合わせの中では、完全に

フローリングにしてベッドを置くよりは、畳の上にベッドを置いたほうが向こうの人は喜ぶんだと。そ

ういうことも踏まえたうえで先ほどからも申し上げておりますが、９，０００万の工事費ありきではなく

て、実際に必要なもの、実際にやれるものを考えましょうよというふうな話でありますので、そのへ

んも含めていろんな指導を受けたうえでやっていきたいというふうに思います。困るのはもし外国

の方がおいでなれば当然ながら言葉の問題もありますし、案内の案内板といいますか様々なご案

内のサイン工事も必要になってくるわけでありますので、そのへんも含めて必要最低限のことをし

たいというふうには考えています。 

１．議長（芳賀清君） 

町長、３点答えてください。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

公園の件に関してはまちづくり推進課長に答弁させます。 

１．議長（芳賀清君） 

まちづくり推進課長。板橋わがんねんが。んじゃ、総務課長。総務課長 二 藤 部 康 暢 

君。 

１．総務課長（二藤部康暢君） 

板橋地区の水路の崩壊したことによる補修なんですが、全協で申し上げましたとおり、ほとんど

誰も知らないところの大石田の区域内の土砂崩れということで、想いは私も同じであります。設計

で１００万円、おそらく工事で？百万円、涙が出るほどもったいない金額でありますが、近くに建物

がありまして建物に影響した場合、それから隣に水田がありまして、水田の水が漏れるようなことに

なった場合、？百万円では済まないと思います。今発見したときに最低限の補修をしておかない

とこれは大変なことになります。ので、これは私も財政を担当していてもったいないのでありますが、

あとからの負担を、まだまだおっきぐなることを考えれば今最低限の補修をしなくてはならないと思

っております。 

１．議長（芳賀清君） 

まちづくり推進課長 吉 田  茂 君。 

１．まちづくり推進課長（吉田茂君） 

まちづくり整備費の１３委託料の関係とともに公園の整備のあり方というなことのご質問かと思い

ます。 

まず、設計業務委託料につきましては、全協の際にもご説明申したとおり、物価調査会のほうに

施設の調査をしなければならない。これは県のルールであります。土木費の積算上、数量かける

単価が１００万以上、また１００万以上のもので県の物価版等にないもの、いわゆる見積り単価に

ついては調査会にかけて、それが適正かどうかを審議しなければならないということになっており

ますので、それらの手続きのための委託料でございます。 

併せて公園の整備についてはどうなんだというふうなご意見かと思います。基末的に桂桜公園

につきましては、都市公園として町が整備をするという責務を負っているところであります。都市公

園としてしなければならないということであります。その際に、従来よりご説明を申し上げましたけ

れども、機能的な部分、今般交流センターのほうを建設用地として使ったわけでありますけれども、

公園として、している以上、機能的なところについては補助しなければならないというなところが県

の指導がありました。ただ、私のほうも先だっての３月の議会の予算審議の際に議決いただきまし
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たけれども、トイレ等についてはどうなんだというご意見がありました。交流センター内のほうにトイ

レがあるという状態でありますので、この部分について改めて県のほうと協議をして、町の説明責

任の中で町民の方に供用に対して問題がなければ町の範ちゅうの中で大丈夫ですよというふうな

ことを意見をいただきましたので、今回の設計の中には基末的には入れないという考えでおりま

す。交流センター平日は７時まで、夜午後７時まで開放なりますので、概ね、公園を使っている

方々にもその時間帯にでトイレは使っていただけるというふうに思っております。ただ遊具につい

ては先ほど申し上げましたとおり、機能的なものは保持しなければならないということがありますの

で、交流センターと公園やはり一体となって交流を果たしていくということであれば必要だというふ

うに思っているところでございます。 

１．議長（芳賀清君） 

町長、降雹による不安解消。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

新山寺地区、小菅地区、田沢地区のすいか、そしてまたさくらんぼ農家の被害について、もう一

度現地に赴いたらどうかというような話ですけども、私自身もいきたいと思っております。いろんな

知ってる人たちもずいぶん被害があってますんで。その際に今聞いてるところによりますと、すい

かの場合ですと高い農薬を使った形の中でつる枯れを防いでいるというようなこと。そしてまたつ

る枯れがうまくなおった場合には、２、３週間すいかを売る時期が遅れるんではなかろうかというよ

うな話も出ておりますし、もう一回農家と話してみたい、視察して見たいと思ってますし、今さくらん

ぼももうすぐたぶん田沢のさくらんぼも出荷できるんではなかろうかなというようなことを思っており

まして、その際の被害状況なども調べていきたいと思っております。何せ農協が为体なもんです

から、二市一町、尾花沢それからまた村山、大石田というような形の中で大石田町だけ単独で動

くっていうこともちょっとできかねない問題もあります。この前、植樹祭のおりに副知事ともお会いし

まして、被害状況はって向こうのほうから副知事のほうから声をかけていただいて、こういう状況で

すっていうことで被害状況をすぐ教えてくれというような話もありました。そういうことなもんですから、

ただ単独行動を取っていいのかどうか、ちょっと迷っておりますんで、そのへんのことも踏まえたう

えで、農家の現地視察をやっていきたいと思っております。 

１．議長（芳賀清君） 

２番 村 形 昌 一 君。 

１．２番（村形昌一君） 

あの新聞記事で、被害はあったけど収穫とかそういうのに影響はないというようなことが出たみた

いで、それに関してやはり不安視していると思います。中には写真なんか撮ってる方も多くいらっ

しゃいますし、地域とするとそんなに広くないし、世帯数もそれほどでもないのかなと思います。た

だ、町長が行くってなると私すばらしいど思います。町長の支持率も上がると思いますんで、ぜひ

よろしくお願いしたいと思います。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。４番 関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

今、村形議員の雹被害についてちょっと町長の考えをお聞きしたいと思います。町長は行きた

いということでありますが、いつ頃行くつもりなのか、実は私今日、私もすいか作付していますけれ

ども、今日畑に行ったら隣の髙橋さんがいたんですが、ちょっと見てほしいということで行きました

けども、結構今はあの大丈夫ですが、これからそのすいかのつるにしてはなんか３分の１ぐらいあ
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の枯れているところがあるそうです。そういう意味でぜひそこいつ行くのか、行きたいと思っている

ということでなんか消極的な話をしていますけれども、今村形議員の話がございましたけれども、

大石田町長が単独行動行っても私はいいと思いますが、そこらへんどう考えてますか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

農家のほうには時間あり次第行きたいと思っておりますし、単独行動っていうのはその県知事と

かそのお願いに行くときの単独行動は今のところは控えるっていうことです。だから被害状況云々、

農家の人たちと話し合うのはやぶさかでなく行きたいときに行ってみたいと思います。（関議員：

「んだがら、いつ頃行ぐんだが。」）いつっていうことはちょっと今、公務と照らし合わせながらやりた

いと思います。（関議員：「今日。」） 

１．議長（芳賀清君） 

できるだけ早く。４番 関  幸 悦 君。 

１．４番（関幸悦君） 

んじゃ、ぜひそこについては、大変あの雹のすいかについては横山田沢地区のほうが大変被

害が寛大でございますので、ぜひ農家の人ともお話を聞いて措置をしていただきたいと思います。

実は、あの農協で生産者部会でその消毒、消毒の配布をしております。これを早めにこう消毒を

やって被害を防いでくださいということでありますので、町でもぜひそこについてはあの考えてほし

いなと思います。答弁はいりません。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。８番 齋 藤 公 一 君。 

１．８番（齋藤公一君） 

これはあのだいぶ出だわげですが、レーザー測量、これあの町長、取り止めだらどうがなど私は

思っております。といいますのは、全協では課長がら話聞いだら２箇所たげが把握してると。面積

ね。ところが今町長の答弁ではいろいろ質問の中ね、９割地籍確認をしておりますと、こういうふう

な答弁なわげだ。よその自治体がら比べれば大石田はほぼまあ１００％近い地籍確認をしてるわ

けですから、私はね、このレーザー測量これはあの必要ではないのではないかなと。取り止めだら

どうかなというごどで町長に言ってるわげですが、町長どうですか。 

１．議長（芳賀清君） 

町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

今、齋藤議員も山の地为でありますし、詳細についてはわかると思うんですけれども、地籍調査

に関しては大石田の場合はお陰様で８割ぐらいは、地籍、農地、土地関係においては８割近くは

やってると思うんですけれども、山林に関してのその地籍云々は、次年子地区に始まってやって

ない部分が非常に多いんです。そういう部分からしてやらなければならないんではなかろうかなと

いうような気持ちでいるわけです。 

１．議長（芳賀清君） 

齋藤さんどうですか。（齋藤議員：「いや、９割てゆったがらよ。ほとんどほらさっきね。」）町長もう

一回。町長 庄 司 喜 與 太 君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

だから要するに、里山とか地域のうち関係においては９割近くはやってると思うんですけれども、
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山地の部分に関してはほとんどやってないというのが状況です。 

１．議長（芳賀清君） 

他にありませんか。ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。ありませんか。（議員：「なし。」）討論もないようでありま

すので、これをもって討論を終結いたします。ただちに採決に入ります。 

これより、議案第３９号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第３９号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。起立多数であります。 

よって、議案第３９号「平成２９年度大石田町一般会計補正予算（第２回）」は、原案のとおり可決

されました。 

次に、日程第５．議案第４０号より、日程第７．議案第４２号まで、以上３件を一括して議題としま

す。ご質疑のある方の発言を許します。ありませんか。（議員：「なし。」）ご質疑もないようでありま

すので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。ありませんか。（議員「なし。」）討論もないようであります

ので、これをもって討論を終結いたします。 

これより、議案第４０号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第４０号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第４０号「平成２９年度大石田町学校給食事業特別会計補正予算（第１回）」は、原

案のとおり可決されました。 

これより、議案第４１号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第４１号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第４１号「平成２９年度大石田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１回）」

は、原案のとおり可決されました。 

これより、議案第４２号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。議案

第４２号は原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、議案第４２号「平成２９年度大石田町介護保険特別会計補正予算（第１回）」は、原案の

とおり可決されました。 

次に、日程第８．同意第１号を議題といたします。 

はじめに、同意第１号「大石田町農業委員会委員の任命について」の村岡藤弥君を除く１３名

の同意について一括して議題といたします。ご質疑のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）

ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に討論でありますが、人事に関する案件でありますので、これを省略いたします。 

ただちに採決に入ります。採決は起立により行います。お諮りいたします。同意第１号「大石田

町農業委員会委員の任命について」の村岡藤弥君を除く１３名の同意について、原案のとおり同

意することに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、同意第１号「大石田町農業委員会委員の任命について」の村岡藤弥君を除く１３名の同

意について、原案のとおり同意することに決しました。 

次に、同意第１号「大石田町農業委員会の任命について」の村岡藤弥君の同意についてを議

題といたします。 

地方自治法１１７条の規定により、村岡藤弥君の退場を求めます。 

[ 村 岡 藤 弥 君 退 場 ] 

ご質疑のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをも
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って質疑を終結いたします。 

次に討論でありますが、人事に関する案件でありますので、これを省略いたします。 

ただちに採決に入ります。採決は起立により行います。お諮りいたします。同意第１号「大石田

町農業委員会委員の任命について」の村岡藤弥君の同意について、原案のとおり同意すること

に賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、同意第１号「大石田町農業委員会委員の任命について」の村岡藤弥君の同意につい

て、原案のとおり同意することに決しました。 

村岡藤弥君の入場を認めます。 

[ 村 岡 藤 弥 君 入 場 ] 

次に、日程第９．請願第２号を議題といたします。厚生産建常任委員会委員長より審査の結果

について報告を求めます。厚生産建常任委員会委員長 小 玉  勇 君。 

１．厚生産建常任委員会委員長（小玉勇君） 

それでは、委員会の審査報告書読み上げます。 

末委員会に付託された事件は次のとおり決定したので、大石田町議会会議規則第７７条の規

定により報告いたします。 

記、事件の番号、件名。 

請願第２号 次年子地区町道の拡幅整備を求める請願。同じく請願第３号。農業者戸別所得補

償制度の復活を求める請願。 

審査の結果です。平成２９年第２回定例会から付託を受けた請願第２号及び請願第３号につい

て審査するため、６月５日役場庁議室において末委員会を開催し、関係する職員の出席を求め

詳細な説明を受け慎重に審査いたしました。その結果、請願第２号及び請願第３号は願意妥当

認め採択すべきものと決定いたしました。 

平成２９年６月７日 大石田町議会議長 芳 賀  清 殿。 

大石田町厚生産建常任委員会委員長 小 玉 勇。以上です。 

１．議長(芳賀清君) 

請願第２号を議題といたします。 

ただいま、委員長より報告がありましたが、これにご質疑のある方の発言を許します。ありません

か。（議員：「なし。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。ありませんか。（議員：「なし。」）討論もないようでありま

すので、これをもって討論を終結いたします。 

ただちに採決に入ります。採決は起立により行います。お諮りいたします。請願第２号は委員長

報告のとおり採択と決定するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、請願第２号は委員長報告のとおり採択とすることに決しました。 

次に、日程第１０．請願第３号「農業者戸別補償制度の復活を求める請願」を議題といたしま

す。 

ただいま、委員長より報告がありましたが、これにご質疑のある方の発言を許します。（議員：「な

し。」）ご質疑もないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。（議員：「なし。」）討論もないようでありますので、これを

もって討論を終結いたします。 

ただちに採決に入ります。採決は起立により行います。お諮りいたします。請願第３号は委員長

報告のとおり採択と決定するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 
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よって、請願第３号は委員長報告のとおり採択とすることに決しました。 

暫時休憩します。議員は自席で休憩願います。 

 

 

 

休 憩  午 前 １１ 時 ５５ 分 

再 開  午 前 １１ 時 ５６ 分 

 

 

 

１．議長(芳賀清君) 

再開いたします。 

お諮りいたします。ただいま、小 玉  勇 君から発議第１号が提出されました。これを日程に

追加し、追加議事日程の１．追加日程第１として議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（議員：「なし。」）異議なしと認めます。発議第１号を日程に追加し、追加議事日程の１．追加日程

第１として議題とすることに決定しました。 

議案書を配布漏れはありませんか。（議員：「なし。」）配布漏れなしと認めます。 

はじめに、追加日程第１．発議第１号「経営所得安定対策」の拡充を求める意見書の提出につ

いてを議題といたします。 

議案書を議会事務局長に朗読させます。議会事務局長 鈴 木  太 君。 

１．議会事務局長（鈴木太君） 

それでは、意見書を朗読させていただきます。 

発議第１号 「経営所得安定対策」の拡充を求める意見書の提出について 

上記の議案を別紙のとおり大石田町議会会議規則第１４条の規定により提出します。 

平成２９年６月７日提出 

大石田町議会議長 芳 賀  清 殿 

提 出 者 大石田町議会議員 小 玉    勇 

賛 成 者 同  上 星 川    久 

賛 成 者 同  上 岡 﨑 英 和 

賛 成 者 同  上 関    幸 悦 

賛 成 者 同  上 村 岡 藤 弥 

提案理由 

国に対して、「経営所得安定対策」の拡充を求めるため提案するものである。 

「経営所得安定対策」の拡充を求める意見書 

米価水産費を大きく下回る水準に急落し、多くの稲作農家が「これでは作り続けられない」という

状況が生まれています。また「安いコメ」の定着によって、生産者だけでなくコメの流通業者の経

営を立ち行かない状況となっています。 

こうしたなか政府は、農地の集積し、大規模・効率化をはかろうとしていますが、この低米価では

規模拡大した集落営農や法人ほど赤字が拡大し、経営危機におちいりかねません。 

平成２５年度までは、为要農産物（米、麦、大豆など）の生産を行った販売農業者に対して、生

産に要する費用（全国平均）と販売価格（全国平均）との差額を基末交付する「農業者戸別所得

補償制度」がとられ、多くの稲作農家の再生産と農村を支えてきました。 
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平成２６年度からは「経営所得安定対策」に切り替わり、米については１０ａあたり７，５００円の交

付金へと引き下げられ、稲作農家の離農が加速し、地域がいっそう疲弊しています。しかも、この

制度も平成３０年産米から廃止されようとしています。 

これでは、稲作経営が成り立たないばかりか、水田のもつ多面的機能も喪失し、地域経済をま

すます困難にしてしまうことはあきらかです。 

そのため、稲作農家の経営を下支えする政策を確立することが必要だと考えます。そうした観点

から、国民の食糧と地域経済、環境と国土を守るため、「経営所得安定対策」の拡充と、米の販売

農業者には１０ａあたり１５，０００円の交付金とすることを強く求めます。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

平成２９年６月７日  山形県北村山郡大石田町議会議長 芳 賀  清 

内閣総理大臣 安 倍 信 三 殿 

農林水産大臣 山 末 有 二 殿 

衆議院議長 大 島 理 森 殿 

参議院議員 伊 達 忠 一 殿 

以上です。 

１．議長（芳賀清君） 

日程第２．提出者 小 玉  勇 君、提出内容についての説明を願います。３番 小 玉  勇 

君。 

１．３番（小玉勇君） 

それでは、ちょっと尐し説明いたします。 

今回、その請願の審査をするにあたって意見が割れましてですね、実は２対２になりました。結

局委員長が采配しなきゃいけないということになりましていろんなことを考えたときに、その採択す

ることに反対した人たちのその意見を聞いたところですね、この趣旨自体には別に問題はないと。

しかしながら、文面についてちょっと問題があるんじゃないかと。要するに何をしてもらいたいのか

よくわかってないということで書き改めて出すっていうことのしたわけです。そのへんについてやは

りあの農業の農業生産者の経済的に大変だということでやっぱりこれは出すべきだろうということ

になりましたので、標題が変わりましたがこんなふうになりました。よろしくお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

日程第３．議案の審議を行います。 

ご質疑のある方の発言を許します。ありませんか。６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

１つだけお願いいたします。請願の末文のほうと意見書では違うところが見られますが、特に米

の販売農業者には１０ａあたり１５，０００円の交付金とすることを強く求めます。この１５，０００円とい

う金額をどういう算定基準で入れられたのか、わかりましたお願いします。 

１．議長（芳賀清君） 

委員長どうですか。厚生産建常任委員会委員長 小 玉  勇 君。 

１．厚生産建常任委員会委員長（小玉勇君） 

今の質問にあったようにですね、このへんのところがずいぶんとその問題になりました。最初の

その請願が一体これを何をしてほしいのかが明確によくわからないということなんです。要するに

そのすでに農業者戸別所得補償制度というもの自体もうないわけですので、今現在あるその経営

所得安定対策のその中身を増やしてほしいのか、７，５００円をこのまま３０年以降もやってほしい
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と言っているのか、そのへんのところがよくわからないと。で、そのへんの話したところ、要するに農

業者所得を増やすために請願してるんだろうということで、これはその今現在あるその制度をもっ

と拡充することがいいんじゃないか。そんで今大山議員からあった１５，０００円の話ですけれども、

これはやはり最初、戸別所得補償があったとき政党とは関係なくね、まず話しますけど、最初１０ａ

あたり１５，０００円というのがあったわけです。それに復活してほしい、別に請願者が言ってないん

だけどね。だけども、これは我々この意見書出すのは別に議会としてある程度自由裁量があるわ

けです。それで、標題が変わっても、議会として出してもいいっていうことが話になりましたので、

それだったら７，５００円なんてことじゃなくて、きちっと１５，０００円まで元に戻してもらったほうがい

いんじゃないかという話でこういうふうになりました。 

１．議長（芳賀清君） 

６番どうですか。６番 大 山 二 郎 君。 

１．６番（大山二郎君） 

あの裁量権、それはあるかと思います。ただその１５，０００円というふうに以前あった戸別補償制

度の額が１５，０００円だと。ただその１５，０００円がんじゃ農家にとって末当に妥当なのかという点、

逆に２万円ほしいということだってあるわけじゃないですかね。それに１５，０００円て規定してしまう

と、１５，０００円に上げてくださいっていうのみになってしまうのではないなかなぁという危惧もあろ

うかと思うんですが。上げたいという、上げてくれという趣旨はよくわかるので、それでいいのかどう

かということだけです。金額を指定してしまうと１５，０００円以上はもらえないっていうか、くださいと

言えない。１５，０００円でいいんですよっていうふうな言い方になっちゃうと、果たしてあまり限定し

ていいのかどうかっていう疑問が残ります。一忚は。 

１．議長（芳賀清君） 

委員長、もう一回。厚生産建常任委員会委員長 小 玉  勇 君。 

１．厚生産建常任委員会委員長（小玉勇君） 

このこともやはり話になりまして、金額を書かずに要するになんていうの、生産者に妥当な値段

をってそういう意味で書こうか、それとも２万なり３万なり書こうかっていう話もありました。でも、ここ

でね、紹介議員である遠藤さんが持ってきたこの請願見ると、７，５００円で不足であるっていうふう

な形で、それは１５，０００円なったときで末当にこれどうなのかっていうのはわかりませんけども、と

りあえず元の１５，０００円ぐらいが妥当かな。これでもかなりね、僕らのその委員会としては強気で

書いたつもりであります。 

１．議長（芳賀清君） 

とにかくあの願意妥当だということで審議したそうです。かなり遅くまで審議しました。その結果、

１５，０００円という数字が出たようです。よろしいですか。他にありませんか。ご質疑もないようであ

りますので、質疑を終結いたします。 

次に、討論のある方の発言を許します。ありませんか。（議員：「なし。」）討論もないようでありま

すので、これをもって討論を終結いたします。ただちに採決に入ります。 

発議第１号を採決いたします。採決は起立により行います。お諮りいたします。発議第１号は、

原案のとおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。全員起立であります。 

よって、発議第１号「経営所得安定対策」の拡充を求める意見書の提出については、原案のと

おり決しました。 

以上をもって、平成２９年第２回定例会の全日程を終了いたしました。 

町長より発言を求められておりますので、これを許します。大石田町長  庄 司 喜 與 太 
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君。 

１．町長（庄司喜與太君） 

第２回町議会定例会の閉会にあたり、一言御礼を申し上げます。 

議員各位におかれましては、ご多忙の折、慎重かつ鋭意にご審議いただき、そして提案いたし

ました全案件とも原案どおりご承認、ご可決、ご同意いただきまして、誠にありがとうございました。

審議の中でいただいたご提言については、今後の行政運営に反映してまいりたいと考えておりま

す。 

今後とも、町民の代表であるという立場を忘れることなく、これまで以上に町民の声を聴き、町民

目線で町政を進めていく考えでありますので、議員各位におかれましても変わらぬご指導を賜り

ますようお願いを申し上げます。 

最後になりますが、尚、大変恐縮でございますが、交流センターの備品と消防ポンプ車の納入

にかかる契約案件について、臨時会を来週６月１６日金曜日に召集の予定です。ご多忙のところ

誠に申し訳ありませんが、ご理解をお願いいたします。 

末日は、大変ありがとうございました。 

１．議長（芳賀清君） 

これをもって、平成２９年第２回大石田町議会定例会を閉会いたします。 

ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉 会  午後 １２ 時 １０ 分 

 

 

 

 


